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平成21事業年度に係る業務の実績及び中期目標期間
に係る業務の実績に関する報告書
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広島大学
○ 大学の概要

10 ṷ ║ 0
ר ₲└₿╒

ṷ 10
ש ⅓⅝℮ↄₐ₰║ↄₐ₡ ₲└₿╒

₤∩└←₰ ₤∩└←₰ ∞℮₉₈ ₲└₿╒ ₲└₿╒
₤∩└←₰ ₲└₿╒ ₲└₿╒ ₲└₿╒

₤∩└←₰ ₲└₿╒ ₲└₿╒ ₲└₿╒
₲└₿╒ ₲└₿╒ ₲└₿╒

₲└₿╒ ₲└₿╒
ת ” ₰−╒℗ ₲└₿╒ GhRHL ₲└₿╒ ₲└₿╒

02 4 10 06 4 1/ ⅞≤₰∞└⅍
06 4 10 08 4 1/
08 4 10 11 2 20 ṷ 9 00 ║

05 3 0 08 2 20
08 3 0 08 4 1/
08 4 10
₀ ›

װ ” ױ • 10 4 0
ṷ 00 ṷ 0/+867 'ῲ 60 (

3+410 'ῲ 6/2 ( ' ›(
01

3+013
ṷ 01

ṷ • 0+836 'ῲ 112 (
0+451

ṷ 0

ṷ 0

ṷ

ṷ

ṷ 0
₲└₿╒ͨ

ͨ„ ” ₀  ⁴ ₀  ῀



, 1 ,

広島大学
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１ 基本的な理念
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→

　運 営 組 織　（平成21年3月31日現在）

副理事（教育改革担当）

副理事（附属学校担当）

入学センター

副理事（社会連携担当）

学生総合支援センター

監事（２名）

理事・副学長（教育担当）

副理事（入試改革担当）

副理事（教育支援担当）

図書館

アクセシビリティセンター

理事・副学長（研究担当）
学術室

副理事（学術支援担当）

副理事（国際担当）

副理事（外部資金担当）

副理事（病院経営担当）

緊急被ばく医療推進センター

教育室

財務室

技術センター

東京リエゾンオフィス

医療政策室

副理事（医療政策担当）

キャリアセンター

エクステンションセンター

役員会
経営協議会
教育研究評議会

副理事（財務企画担当）

副理事（施設企画担当）

学　　長
学長室

学長補佐

副理事（財務管理担当）

理事（医療担当）

理事（財務担当）

監査室

副理事（施設計画担当）

総務室

副理事（情報担当）

副理事（総務企画担当）

理事（総務担当）

副理事（法務担当）

副理事（男女共同参画担当）

副理事（人事制度担当）

男女共同参画推進室

地域医療対策室

病院運営支援部

部局支援室（１１室，１分室）
総合科学研究科支援室、文学研究科支援室、教育学研究科支援室、社会科
学研究科支援室、理学研究科支援室、先端物質科学研究科支援室、工学研
究科支援室、生物圏科学研究科支援室、医歯薬学総合研究科等支援室、原
爆放射線医科学研究所分室、国際協力研究科支援室、東千田地区支援室

　運 営 組 織　（平成22年3月31日現在）

は，社会連携推進機構を示す。※ 　

監査室 監事（２名）

人材育成推進室

環境安全衛生室

副理事（人事制度担当）

副理事（教育改革担当）

副理事（附属学校担当）

学生総合支援センター

理事・副学長（研究担当）
学術室

副理事（社会連携担当）

副理事（国際連携担当）

副学長（学生支援・附属学校担当）

副理事（入試改革担当）

副理事（教育支援担当）

理事・副学長（教育担当）

技術センター

副理事（国際平和担当）

入学センター

副学長（図書館担当）・図書館長
社会連携・情報政策室

副理事（情報担当）

図書館

産学連携センター

副理事（研究企画担当）

副理事（病院経営担当）

緊急被ばく医療推進センター

教育室

キャリアセンター
エクステンションセンター

副理事（学術支援担当）

地域連携センター

アクセシビリティセンター

理事・副学長（社会連携・広報・情報担当）

財務・総務室

医療社会連携センター
東京オフィス

医療政策室

副理事（医療企画担当）

役員会
経営協議会
教育研究評議会

副理事（財務企画担当）

副理事（施設企画担当）

学　　長
学長室

学長補佐

副理事（財務管理担当）

理事（医療担当）

理事（財務・総務担当）

競争的資金獲得戦略室

副理事（総務企画担当）

副理事（環境安全衛生担当）

副理事（法務担当）

副理事（男女共同参画担当）

部局支援室（１１室，１分室）
総合科学研究科支援室、文学研究科支援室、教育学研究科支援室、社会科
学研究科支援室、理学研究科支援室、先端物質科学研究科支援室、工学研
究科支援室、生物圏科学研究科支援室、医歯薬学総合研究科等支援室、原
爆放射線医科学研究所分室、国際協力研究科支援室、東千田地区支援室

障がい者雇用推進室

男女共同参画推進室

病院運営支援部
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→

　学部 総合科学部 総合科学科
文学部 人文学科
教育学部 第一類（学校教育系）

第二類（科学文化教育系）
第三類（言語文化教育系）
第四類（生涯活動教育系）
第五類（人間形成基礎系）

　法学部 　法学科
経済学部 経済学科
理学部 数学科

物理科学科
化学科
生物科学科
地球惑星システム学科

医学部 医学科
保健学科

※
歯学部 歯学科

口腔保健学科
※

薬学部 薬学科
薬科学科
附属薬用植物園

※
工学部 第一類（機械システム工学系）

第二類（電気・電子・システム・情報系）
第三類（化学・バイオ・プロセス系）
第四類（建設・環境系）

生物生産学部 生物生産学科
附属練習船豊潮丸

※ 医学部・歯学部・薬学部附属医療人教育開発センター

　大学院 総合科学研究科（博士課程）
文学研究科（博士課程）
教育学研究科（博士課程） 附属幼年教育研究施設

附属教育実践総合センター
附属特別支援教育実践センター
附属心理臨床教育研究センター

社会科学研究科（博士課程） 附属地域経済システム研究センター
理学研究科（博士課程） 附属臨海実験所

附属宮島自然植物実験所
附属両生類研究施設
附属植物遺伝子保管実験施設
附属理学融合教育研究センター

先端物質科学研究科（博士課程）
保健学研究科（博士課程） 附属先駆的看護実践支援センター
工学研究科（博士課程）
生物圏科学研究科（博士課程） 附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター
医歯薬学総合研究科（博士課程）
国際協力研究科（博士課程）
法務研究科（専門職学位課程） 附属リーガル・サービス・センター

　専攻科 特別支援教育特別専攻科
　附置研究所 原爆放射線医科学研究所 附属国際放射線情報センター

　病院 病院 歯科診療所
　図書館
　全国共同利用施設 放射光科学研究センター
中国・四国地区国立大学共同利用施設 西条共同研修センター

　学内共同教育研究施設

　学内共同利用施設 ハラスメント相談室

　附属学校

　教育研究組織 （平成21年3月31日現在）

ナノデバイス・バイオ融合科学研究所、高等教育研究開発センター、情報メディア教育研究センター、
自然科学研究支援開発センター、留学生センター、産学連携センター，教育開発国際協力研究セン
ター、保健管理センター、平和科学研究センター、環境安全センター、総合博物館、地域連携セン
ター、北京研究センター、宇宙科学センター、外国語教育研究センター、文書館、医療社会連携セン
ター、スポーツ科学センター、HiSIM研究センター、先進機能物質研究センター

附属小学校、附属東雲小学校、附属三原小学校、附属中学校、附属東雲中学校、附属三原中学校、
附属福山中学校、附属高等学校、附属福山高等学校、附属幼稚園、附属三原幼稚園

中央図書館、東図書館、西図書館、霞図書館、東千田図書館

学部 総合科学部 総合科学科
文学部 人文学科
教育学部 第一類（学校教育系）

第二類（科学文化教育系）
第三類（言語文化教育系）
第四類（生涯活動教育系）
第五類（人間形成基礎系）

法学部 法学科
経済学部 経済学科
理学部 数学科

物理科学科
化学科
生物科学科
地球惑星システム学科

医学部 医学科
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広島大学
○ 全体的な状況

１．全体的な状況（平成16～21事業年度） 平成20年度は，平成19年度に策定した「広島大学アクションプラン2007」の計
広島大学では，理念５原則を掲げ，「世界トップレベルの特色ある総合研究 画に，より実効性を持たせるため，計画の実施時期や具体的な数値目標を明確化

大学」という到達目標に向かって「長期ビジョン」に則った施策を進めており， した「広島大学アクションプラン2008」を策定公表した。
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広島大学

保育所を開設するとともに，契約職員制度の充実による雇用形態，適用範囲， また，平成20年度には自己点検・評価として，各部局等の特徴・特色及び
給与面などの整備・充実，学長裁量人件費枠を活用した女性教員採用支援措 課題への取組状況について自己点検・評価を行い，経営協議会学外委員によ
置，子の保育所への送迎等のための時差出勤制度，育児休業及び育児部分休 る外部評価を受け，改善に活かす「部局の組織評価」を実施した。
業の取得期間の拡充を図るなど，男女共同参画の推進に向けた取組を実施し
た。 ○各組織におけるPDCAサイクルの確立のための取組

大学運営に関する企画・立案，執行，評価及び改善のため，具体の運営ツ
ールとして「広島大学マネジメントシート」を開発・試行し，検証・改修を

2)財務内容の改善 重ね，平成20年度には病院及び技術センターを除く全ての部局へ目標管理制
○予算配分方法の改革 度の展開を図った。

基盤的経費の安定的確保と弾力的活用の促進のため，職階区分を廃した基 また，病院では，平成17年度から３年計画でISO9001の導入に取り組み，平
盤的教育費・研究費単価に基づき部局等に使途を限定せず予算を配分したほ 成19年度に病院全体として認証を取得し，ISO9001の品質マネジメントシステ
か，学長裁量経費や教育研究設備費など戦略的経費の増額確保，管理的経費 ムを活用した「成果目標管理シート」，技術センターにおいては，組織の特
削減のための集中管理などの方策を実施した。 殊性から「個人目標管理シート」による業務の改善を進めている。
平成20年度には，詳細な財務分析に基づく大学のスケールメリットを活か

した財源確保策である「部局間貸借制度」を構築し，限られた財源の有効活 ○広報活動の充実
用を図った。 戦略的な学外広報として，研究成果発表の記者会見を首都圏（広島大学東

京オフィス）で行うなど，プレスリリースを積極的に展開した。
○中期目標・中期計画を確実に実現するための予算配分 Webページについて，日本語サイトと英語サイト間で，コンテンツの更新な

「部局間貸借制度」や経費節減の推進により財源を確保し，学長のリーダ どで連携を図り，また，広島大学ウェブマネジメントシステムの整備と併せ
ーシップの下での「選択」と「集中」に基づき，重点事業や確実に実現すべ て，各部局のコンテンツや管理体制の整備を推進し，さらに，利用者の立場
き事業への予算配分を行った。 に立ったコンテンツの策定に向け，IT関連企業とのプロジェクトをスタート
教育関連では，学士課程教育の充実のための到達目標型教育プログラム支 させた。

援等や学生生活充実のための特色ある教育環境整備に，研究関連では電子ジ 広報誌はステークホルダ毎に継続して発行した。
ャーナルの安定的供給や研究拠点形成支援等に重点配分した。

○キャンパスツアー
○間接経費の取扱いについて 地域住民等への情報発信機能としてキャンパスツアーを平成14年5月から継

外部資金受入れのインセンティブを考慮し，間接経費受入実績額に応じて 続して実施し，平成19年３月末迄に238回のガイドを行ってきた。さらに，平
一定の配分率により積算した部局長裁量経費を追加配分し，各部局において， 成18年度に見直しを行い，平成19年度からは総合博物館との共催による新し
外部資金受入れに係る事業支援や獲得のための取組支援を実施した。平成19 いスタイルのガイドツアー「キャンパスガイド」としてリニューアルし，平
年度からは部局配分率の拡大，平成20年度からは配分対象範囲の拡大により， 成21年度には年間延べ1,000人を超える人が参加するなど，大学と地域を結ぶ
継続的なインセンティブの拡大と支援の充実を図った。 架け橋となっている。

○病院における取組
病院経営基盤確立のため，各種データを基に収入増と同時に経費節減を図 4)その他の業務運営に関する重要事項

る観点から，あらゆる面において人的・物的・財的資源の有効活用策を企画 ○快適なキャンパスの実現
実施した結果，診療費用請求額ベースで，平成15年度約156億円であったもの 安全・アメニティ－・環境等にも配慮し，各キャンパスの特徴を活かした
が，平成21年度は約223億円と，６年間で約67億円（約43％）の伸びを示し， 快適なキャンパスの実現を目指して「キャンパスマスタープラン」を策定，
収支差額もプラスを保っている。 さらに具体的取組みを示す「施設整備グランドデザイン」を策定し，計画的

な施設整備等を推進した。
これにより，「学生の視点に立った整備」として「学生プラザ」，留学生宿

3)自己点検・評価及び情報の提供 舎及び「フェニックス工房」等の整備を完了するとともに，キャンパスの特
○評価体制の確立等 性を活かしたサインシステムの整備を進めた。また，継続的な取組みとして，

各理事室・部局等の組織に権限と責任を付与し，目標達成に向けた内発的 定期的な施設パトロ－ル等の実施による老朽等改善箇所の把握と整備及び施
動機付けを与え，各組織が企画・立案，執行，点検・評価，改善を行い，主 設の利用実態調査や全学的スペースの確保による施設の有効活用の促進を図
体的，自律的に学習，成長するようにした。 った。
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○リスク管理施策の実施 独自の成績優秀学生表彰制度「広島大学エクセレント・スチューデント・ス
労働安全衛生法等を踏まえた安全管理・事故防止の施策の実施，学生及び カラシップ」を平成18年度に新設した。さらに，平成19年度には，学力が優

教職員等の安全確保等のため施策の実施，危機管理体制の整備，危機管理マ 秀でありながら経済的理由により大学進学が困難な者を対象に，入学料及び
ニュアルの整備，研究費の不正使用防止のための体制・ルール等の整備，納 在学中の授業料の全額免除及び奨学金給付をすることにより，大学進学を支
品検収体制の整備を行い，さらに，継続的な見直しにより改善した。 援する新しい奨学制度「広島大学フェニックス奨学制度」を創設し，平成20

年度入学生から適用した。
○情報セキュリティの徹底

学生，教職員に指導・助言を行う職員を対象とした情報セキュリティ研修
を実施するとともに，学生，教職員を対象としたE-ラーニングによる「オン 2)研究に関する目標
ライン情報セキュリティ講座」を開設し，教職員，学生に情報セキュリティ ○拠点形成
の強化を図った。 世界をリードしている学術研究分野を重点的研究領域に位置付け，学長裁
また，平成21年度には，情報の一元化と共有化を推進することにより情報 量人員を活用した研究者配置や学長裁量経費による財的支援を行うなど，COE

セキュリティの強化を図るため，学生証・職員証のICカード化と本学構成員 採択拠点やG-COEプログラム「現象数理学の形成と発展」（明治大学との連携）
等のID管理システムの構築により，全学統一ID基盤を整備した。 を中心として拠点形成を図った。また，基礎研究や萌芽的研究を推進するた

めに，本学独自の支援金制度を設け，全学的な支援を行っている。さらに，
自律的で自由な発想の下で展開される学部や研究科等の枠を超えたプロジェ

(2)教育研究等の質の向上の状況 クト型の研究活動を推進するため，「プロジェクト研究センター」を設置し，
1)教育に関する目標 プロジェクト型の研究活動を推進し，拠点形成に努めた。
○「到達目標型教育プログラム」の導入

明確な教育目標を設定し，それを実現するための教育プログラムを整備し ○研究支援体制の構築
て，平成18年度から全学一斉に到達目標型教育プログラム（平成18年度学部 技術職員（研究補助者及び技術支援者）で構成する「技術センター」を平
入学生から適用）を学士課程教育に導入・実施した。これまでの実施状況を 成16年度に設置し，全学的な管理の下に，技術職員の業務依頼・派遣システ
踏まえ，各教育プログラムが設定した定量的な到達度評価に基づき，カリキ ムを平成19年度に策定し，平成20年度に本格試行を実施し，機能性主体の部
ュラムや教育内容の見直し等の改善を行いPDCAサイクルを確立させた。 門体制による効率的な人員配置を行い，平成21年度から本格運用を行った。

○大学院教育の指導方法の改善 ○明確な研究目標の設定
各研究科等の学位取得の基準と手順について，全学的見地から学位論文審 部局ごとに，組織としての研究目標をそれぞれの中期目標において定め，

査基準の作成を検討し，可能な範囲で学位授与に係る学位審査基準の公表を 中期計画・年度計画に基づき，研究を推進している。また，大学として「科
行った。このことにより，学生が自ら学位取得の基準に照らして進捗状況を 学研究費補助金の申請は一人一件以上」という目標を立て，教員に研究資金
確認できるようになり，指導教員は修業年限内に学位を取得するよう学生の の獲得を促すとともに，「広島大学研究支援金」等による支援措置により，
指導，プロセス管理を行うことが容易にできるようになった。 大型科学研究費補助金の獲得や若手研究者の申請を支援し，確実に研究を推

進している。
○アクセシビリティ支援の推進

「特色ある大学教育支援プログラム」に採択された高等教育のユニバーサ
ルデザイン化をさらに充実させる方策の一つとして，支援技術リーダー育成 3)教育研究等の質の向上のための整備
プログラムを完成し，平成18年度から平成21年度までにアクセシビリティリ ○東広島天文台の整備
ーダー121名を認定した。また，アクセシビリティ支援の質的向上及びアクセ 宇宙科学センター附属東広島天文台（かなた望遠鏡）を平成18年５月に設
シビリティ教育とそれに基づく人材養成プログラムを推進するために，障害 置し，国立天文台の協力を得て，観測装置の開発に取り組んだ。同年10月か
学生就学支援委員会とボランティア活動室を基盤とした運営組織を改編し， らは，宇宙ガンマ線衛星GLASTやＸ線衛星「すざく」などの高エネルギー天文
平成20年度にアクセシビリティセンターを設置した。 衛星との連携等により先端的研究に取り組んでいる。平成21年度には，観測

史上最大規模に明るい超新星の発見や超巨大ブラックホール周辺構造の解明
○成績優秀学生表彰制度の新設 など大きな成果を挙げている。また，天文台を活用した地域貢献も行ってい

優秀な人材の本学への進学動機に繋げることなどを目的として，広島大学 る。
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○総合博物館の整備 ○病院での全床共通病床管理
本学の教育研究成果を総合的に発信する拠点として，また，貴重な学術資 病床管理担当看護師を配置し，各病棟の理解と相互支援の意識を高め，原

料の保存という機能を併せもつ施設として平成18年４月に総合博物館を設置 則として「全床共通病床管理」及び午前退院・午後入院を周知・徹底するこ
した。また，本博物館は公開施設として，地域からの協力も得て，地域社会 とにより，高い病床稼働率の維持を実現した。
への教育研究成果の発信・地域社会との交流を行っている。平成21年度まで
の入館者数は，延べ32,524人である。また，大学全体を博物館とする「エコ
ミュージアム構想」を策定し，５部局にサテライト館を設置し展示している。 ４．各項目に横断的な事項の実施状況

○マネジメントレビュー体制の構築と充実
学長を議長とし，理事・副学長を構成員とした計画推進会議を設置（平成

4)その他の目標を達成するための措置 18年11月）し，マネジメントレビュー体制を整備した。同会議において，平
○社会連携推進機構を活用した社会連携の推進 成17事業年度の評価結果を踏まえ，平成18事業年度計画の進捗状況を確認す

地域連携センター，産学連携センター，医療社会連携センターなどを社会 るとともに，中期計画及び年度計画の達成に向けての問題点を整理し，解決
連携推進機構に一体化し，地域連携活動及び産学官連携活動の中心的な拠点 方法を検討のうえ，計画推進会議構成員を通じて，改善及び計画の推進につ
として強化し，地域との包括協定や共同研究及び受託研究の推進を図った。 いて，各組織へ周知した。
さらに，平成21年度には，より効率的・機動的な産学連携・地域連携活動に また，平成19年度からはマネジメントレビュー体制を役員会に移行し，４
より産業及び地域の発展に寄与することを目指し，前述の3つのセンターを再 半期単位で年度計画及び実行計画の進捗状況を役員会で確認するシステムを
編・統合し，新たに平成22年度から「産学・地域連携センター」として発足 確立するとともに，各理事室の毎月の業務の状況を理事が学長に報告するシ
することを決定した。 ステムを確立することにより，各理事室に横断する事項の円滑な実施に努め

た。
○海外拠点の充実・拡充

北京研究センターの機能を強化・拡充するとともに，新たな海外拠点とし
てトムスク国立教育大学（ロシア）内に「広島大学紹介オフィス」，ケニヤ ５．平成21年度に，特に重点的に取り組んだ，又は成果があがった取組
ッタ大学（ケニヤ）内に「KU-HUコラボレーションリソースセンター」を設置 (1)業務運営・財務内容等の状況
した。加えて，平成21年度には，ブラジル・サンパウロ市の広島文化センタ ○広島大学の長期ビジョンの策定
ー内に「広島大学ブラジルセンター」，上海師範大学（中国）内に「広島大 今後10年から15年後の広島大学像を描き出し，目指すべき方向を提示した
学―上海師範大学文化教育共同研究センター」，ベトナム国家ホーチミン大 「広島大学の長期ビジョン」を策定し，公表した。このビジョンが，広島大
学（ベトナム）内に「広島大学ベトナムセンター」を設置し，各地域におけ 学が高等教育機関として発展していくための道標となり，また，その途上で
る教育研究拠点として，優秀な留学生の受け入れや研究交流の推進・強化を クリアすべき諸課題を構成員全員が共有し，その課題解決に向けた取り組み
図った。また，国際大学間ネットワーク（INU）を活用した学生セミナーを開 を進めることが可能となった。
催したほか，海外の加盟大学と連携して平和に関するWebCT授業科目を開講す
るなど，海外拠点の新規開発や海外ネットワークの整備拡充を行った。 ○個人評価結果の処遇への反映

教員個人毎の評価に資するための方策を検討し，個々の教員の教育研究活
○地域の三次被ばく医療機関としての活動 動等を適切に評価する基準として平成19年度に策定した「広島大学における

我が国の緊急被ばく医療体制の確立に貢献するため，西日本ブロック唯一 教員の個人評価の基本方針」に基づき，各部局等の特性に応じて，教員の個
の「地域の三次被ばく医療機関」として，広島大学緊急被ばく医療推進セン 人評価の評価項目，評価基準及び処遇への反映方法を定め，各部局等の構成
ターを中心に，西日本を３ブロックに分けて緊急被ばく医療に係る地域協議 員に周知を行った上で教員の個人評価を実施し，評価結果を参考に処遇に反
会を開催するとともに，自治体が開催する緊急被ばく医療対策や原子力防災 映させた。
に関する講習会・セミナー等に講師を派遣するなど，実効性ある緊急被ばく
医療体制の構築事業を推進した。また，平成19年度には，広島地区の緊急被 ○人件費管理方策の見直し（ポイント制の導入）
ばく医療協力機関（6機関）の全機関との機関間協定の締結を完了した。 第二期中期目標期間における教員の人員配分方策について，全学的視点に

立った適切かつ効率的な人件費管理を行うとともに戦略的な学内資源配分を
行うため，「平成22年度以降の教員の人員配分の基本方針」（平成21年10月役
員会承認）を策定し，各部局における人件費管理を員数方式から金額方式（職
名ごとの平均人件費に基づいたポイント制）へ見直しを行った。



- 9 -

広島大学

○財務分析に基づいた財源確保による学生支援の充実 の支援者として位置付けるとともに，学生への経済的支援，学習時間の確保，
四半期毎の財務分析や収入支出見込額の詳細な把握に基づき，大学のスケ 就業経験の提供を目的として，「フェニックス・アシスタント制度」を創設

ールメリットを活かした資金活用である「部局間貸借制度」の実施や補正予 した。また，東広島キャンパスにおいて，学部・研究科，国籍などの枠を越
算の編成により財源確保のうえ，第二期中期目標期間に向け，平成21年度内 えて学生が交流する場を提供し，新しい学生支援体制を構築するため，「学
に実施すべき緊要な事業である，留学生宿舎整備及び図書館や附属学校の教 生プラザ」を整備した。
育環境改善整備等へ重点的に投資して，学生支援の充実を図った。

○研究活動の推進のための有効な法人内資源配分等の取組状況
○第二期中期目標期間の予算編成基本フレームの策定 研究活動の推進を図るため，重点的な育成を図るべき大型研究プロジェク

第二期中期目標期間に向け，効率的な大学運営の持続が可能となる安定し トや萌芽的研究を行う若手研究者等に対し，広島大学研究支援金，藤井研究
た財政基盤を築き，第二期中期目標・中期計画の確実な遂行を目指して，第 助成基金，拠点形成費支援金等の区分により財政的な支援を行った。
一期中期目標期間で判明した財政面の諸課題を整理・検証したうえで，中期
的な予算編成の基本方針を定めた。 ○広島大学地域貢献研究の推進

「地域貢献研究」事業を継続して実施するとともに，「地域貢献研究」の
○「競争的資金獲得戦略室」の設置 成果等を踏まえて，さらに発展させていくことが望ましいプロジェクトにつ

戦略的な競争的資金獲得を大学の重要課題と捉え，平成22年１月に学長直 いて支援していく「地域貢献発展研究」を継続して実施し，大学の知的資源
属の組織として「競争的資金獲得戦略室」を設置した。本戦略室では，教育 の活用による地域貢献を推進した。
研究情報と公募情報の一元管理による情報分析やマッチング方法等の検討と， これらの研究成果を応用し，企業等との連携により，商品開発を行うなど，
これに基づく全学的見地からの獲得戦略の企画立案により，機動的・横断的 その成果を社会に還元した。
に活動し，資金獲得を目指した。

○国際交流活動の推進
○積極的な情報提供 戦略的な国際交流活動を展開・推進するために，全学的な組織体制を検討

プレスリリースを積極的に行い，必要に応じて文部科学省記者会や東京オ し，平成22年4月から「国際交流推進機構」及び「国際センター」を設置する
フィスを活用した広報活動を実施した。 ことを決定した。
また，教育・研究・医療，それらを通じた社会貢献について積極的に伝達 また，外国人留学生や日本人学生が相互の交流を深める場所として，「学

し，諸活動の可視化に務めるために，平成21年12月から学長定例記者会見を 生プラザ」の施設及び組織の整備を行った。
毎月一回実施するなど，積極的な情報提供を行った。

○拠点病院としての取組
都道府県がん診療連携拠点病院として，外来における緩和ケアの機能を拡

(2)教育研究等の質の向上の状況 充し，平成21年９月から緩和ケア外来の診療を開始した。
○到達目標型教育プログラムにおけるPDCAサイクルの確立

平成18年度の到達目標型教育プログラムの導入以降の円滑な実施を図ると
ともに，定量的な到達度評価に基づき，カリキュラムや教育内容の見直し等
の改善を行いPDCAサイクルを確立させた。

○教員の授業内容や教育方法などの改善・向上のための組織的取組
組織的・体系的な教員研修（FD）を企画・立案するため，財務・総務室に

「人材育成推進室」を設置し，室にFD部会を置いた。また，各学部・研究科
のFD活動の実施状況調査を行い，調査結果に基づき，「広島大学における体
系的なFD活動実施要綱」を策定した。さらに，教員の発達段階に応じた「平
成22年度全学FD活動計画」（新採用教職員研修，授業改善研修，教育改革研
修等）を策定し，具体的改善を図った。

○学生支援体制の充実
学生が大学内で大学運営支援業務に従事することにより，本学の運営業務
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’  大 像₀ えΉ 大 ” →₯≡ンῌ₀  。

ת 1/ ‚ ”‼ 10 „ 半 ‚ ” ₀ ║ 価 善 ” ₀ う‗
’  ‗‾‚ 各 ” ” ₀ Ό ‚報告 ⁴ ‗‚

║副 ∕⅜₯∞ン⅍⌐→≈╒ • ∕⅜₯∞ン⅍⌐→≈╒₀  。

῏41ῐ 1/ ”

῏ 営 ”効 ║ 動 ’ 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
営‚  ⁴具体 ῐ ║効 ’ 報 信 境₀  ⁴‼ 子 ₮₰Ω√” ‚伴

ר 報 副 ” ‚企 ║ い €╒ↄ” や€╒ↄ ” 合‚ ₰∆╒₰化 • 力化
価 • 善” ₀ ₀  。‴ 全 報共 基 ₮₰Ω√₀ 入   ⁴ ‗‚

– 報 ₀   ” 動 ‚  ⁴ 報”共 や 員 ”₪∙≈⅔₨╒₮≡ン” ₀
Ή 報 ῌ‚ῷい― ║ ‒。

会 ’‘” 動‗ ║ 子 ”⅍↓№₦₰や 報 写 ₀  ⁴‗‗‾‚ 員向῾
効 ’ 営₀ え⁴基 報 Ή 大 信ῌ‗‾   ‚  ― ” ‚–い―„ 子
’ 報 信 境₀充   ‚  ⁴’‘ 報 Ὸ 子 ” ₀  員 ”

報∞℮₉₈‚  ⁴ 報共 ₀  
’•‚ 体制₀ 備  ║ 交 会 02回 ₀ い ₀ ⁴‗‗‾‚ 大 営”

⁴。‴ 大 ” 員全員Ό ‚ ⁴ ‚–い―„ 交 ₀ ‴え 会 ‚ 
大 営”→₯≡ン‗基 ’ 中 ║中 ‚  。
え ₀共 ‖Ὼ⁴う ‗ 員 員║ 員║ ‗” 交 会 回 – 04回 ₀

₀  ― ” 動 ‚ い 員Ὸ  ⁵ ₀大 営‚   。’ῷ ”
 ⁴各 ” 報”共 や ‚–い―„ Ήい⁶„ῌ 報₮₰Ω√Ή‾‹ ῌや 向῾ 報
員 ”₪∙≈⅔₨╒₮≡ン” ΉGT,rsykdῌ’‘‚   全 員‚公  。
₀ ⁴。 ║ 動 ║ 力 ‚企 ║ ║ 善₀ う‼ 副 •副

₀ 員‗  会 ‚ῷい― Ω╒∕₀ ‼― 交
ש ₪ン₲ン€₰‚  – 11回 ₀ い 大 営” 善‚  。主’ „ ”‗ῷ。
– Ό ₀   全 ║ ”両₤∩ン←₰ 備₧≤ンⅎ℮₭ₐン”  
’ ‚ ‒企 ║ ║ ║ ” 借”
善体制₀   ” ║ ₤∩ン←₰”€ₐン₣ₐⅎ≤ₐン”
や 会 ‚ 動 ║ ║各 ‖” €ₐ₦⌂Ό  ―い⁴Ὸ₀  ⁴‼‚ 半

力 ‚  ⁴。 ‚ ” ₀ Ό  ⁴₮₰Ω√₀  ⁴‗‗‾‚ 各
” ” ” ₀ Ό  ⁴₮₰Ω√₀  。

各ת ‖„ 企 ║ Ὸ ║各 ‖” ” ‚向῾― 価 ‗” ‚ ’ 価 ‗ 
‴‖  い ‚ ―”₰₤⌂ ₀ ‗  価 修 • ” ”

 ⁴ ║ 価 ₀ ‗₤∩≥₈₰₤⌂” ₀ ‗ 一 価 修₀各 回——
動” 善‚ •–῾⁴。  。’ῷ ₈ン₨╒⅍ ₀ ‒ 修 „ “  ⁵―ῷ

両 修‗‾74 ” ₀ 。

大
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ש 会” ₀ ‚  ר 1/ ‚ ”‼ 10 „ ϴ
’ 営₀ う。 ’ 
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’ 

῏45ῐ 1/ ”

῏ 外” ║ ” 07 ‴‖” ‚中 „  Ό Ὼ Ὼ+ 外”
‚  ⁴具体 ῐ ₀入 ₲ン₿╒”₈ⅎ∙№₮≡ン₢ₒン₲≤╒や+₤∩≥₈₲ン₿╒”↨⌠
ר ‚ ’‘ ₧≤√₪╒℮₉⅜╒₿╒‚  + 営”効 化₀ ‒。

’ ‚ 外” や
₀  ⁴。

副ש ” ‚  ⁴Ή ῌ ῏45ῐ 10 ”

‚„ ‚  ― 外” ῏ 外” ║ ” ‚  ⁴
║ ₀ 勤‗ ― 具体 ῐ

 ⁴。 ר 07 ‚ ”‼ 10 „ ϴ
’ 

ש 07 ‚ ”‼ 10 „
’ 

῏46ῐ 1/ ”

῏ ”充 ‚  ⁴ 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
具体 ῐ ║ 08 ‚   ‚基—Ὼ↔₠⌠╒₈№↨ ₀   則

体制₀  ⁴‼ 備‚–い―” ₀ い 動” 善║充 ‚  ⁴ ‗‚
‚ ” ‗ ―Ή ”充 ₀ ‒。
ῌ₀   各 ” 営 ║危 品 ” 体制 ⅞≤₰∞ン⅍ ‚  ⁴₪ン↨≤
”効 ’ や 動”効 ₐ₈ン₰℅ₓ№₦ ” Ω╒∕₀   ₀   ” ₀基
’ ₀ ⁴‗‗‾‚ ‚ ₀ う ‗‖ 動” 善‚  。

会 ’信 ₀ 保 ⁴。  ‚ ‗ ” 報”共 や ” ” ‚ 
 効 ” い ₀  。

῏46ῐ 10 ”

῏ ”充 ‚  ⁴具体
ῐ

`-前 ‚   ‚基—ῼ↔ ϵ ϴ ‚ 1/ ‚   ‚基—ῼ 件₀    ”
₠⌠╒₈№↨ ₀   ” ‚基—Ὼ ‚  ⁴₪ン↨≤ₐ₈ン₰”向 ‚–い―”↔₠⌠╒₈№
充 ₀ ⁴。 ↨ ₀ い 回 ” 出₀ ‼ 則 ₀ い ‚

 ⁴₪ン↨≤ₐ₈ン₰”向  •–῾⁴ ‗Ό‖Ὼ。

a- ”Ω╒∕₀   ” や ϴ ‗ 任体制” 契 ‚⁴契 ” Ω╒∕”
₀  ⁴ ₀   ₀   ” ₀基‚ ” 体制”  ” ₀ い

⁴。 会 ’信 ₀ 保 ⁴‼” 動” 善║充 Ό ⁵。

b- ‗  ― ₀  ⁴。 ϴ • ” 報₀ 互い‚共   Ό ‚  
⁴ ‗‚  効 ” い ₀  。

῏47ῐ 1/ ”

῏国 大 ” 主 ’ ║ 08 ‴‖‚ ₀ 始 大 „ ‚  ―ῷ
協力体制‚  ⁴具体 ῐ 1/ Ὸ ‚  ₁主’ „ ”‗ῷ‖あ⁴。

”  使Ὼ や
 ‚ ’‘” ║ 大 Ή 大 ‚⁴ 地域”人 •HB₢╒ⅎ

向 や 営”効 化” ₀  ‡⁶ ‴₢⌐№₯ῌ₀   国公 ” ”大 ‚⁴大 ”
‼‚ 大 ‖地域や ║ ’ ” ‹₀ 始
‚   ║協力体制₀ ║大 型 人 Ή ║ 人 ↨⌠₧≤
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 ⁴。 √ 地 大 ‚⁴ ₮₰Ω√ ῌ‚ ”大
Ό ‚ ║協力 ― ” い ₀  ⁴ ₀ 始 。

║Ή 員免 制ῌ‚備え Ή中国五大 ῌ‖共  ― 備
‚ ₀   ” い ₀ 供 。
‴ 中国地 ”国 大 大 ‚ 大 ₀加え 大 ‖ 員免

₮₰Ω√”共 利 ₀ い 大 Ό  ⁴多ῼ” Ὸ ῼ
₀  ⁴ ‗₀ ‗ ⁴‗‗‾‚ 共 利 ‚⁴₪₰⅍削 Ό 

⁵。

῏47ῐ 10 ”

῏国 大 ” 主 ’ ║協力体制
‚  ⁴具体 ῐ

’‘” 向 や 営”効 ϴ ϴ  ⁵‴‖‚ 始 大 ₀ ‚  ―ῷ 10 Ὸ
化”‼‚ 大 ‖ ║協力   ‚  ₁ „ ”‗ῷ‖あ⁴。
₀ ‚  ⁴。 ῏ ” 向 ῐ

大 ‗ 大 ‗” ‚⁴大 充 ”‼” 大
↨⌠₧≤√Ή ║ 報║ ‚⁴ ║大 型 報

↨⌠₧≤√ ‗人 ῌ‚ 大 ” ║ ” ₀
Ὸ  報 ” ‚⁴地域‚ 付い

人₀  ⁴ ₀ 始 。

῏ 営”効 化ῐ
大 ₀ 化  域 ’ 動₀  ⁴‼ 中国地域”国
大 ‖ ₦≤₰” 会 ₀   ”具体 Ω╒

∕” ₀始‼。

ₒₓₐ⅍





, 06 ,

広島大学

ר 大 ’‘” 大 え 人 • ” ₀“い‗ ― 大 ” ₀包
” ₀ ‚ ‼ 含  ’↨⌠₧≤√Ή 化↨⌠₧≤√ῌ₀   10 Ὸ

体制”多 化║充 化₀   ”↨⌠₧≤√‚加え―  ⁴ ‗‗ 。
⁴。 ║ ’ 体制₀  ⁴‼‚ ” ‚ WF₀

1/   中 ₀ う 1/ ‗‗‾‚ Ή
ש 会 ” 再 ” 向 ‚–い―ῌ₀0/ ‚  ‼ 00 07 ‚ 
化‗保健 ” 化₀ ₀ ‒。
い 大 化₀     ” ₀ ‴え ₀中 ‗ ∞ンↄ╒‖ ‚ ₀加え

⁴。
῏5/ῐ 10 ”

ת 合 ₀基 ‗ ⁴ 合 ῏ ”  ” 向 ῐ
” ₀  ⁴。 ר 1/ ‚ ”‼ 10 „ ϴ ϴ 博士 前 ‚ῷい― ‚ῷ῾⁴ ₀中 ‚

’  え 人 • ” ₀“い‗ ― 大 ” ₀包
װ 士 含  ’↨⌠₧≤√Ή 化↨⌠₧≤√ῌ₀   ”↨⌠₧≤
• 士 ₀ √‚加え―  。
‚ 制大 化 保 ‴ Ή 大 ₈₦₮≡ン↨≤ン1//7ῌ‚基—Ὼ ‗ ₀
健  ⁴ ‗₀  ⁴。   体制‚⁴大 再 ” ₀ ‼ 11 Ὸ

‚ 員 ₀  ⁴ ‗₀  。
ױ 員 ” 備‚–い―
„ ” ₀ Ὸ 具体 ש 05 ‚ ”‼ 10 „
’ ₀  ⁴。 ’ 

ײ ” ‚伴う ת 07 ‚ ”‼ 10 „
体制 • 体制”  ‗ ’ 
動  ”再 ‚

 ⁴。 װ 06 ‚ ”‼ 10 „
’ 

׳ ” • 会
⅔╒₱‚  ⁴‼ ױ 1/ ‚ ”‼ 10 „ 博士 前 ‚ῷい― ‚ῷ῾⁴ ₀中 ‚
合 ₀ 制 ” ’  え 人 • ” ₀“い‗ ― 大 ” ₀包
• ” ” 含  ’↨⌠₧≤√Ή 化↨⌠₧≤√ῌ₀   ”↨⌠₧≤

‚  ⁴ ‗₀  ⁴。 √‚加え―  。

ײ ” ₀ ‴え ϴ Ή 大 ₈₦₮≡ン↨≤ン1//7ῌ‚基—Ὼ ‗
” ‚伴う 体制 • 体 員 ₀   ’ 体制” え ₀  。‴

制”  ‗ 動  ”再 ‚ ” ‚伴う 体制 • 体制”  ‗ 動  ”
 ⁴。 再 ‗ ― 11 Ὸ” ₀  。

║ ” ”再 → 入 員” 博士 前
060→13/ 員 ”

׳ 07 ‚ ”‼ 10 „
’ 

ₒₓₐ⅍
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Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
'0( 業務運営の改善及び効率化
ת 人事の適正化に関する目標

中 ר 員”任 „ 原則‗ ―公募制‗  任 制₀ 充 ⁴。 員” ”向 ₀ ⁴‗‗‾‚ ‚  ― ’ ’ ₀創  ⁴。
期 ש 公 ’ 価₀ い ” ₀  ⁴ 制 ₀  ⁴。
目 ת 人 ”一元 ₀ い ⁵”効 ║ 力 利 ₀  ⁴。
標 װ Ή ” ῌ ‚ῷい―  ⁵ 人件 ” ₀ ‴え 人件 削 ” ₀ う。

中 10 ”
中 中

῏50ῐ 1/ ”

῏人 価₮₰Ω√” 備║ 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
‚  ⁴具体 ῐ ║ 08 ” 員”個人 価” ” ║ ₀ い ” ‚基—Ὼ

公ר ’人 価₮₰Ω√₀ 1/ ” 員”個人 価” ₀    。 ‚ 10
  会 ” 員”個人 価” ₀‾   各 ‖ 員”個人 価” 価

• 営‚ ⁴ ‚   価基 •処 ” ₀  
処 ₀  ⁴ ‗‚ ║人 価制 ₀全 ‚ 入 ⁴‚  会₀  ⁴‗‗‾‚
員” 力₀十 ‚ ‖ Ό ’⁴ ' ₲ン₿╒(‖ 交 ₀  。‴ 価

Ὼ⁴ 境 備₀ う。 ₀処 ” ‚  ⁴‼” 境 備₀ ‒。
大 ”人 価₮₰Ω√” ‗ 価‚  ⁴₈ン₨╒⅍ ₀基

人ש 価₮₰Ω√” ‚ ‚Ή ║人 価制 ” Ὼῌ₀作  。
‒―„ 価基 ” 化や ║€ↄΩ₉₢⌂ 修制 ‚–い―„ 1/ „ 合
価” ‖”公 ” 保 ” Ό  。 10 ‚ῷい―„ Ό ₀
価 ” 価 ”↔  ―い⁴ほῸ ‚‾ 中‗’‒―ῷ Ό 大 ––あ⁴ Ό

₉╒ⅎↄ№₦ 処 体制” ‖Ὼ。
備’‘ ₀ ⁴。 ‴ €ↄΩ₉₢⌂ 修” ‚伴う Ὼ ‚–い― 一  ₀ う

’‘” 善₀ ‒。
人ת 価” „ ║Ή人 価 ₀処    ⁴場合”基 ║ ”基 ‚–い―

₀ ‗ ⁴ 制  ' (ῌ₀ ‴え ║ ” ‚あ‒―„ 力 価‗ 価₀合わ
” ‚合わ  処   価 ₀ 勤勉 ” ‚あ‒―„ 価” ₀ ⁵⁵

   ⁴。 ”参 ‗ ―  ⁴ ‗₀基 ‚ ‼。
制 ” ₀主’ ‗  ' 価 ( 一 ' 価 ( 修₀
  ”₈ン₨╒⅍‖ い ₀  ‗₀  。

῏50ῐ 10 ”

῏人 価₮₰Ω√” 備║ ‚  
⁴具体 ῐ
ר -`ש 員”個人 価制 ‚基—ῼ ϴ ϴ 各 ‖ ‼ 員”個人 価” 価 価基 •処 ”
価₀ い ” ₀処 • ‚ ‒― 員”個人 価 ₀ 10 01 ”勤勉 • 11

‚   ⁴。 ‚   。‴ 員”個人 価”向 ₀ ⁴‼ 各 ”個人
価 ₀  ‼―全 委員会‖あ⁴ 価委員会‚報告 ⁴‗‗‾‚ 処 
” ” ₀ ‒。
‴ €ↄΩ₉₢⌂ 修制 ” ” ₀ い 10 „
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国 協力 ” Ό€ↄΩ₉₢⌂
修₀   08 ‚制 入  ― 修制 ”参加 Ό増

加 ―い⁴ ‗Ὸ 利 Ό ⁵―い⁴ ‗Ό ‖Ὼ。
11 ‚ῷい―‾ 合 ” Ό

₀  ―い⁴ほῸ ” ‚ῷい―‾ 中‖あ⁴。

a-大 員 外” 員”公 ’人 価 ϴ 人 価制 ” 化 • ’ ”‼ 価 •一
₮₰Ω√‚–い― 公 員制 ”動 修' 価 ( 修₀  。
向 ₀ ‴え–– ║ 善₀ う‗ ‴ 制 ‚  ⁴₈ン₨╒⅍₀ い ” ₀う῾― 制 ” ’⁴
‗‾‚ ” ₀ ⁴。 ₀   Ή ║人 価制 ” Ὼῌ₀大 ‚ 善  ”修

‚–い―” 会₀ ₤∩ン←₰ • ₤∩ン←₰‖ 催 。

大ת 員 外” 員”人 価 ϴ 前 ”人 価 ₀参 ‗ ― 員” 10 01 ”勤勉
₀ •    ⁴ • 11 ‚   。
‼”基 ║ ”基 ‚基—
Ὼ 処    ⁴。

῏51ῐ 1/ ”

῏ ‖多 ’人 制 ” 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
‚  ⁴具体 ῐ ║人 ║ 制 ”  ‚–い― 人 制 会 員 合会 ‖
ר ‖多 ’勤 ₀ 入   10 Ὸ契 制 ' 勤 (” 入 員休
 ⁴。 制 ' 休 (” 入 ║ ‚ ⁴ ” 善

員‚ ⁴ ' (” 任 員 • 付 員
ש 制” 力 ‗再 ” 俸制” 入 ₀  。
制 ₀ 入  ‖多 ’ ║ 制 ‚  ―„ 大 員 外” 員‚–い― 再 ”再

₀ ‗ ⁴人 制 ₀ −₰⅍” ” 向 ₀ い 再 全員” ‚ ‒
 ⁴。 。大 員‚–い―„ ‚ῷ῾⁴ ₀   員 合会‖

  保 ” 向 ‚–い―  ⁴ ‗‗ 。
ת 動’‘” 化₀
⁴‼ ₀主 ‗ 

⁴ 員‚加え― 主 ῏51ῐ 10 ”

員 主 員 • 主 ῏ ‖多 ’人 制 ” ‚  ⁴
員’‘₀  ⁴ ’ 具体 ῐ

制 ” 入₀ ⁴。 ר ‖多 ’勤 ‚–い― ϴ ϴ 労働 ” ‚–い― 人 制 会 ‖ ₀
‚   ‚  ― 入 ⁴。 い 各 ‗ ” 11 Ὸ 勤 員' 員₀

ῼ。(” 労働 ₀ 34 ‚  。’ῷ 員 •契
員‚–い―„ 11 Ὸ ‚  ⁴ ‗‗ 。
” 地域 ” ₀ ‚ ₦≥⅔₢⌂₰₿№↔制 又

„ ”免 ₀  ⁴大 ” ‚  ⁴制 ” 入₀ ‚
労働基 • 児║ 休 ‚  ⁴ ₀ 11 3 Ὸ

入 ⁴ ‗‗ 。

ש ת 主 員 主 員 ϴ 大 員” 制 ‚–い― 員 合会 交 会‚ῷい
主 員 • 主 ― 交 ₀ い 11 Ὸ ‚ ₀54 ‚   52

員’‘₀  ⁴ ”う 大 ‚  ―‾ い‖Ὼ⁴制 ‗ ― 制₀ 入 ⁴ 
員‚  ⁴ 制 ” ’ 入₀ ‗‗ 。
⁴。 ’ῷ 53 ” ₀52 ”74 ‗ ⁴ ‚  

― ₀  ⁴ ‗‗  主 主 ” ‚₮↔
⅍  ‾ ’制 ‗ 。

῏52ῐ 1/ ”

῏任 制║公募制” 入’‘ 07 ‴‖” ‚中 „  Ό Ὼ Ὼ 員” 動
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員” 動 向 ‚  ⁴具体 向 ‚向῾任 制” 入 公募制₀  ― い 任 制 員„全体
ῐ ”20 ‚ ‒ 前 /-1 増 。

ר 動” 化‗ 員
” 動 向 ”‼ 全 ῏52ῐ 10 ”

‚任 制” 入₀ ⁴。 ῏任 制║公募制” 入’‘ 員” 動
向 ‚  ⁴具体 ῐ

ש 員” „ ‗ 任₀ ר 07 ‚ ”‼ 10 „ ϴ
 ’い公募制₀原則‗  ’ 

⁴。
ש 07 ‚ ”‼ 10 „

’ 

῏53ῐ 1/ ”

῏外国人║女 ” 員 ” 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
‚  ⁴具体 ῐ ║ 1/ 3 ‚ ” 女共 参 ” ‗’⁴Ή 女共 参

外国人ר 員” ₀  ⁴ ῌ₀  。
‼ 外 ” 女共 参 ‚ῷい―„ 女 員 ” ₀  ⁴ 々’ ₀
や国 交 協 ‗”人 交  ―ῷ ‚Ή 会‚ῷい―女 員” 割合”
Ό ‚ え⁴ 件 備₀ 値 ῌΉ四半 ‚ ”女 員割合₀ 会‚報告ῌ”
う。 ‚ 員” 啓 ₀ ‒。

‴ Ή↨⌠↔ₓ№€╒₮↔⅍ῌ” ‚伴い ‚≥╒⃰╒₮№↨₀備
女ש 員 ” ₀  ⁴ え∕⅜₯∞ン⅍”‖Ὼ⁴女 員” ₀ ‒。
‼ 力 ’勤 ” 入  ‚ 員”子‘‾₀ ‚ 保 ₀  ⁴’‘ 女 員 ”勤
や 保 ” 備’‘勤 境” 備₀  ⁴ ‗‚ 女 員 Ό 05 ”7-6 Ὸ
境” 件₀ 善║ 備 ⁴。  1/ „0/-1 ‗’ ‚向  ―い⁴。

║保 ” ’ ”‼ ‚–い―„ 女共 参 委員会
‚  ’ 営₀ ‒―い⁴。
‴ ‚委 や保 ‗ 報交 ₀ う’‘ ’ 営‚ ‼

⁴‗‗‾‚ 境║ 備”充 ‾ ‒―い⁴。
 ‚ 入園 ₀作  vda∆╒₯ ‚   入園 会” 催
‖周 ₀ ⁴ ‗‚ ‚ 入人 Ό増加 ―い⁴。

῏53ῐ 10 ”

῏外国人║女 ” 員 ” ‚
 ⁴具体 ῐ
ר 07 ‚ ”‼ 10 „ ϴ 契 員制 ” ‚外国人” 任 員₀0/ 国 交 協 ‗

’  ”交 ‚⁴ ₀含›。  ⁴’‘ 制 ₀   外国人 員” ₀
 。

ש 女共 参 ‚向῾―” 動 ϴ 女共 参 ‚向῾―” 動 ₀ ‴え 女 員 ” ₀  
₀ ‴え 女 員 ” ₀  ⁴ ⁴‼‚ ” ₀  。
‼” ₀ ‚ ║ 入  ║女 員” 割合 • 員割合₀四半 ‚ 会
⁴。 ‚報告

║女 員” ‚ῷ῾⁴女 Ό い ‗₀ ‹ 女 員₀
‗ ― Ὸ准 ”−₰⅍₈№↨0 ₀全 Ὸ 11 1

║Ή 夏 子‘‾₦≤↕ῌ 10 10 20 Ή 冬
子‘‾₦≤↕ῌ 10 01 13 11 Ή 子‘‾
₦≤↕ῌ 11 12 ‗ ― 員”子供₀ ‚
保 ₀
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║子供Ό ‖保 園 え’い ‚ 児保 ₀利   員利
” ₀ う ₀

῏54ῐ 1/ ”

῏ 員 ” ║ ║人 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
交 ‚  ⁴具体 ῐ ║人 価制 ” 会₀   全 ‚人 価制 ” 入₀ ‒。‴

ר 営” 動 ║ 力   ”人 価制 ‚基—Ὼ 員” ‗処 ” ₀ ‒。
’ ‗個人‚  ―” ’ ║Ή ”   ‚–い― ‴‗‼ ῌ' 07 ( ₀ ‴え
動 付῾Ό ‗’⁴う や ” ‚   型”₤∩≥₈体 ₀含‼ 員” 
員” 力‗ ₀ ‚ 価 •−₰⅍”   ‚–い― 体制 会 ‖     ₀‴‗
  ” ₀ ‗処 ‚ ‼。
  ⁴。   ₀ ‴え― 10 ”人員 ₀  。

║  ῼ  ₁ 修‗ ―„ 人 ‚   Ή∞ン₿╒ 修ῌ
ש や ” ‚   員║ 員一体型” 修ΉEC║RC 修ῌ” €╒→₰”向 ₀ ⁴
型”₤∩≥₈体 ₀   ‼‚ 主催” 修 ₀  。

⁴。 員Ό 動 ’₤∩≥₈ ₀ ⁵⁴ ‗₀   人 基 ₀
  ₀ 員‚  ‗‗‾‚ ”一

ת ’ ║ ₀  ⁴ ₀ ‚  Ή個人 ₮╒⅍ῌ‚  ‹ ₮╒⅍₀  
人 ₀ 保  ” 化₀ ―人 ‚  ⁴ ‗‗ 。
⁴‼ ‗ ₀ 人 価‚ῷい― 各 員” 力や勤 ₀公 Ὸ– ‚ 価

 ‗‚ ‚ ‹合わ  ⁴‗‗‾‚ ”Ή 人”₤∩≥₈ ῌ ” ₀参 ‚
  ₀ 入 ⁴。  –– ₀   ₀ う’‘ 人 ” ₀ ‒。

₰→╒€װ ║企 ║
₀   ’ Ό ῏54ῐ 10 ”

’人 ₀  ⁴。 ῏ 員 ” ║ ║人 交 ‚
 ⁴具体 ῐ

ױ 員” ”向 ” ר 員 ” 力‗ ₀ ‚ 価 ϴ ϴ 前 ”人 価₀参 ‗ ― 10 01 ”勤勉 • 11 ”
化 ” Ὸ  ⁴‗‗‾‚ ” ₀ ‚ ‚   。‴ Ή 大 人 基 ῌ‖  ₤∩≥

‖”勤 や 大 ‗”人 交  ⁵ 員” 向‾ ” ₈←₰‚–い―全 員” 向 ₀ ‒。
” ‹₀  ⁴。 ‗処 ‚   ⁴。 11 ”人 動‚„ ₤∩≥₈←₰” 向 • ‚

⁵ 員” 向‾ ” 員” ” ₀ ‒。

ש 員”₤∩≥₈←₰₀ ‴え ϴ 1/ ‚   型₤∩≥₈←₰Ὸ’⁴Ή 大 ” 人
や ” ‚   型”₤∩≥ 基 ῌ₀基‚ ’人 ” ‗ ― 各₤∩≥₈←₰‚ 

₈体 ₀  ⁴。 ῾⁵⁴‴‖‚ ‚付῾―ῷῼῺ ’基 力‗” 力₀ ‚付῾⁴
‼” 修体 ₀  ⁴‗‗‾‚ ₪╒₰‚–い― ₪╒℮₉⅜
╒₿╒ •∕⅜╒₯∩╒” ₀ –  ⁴’‘ 型”₤∩≥₈体 ₀

 。
‴ 員”₤∩≥₈←₰₀ ‴え 1/ Ὸ 入 ―い⁴大
修 修 大 大 ₀  ⁴‗‗‾‚ ‚ 大

修 大 国 基 大 大 ₀  。

ת 07 ‚ ”‼ 10 „
’ 
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Ή ”   ‚–い― ‴‗‼ ῌ •各 Ὸ” ₀基‚
全 Ὸ” ║↑₈≥ン₧₀   人件 ” ₀ ‴
え人件 削 ” ‾ ‼― 10 ‚ῷ῾⁴人員 ₀  
人員 ₀ ‒。
人員 ” ‚あ‒―„ 全 Ὸ効 ‚Ὸ– ’人

員'人件 ( ’‘₀ い ‚ 員”人 ” 化₀ ‒。
‴ 員” 力₀ ‼⁴ ‗‚ 人 ” 効 ₀ ⁴‼ 1/
‚   型₤∩≥₈←₰Ὸ’⁴Ή 大 ” 人 基 ῌ

₀基‚ ’人 ” ‗ ― 各₤∩≥₈←₰‚  ῾⁵⁴‴
‖‚ ‚付῾―ῷῼῺ ’基 力‗” 力₀ ‚付῾⁴‼” 修
体 ₀  ⁴’‘ 型”₤∩≥₈体 ₀  。 ‚  ”一 ‗
 ― Ή大 修 修 大 大 ῌΉRC 修ῌ •Ή 外

修ῌ₀  ⁴‗‗‾‚ ‚Ή 大 修 大
国 基 大 大 ῌ₀  。

-`ש 員 ”各 ” „ ϴ 10 ‚ῷ῾⁴ 員”人員 ‚–い― 各 ‚  ― ‹。
‗ ―”Ή 基 ῌ並•‚ 中 ‚ 基 ‗ 付加 ῌ •Ή全 ῌ‚⁴
‗ ―”Ή 付加 ῌ •Ή全 人員 ₀   人員 ₀ ‒。
ῌ” ₀基 ‗ ― う。 ‴ Ή全 ῌ”人員 ‚あ‒―„ 人件 削 ” や

” ₀ う’‘ ’人員 ₀併 ― ‒。

a- 員” „ ”   ϴ Ὸ0/ ‚Ὸ῾― 全 ’ ”   • 善”
• 善₀ ‴え や ‚ 参 ‗ ⁴‼ 各 •各 ‗人員 ∞ンↄ╒‚⁴
 ― う。 交 ₀ ‒。

” ‚ Ὸ‚’‒ ₀ ‴え ║ ” ‚  
体制 会 ‚ῷい― ” ‚–い―  。

体制 会 ‚ῷい―„ 全 Ὸ 11 ‚ῷ῾⁴
員”人員 ‚–い―”基 ₀   ” ₀ ‚入⁵––
各 ” や ‚–い―↑₈≥ン₧₀   ⁵₀ ‴え ’
員 ₀ ‒。

ת 07 ‚ ”‼ 10 „
’ 

全װ ’人員 ” ” ϴ 依 ║ ₮₰Ω√” ‚入 委員会‚ῷい― 依
員‚–い―„各 ” ║ ” ║ ” ₀ い ’人員 ₀ ‒。

₀含‼― ₲ン₿╒ 営会 ‖  ‚全 依 ” ‗ ― ₀ え℅╒√ ↨⌠₯ₓ₦⅍制
⁵ ”効 ║ 力 利 ₀ ” ‾ い 全 ’ 器║ 備║ ” 化‚合わ  再 ‾
 ⁴。 ‒― 効 ’ 体制” 備₀ ‒。

中ױ ”人件 削 ₀ ‴え “ ϴ 人件 ” ₀ ‴え人件 削 ₀ ‴え “ 14/
”削 ₀ ⁴。 万 ”人件 削 ₀ ‒。

ₒₓₐ⅍
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₰₀基 ‗ ⁴ 合基 Ό⁴ ₀ 始 。
₮₰Ω√ ‗ ―再 ║ ₀  ∕⅔≈₈⌂₀作   ⁵‚則‒ ” ₀

 ⁴。 00 Ὸ 始 ⁴‗‗‾‚各 ” 作 ‚ 会い ₀ ‒。
║大 営 ₮₰Ω√”∕⅔≈₈⌂₀作  ⁴‗‗‾‚ ₮₰Ω√₀
い― ₀ い ” ₀ ‚報告 。
║DQO 会 ₮₰Ω√ ‗” 動 ₀ う 会 ₮₰Ω√” ₀
い 作 ”削 +₮₰Ω√ 互 ”℮╒₿利 ₀ ‗ + ”効

化‗ ₮₰Ω√”全体 化₀  。

῏56ῐ 10 ”

῏ ” ║ ”  ‚  
⁴具体 ῐ
ר ” 備Ό ϴ ϴ Ὸ0/ ‚Ὸ῾― ”   • 善”参 ‗ 

• 員 ”充 ║ 化‚–’Ό ⁴‼”各 •各 FK‗人員 WF∞ンↄ╒‚⁴ 交 ₀
‒―い⁴Ὸ  ⁴。 う‗‗‾‚ ₈ン₨╒⅍ 1/ 報告 Ή 大

‚伝えい ‗ῌ ” ₀    。 ‚ ⁵‚–い―„
Ή 11 ” 備 • ’ ” ”‼”人員 ῌ
‚ ⁴ ” ”参 ‗ 。

ש 1/ ‚ ”‼ 10 „
’ 
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῏ ”₈ₒ⅍₴╒₮ン₧ ‚ 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
 ⁴具体 ῐ ║₪₈ 外” ”外 委 ₀ ”‗ῷ ‒。

ר ”主 ₀ Ὸ ║ 品 体制₀     品 ₀ う体制║ ₀ 備” 各
€╒→₰    ₪₈ ‚ 任” 員₀  ⁴ ‗‗   ⁵₀外 委 化 ⁴ ‗‚ ₰

外” ”外 委 化₀ ≥√’ 営 ‖” ₀ ‒。
  ‼ 営 ”₰≥√化 ║各 ”₮₰Ω√化”う 会 ₮₰Ω√ • 員 動

₀ ⁴。 ₮₰Ω√” ‚ῷい― 均化 ⁵ ’ ‖あ⁴↨⌠₧
≤∙ン₧作 ₀ ‚委  ―  。 ” ‗‚ 一 ”

ש ” ₀委 ‖Ὼ⁴ 人 ” や ” • 外労働”削 ‚ Ό‒。‴
” ₀ 会 ‚働ῺῸ῾ ” 中‚ Ό危  ⁵―い 子 ”≥↨⌐╒₰‚‾ Ό
₪₈ 外” ” ’外 ‗’ ”₰≥√化Ό ⁵。
委 化₀ ⁴。 ║ 委 ”  ₀ ”‗ῷ ‒。

║ ” 契 品” 契 ‚ῷい― 契 ‖
あ‒‾”₀ 契 ‚変  ⁴’‘ 委 ₀   △2+111千
” 削 ₀ ‒。
║ 子 ₮₰Ω√”₮₰Ω√ ‚ῷい― い や⌐ン₿⌂’
‘  ―い⅞╒ⅎ 器” ” •⁵” ‚ 因  化
 ―い保 ₀   器”≥╒₰化 •保 ” 一₀ ⁴ ‚
‒―  ⁵‴‖” Ὸ ‖△21+///千 △ ” 削 ₀

 。

῏58ῐ 10 ”

῏ ”₈ₒ⅍₴╒₮ン₧ ‚  ⁴具
体 ῐ
ר ₪₈-`ש 外” ”外 委 ϴ ϴ 会 ‚ ” ”一 ₀委 ‖Ὼ⁴ 人” ₀働ῺῸ῾⁴ ‗
化₀ ‼ 営 ”₰≥√化₀   ‚–い― ₀ ῾Ό 制 ‖„困 ‖あ⁴‗   ” ₀
⁴。   ”制 和 ” ₀ ‴え ‼―  ⁴ ‗‗ 。

一 ₪₈ 外” ”外 委 化‚–い―„ 1/ ‴‖‚
 ―い外 委 ₀  ―  ⁴‗‗‾‚ ‚あ‒― 企
商品” ₀  ⁴ ‗‖ ‚ ”効 執 •

” ” 力化₀ ‗ ― 11 Ὸ”乗 券 ”外
委 ‚向῾ ₀ ‒。
‴ 営 ‚ ₈⌂ↄₐ⅍₀  ⁴↔ₓ⅔№₦₰║₈₮₰₿ン

⅍制 ₀   ₈⌂ↄₐ⅍WF‚ῷい― ' (₀   ∏╒√∆
╒₯” • 11 ” ‚  ⁴ 付₀ 始 。

a- 委 ”  ₀ い ϴ 委 ”  ₀ ”‗ῷ ‒。
効 や委 ” ₀ Ὼ Ὼ う。 ║保 ‚ 付 ⁴ 修 ” ‚–い― 前”Ή

便ῌ” ‚伴い ῸΉ 便ῌ‗  ‗‚ △0+6/
/千 ” 削 ₀ ‒。
║ 写 ” 契 ‚ῷい― 契 2 →3 • ” 化₀
⁴’‘”  ‚ ‖ △81+///千 ” 削 ₀ ‒。
║ 入力 ‚–い― Ό ₀  作 ₀ ‒
―い⁴Ό   ” ‖作 ₀ う Ό 効 Ό い‗
” ‚   11 Ὸ ” 員‖  ⁴ ‗‖ 備₀ ‼―ῷ
員‚„ Όい₀ – 員₀含‼⁴ ‗‖ 中‖あ⁴。

ₒₓₐ⅍

ₒₓₐ⅍
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業務運営の改善及び効率化に関する特記事項等

₀   08 Ὸ  ⁴ ‗‗ 。
║優 ’人 ” 保 • ” Ὸ 勤 員又„契 員Ὸ 勤 員

῏ 05 1/ ῐ  ‖Ὼ⁴ 制 ₀ 入  1/ Ὸ 制 ‚⁴ 員₀
ר 人化”∞≥№⅍₀   大 営” 化’‘₀    ⁴ ‗‗ 。
人 ” ‖” あ⁴ ║ ’ ₀   ⁴ ‗‚ 大 営”中 ₀ う人 ₀
○  ⁴ ‗ ₀ ‗ 大 修 修制 ₀ 入  1/ Ὸ  ⁴
║ 06 Ὸ   ” ‚ Ό ”  ‗‗ 。
‚  ― ‚ 執 ₀ う ‗₀ ‗ 。 ║ 俸制‚–い― 契 員 任 員 • 員‚ ⁴。

║ 08 ‚ῷい―„ 各 Ό  ⁴ ‚–い― 任‗ ₀ ‚  ― 10 Ὸ 入 ⁴ ‗‗ 。
‚ うえ‖ ”一 ₀   。 ║Ή ῌΉ大 営₈ⅎ∙⅔₰⅍⌐╒₿╒ῌΉ一 ῌ” 型₤∩≥₈
‴ ” ‚伴うₐン₲ンΩ₉↕‗ ― ←₰Ὸ’⁴ 大 人 基 ₀   ” ”基

‚   ⁴ ₀ ‾含‼ ”― ‚ 大 ⁴’‘ 型₀ 員  。 価制 ₀  ’Ό人 ₀ ⁴ ‗‗ 
” 大‚–’Ό⁴う‚ 。 ║人 価∕⅔≈₈⌂‚  。

║ 1/ ‚ῷい―„ 人 • ₀中 ‚大 ’
削 ₀ う‗‗‾‚ ₀  
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○ 大 基 ”創 ‚ ‒― 員”個人 価 ₀処 ‚   。‴ 員”個人 価”向
║ 08 ‚ῷい― 力Ό優 ‖あ’Ό ’ Ὸ ₀   ₀ ⁴‼ 各 ”個人 価 ₀  ‼―全 委員会‖あ⁴ 価委員会
 ⁴₀ ’い ”大 ₀  ⁴奨 ↔ₓ⅔№₦₰奨 ’‘‚ ‚報告 ⁴‗‗‾‚ 処 ” ” ₀ ‒。

Ὸ多ῼ”優 ’人 ₀ 出 ⁴ ‗₀ ‗  人‗個人Ὸ” ‚ ת 労働 制 ”  
⁴ ₀ う 大 基 ₀創  。' 1/ ↔ₓ⅔№₦₰奨 ( ║労働 ” ‚–い― 人 制 会 ‖ ₀ い 各 ‗
○ ” ” 大 ” 11 Ὸ 勤 員' 員₀ ῼ。(” 労働
║ 1/ ‚ῷい― ” ”一 ₀    ⁴‼‚ ῼ副 ₀ 34 ‚  。’ῷ 員 •契 員‚–い―„ 11

” 人員 ‚–い― 大 営 則₀   Ὸ ‚  ⁴ ‗‗ 。
” ‚ ῾⁴ ‗‗ ⁴’‘ ” ” 大₀ ‒。 װ 制 ”  



, 18 ,

広島大学

○ →₯≡ン” ║周 ║ ↨≤₭ 仮 ”創
║ 境変化‚   ” 大 像Ό ‗   0/ Ὸ04 ‚ ║ 地 ⌐₯℮ン⅍⅞ₒ₰║₩₰⅍⅞ₒ₰” 備 ’‘

 Ὼ 向₀ いΉ 大 ” →₯≡ンῌ₀   公  。 ║ • ”執 ‚ῷい― 各 ‚ ‗ 任₀付   ‖ 各
” 動 ”向 ₀ ⁴‼‚ ₧⌂╒↨₀‴‗‼⁴ ‗ ―

ת ║ 価” ‖ 中 ║中 ₀変  場合„ ” Ὸ⁵―い ₀   ₧⌂╒↨制₀   ₰≥√‖₮ン↨⌂’ 営
• ” ₀ ‒。
║ ”中 ║中 „ 員会‖” ” 全―” ║ ║ ”多 ’ ₀大 営‚ Ὸ ‼‚ ” ‹₀ ‒。
‚–い― ‗  ―い⁴ ‗Ὸ ‖„中 ║中 ”変 ר ₀„ ‼‗ ⁴ 会”∞ンↄ╒‗ 員‖  ⁴

” „’い‗ え⁴。 交 会₀ 催  ” ₀ ⁴‗‗‾‚ 大 営” ‚ ⁴
‚–い―” 交 ₀ ‴え 会 ‚  や大

װ 中 ” ‚向῾― Ό  ―い⁴ あ⁴い„  ⁴ῷ⁵Όあ⁴ 場 営‚  ⁴ ‗‗ 。
合‚„ ” • 外 因₀含› Ήש 大 ₈₦₮≡ン↨≤ン1//7ῌ‖   員” ₀ ‹  大

‖ת ῷ‗ 全―”中 ” ‚向῾― „  ―い’い。 営” ”‼‚ Ή ‗ 員‗” 交 会ῌ₀ 員║ 員║ ”各
‚ 催  員Ὸ  ⁵ ₀大 営‚   。○ や
則‚基—い Ὼ‚ Ό‒―  ⁵―い⁴Ὸ

共 ‚ ⁴ ║ ”各 会 ‖   „ 営‚  ⁴ „ 営協 会
営” 善 •効 化” ‚  ⁴ „ 会” ₀  員会” ₀ ⁴’
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 ―各 ” ‚ ῼ’‘  ’ Ό‖Ὼ⁴う  ‗共‚ 会 ║大 営‚ 大’ ₀ え⁴ ”あ⁴≥₰₦₀ 価 ―
体‾原則 ” 催‗ ⁴’‘ 営”効 化Ό ⁵。 ” ₀ い ‚基—Ὼ ₀   ” ₀ 善 ‗‗‾‚報告║

║ 1/ ‚ῷい―„ 前” 子 ‚ わ −╒₿⌂ 初”  ―ῷ 大 営 ” 善Ό ⁵―い⁴。
”充 各 報” ’‘‚⁴利便 ”向 ₀ ‒Ήい⁶„ῌ₀ ║ ‚–い―„ 大 則‚基—Ὼ 大 営”効 化”

入  ∕⅔≈₈⌂ ₀Ήい⁶„ῌ 又„  ⁴う周 ║ ₀ ‚  ⁴ ₀ い 大 ”営 ”  い • い 価”
い 報や ⅝ₒ⅞ₒ” ’⁴共 化₀ ‒。 ”‼‚  ⁵⁴ Ό  ⁵⁴’‘ 人 営” 善‚  ―い⁴。

║ 08 ‚ῷい―„ Ή ” 使 ”₣ₐⅎ≤ₐンῌΌ
װ 員₀ ‚充   動Ό わ⁵―い⁴Ὸ。  ⁵ ‗₀ ῾ ‚    全 ₀ ‚ 品” ”
○ 士║修士║博士║  ‗‚ 員”74 ₀充   ―い 出 ” ”‼” ” 出 ₀ 付῾ ” 員会‚出向い
⁴Ὸ 会 •₣ₐⅎ≤ₐン ↔₠⌠╒₈№↨ ₀   ₀ ‼ ‴
║ 05 Ὸ 1/ ” 員充 „ 士 Ό 05 00/ 0 大 ” ”≥₰₦₀ え⁴ ‗Ό‖Ὼ。
6 001 07 001 08 000 1/ 000 修士 博士 ║ 1/ ‚ῷい―„ ₀ ‚  ⁴ ‗‗ ― ₀
前 Ό 05 018 06 013 07 014 08 0   危 品” や⅞≤₰∞ン⅍ ” 体制” 備 ’‘
18 1/ 02/ 博士 博士 Ό 05 0/3 06 0/ ” ₀  。 ⁵” ‚–い―„ 報告₀ ‒―い⁴ほ
0 07 0/6 08 0/6 1/ 00/ Ὸ ₀ ῾ ‚   や ₀   ‖ 善‚向῾
05 0/0 06 83 07 76 08 0/2 1/ 0/ ”報告₀ ‼⁴’‘ 制₀ ‒―い⁴。
5 ” ‖あ ⁵⁵Ό 員”8/ ₀充   ―い⁴。

׳ 女共 参 ” ‚向῾ Ό わ⁵―い⁴Ὸ。
外ױ ” ₀ ‒―い⁴Ὸ。 ○ 女共 参 ‚  ⁴具体 ’ や ” 女共 参
○ 外 ” ”‼” ” ‖” 女共 参 ‚向῾
║国 協力‚ῷ῾⁴ ”一 ” 化₀ ⁴‼ 国 協力‚  ⁴ 人 ║ ⁵‴‖‚ 大 女共 参 07 0/ 女共 参 委

║ •国 協力” ” ₀  ―  ―い⁴国 協力 員会” 08 女 ↨⌠₯ₓ₦⅍ B@OWQ ₲ン₿
IAHB Ὸ人 ₀ 入⁵ 任 員‗ ― 外 ₀ 問 ╒” 08 員公募 ‚−₯Ω₉↕₈₦₮≡ン₀ 0

問‚委嘱  会₀ 催 ⁴’‘ 外 ” ₀ ‒―い⁴。 8 保 ” ₤∩ン←₰ 1/ ⅞≤₰∞
○ 営協 会” • 営” ン⅍ ” 06 ’‘₀ ‒―ῷ 1/ ‚ῷい―„
║ 05 ‚3回 06 ‚2回 07 ‚2回 08 ‚5回 Ή女 ↨⌠₯ₓ₦⅍ B@OWQ ₲ン₿╒ῌ₀   ‚
1/ ‚4回 催  • ║ ” ” ’ ‚–い ῷ῾⁴ 女共 参 ” ‗ ―Ή 女共 参 ῌ” ₀
― ₀ い ₀Wda₀ い― ‚公  。 ‒ほῸ  ⁵”委員会 ₀中 ‚ 女共 参 ‚向῾₮ン−₯ₒ√
║大 営” ‗ ―„ 外委員Ὸ ₀ ῾ ‚–い―  ⁴ ₲∙⅓╒” 催 ₀ ‒。
₀ ‼ ‚  ⁴ • ₀ い ” ‚–い― 営協 ○ 女 員” ║ ” ‚向῾
会‚報告 ⁴’‘ 大 営‚  ⁴ ‗Ό‖Ὼ。 ║女 員” ║ ” ‚向῾ ” ₀ ‒。

║ 07 Ὸ あῸ ‼ 外委員‗” 交 ” ₀ 保  ║ 女ר 員” 割合” 値 1/ 会 。
” ” ’ ‚–い― ’ 交 ₀ ‒。 四半 ‚ ” 割合₀ 会‚報告  ‚向῾

║ 営協 会 始前‚ 外委員” 会₀ 催  外委員‗” 交 会‾  ’ ₀  。
₀含₁委員 外” 員Ό参加‖Ὼ⁴う‚ ⁴’‘ 多 ’ ║ ₀ 営 ש 人件 ‚ 女 Ό ₀ 付Ὼ‖体 ‖Ὼ⁴制 ↨
‚ Ὸ ほῸ ║ え ₀  ⁴場‗ ―‾  ⁴ ‗Ό‖Ὼ。 ⌠↔ₓ№€╒₮↔⅍ ₀ 入  1/ 0/ Ὸ •
║ 営協 会” 外委員₀ 価 ‗  ” ║ や ” ‚– 圏 ₀
い― ║ 価 • ”↑₈≥ン₧‚ 価  ” ║ ○ ‗ 児 ”両 ₀   女 員Ό ‖Ὼ⁴ 境—ῼ‚向῾
” ’⁴伸 ” 善‚ Ὸ Ή ” 価ῌ₀  。‴ 営

協 会 外委員‗” 交 会‚ῷい― 全 ” ║ 価 • 外委 ‗ 児 ”両 ”‼ 保 ” ’ ‚  ⁴ ₀
員‚⁴ 価 ₀Ή 大 ║ 価報告 ῌ‗ ―  ‼―   ”‗ῷ ‒。
Ή 価ῌ₀Ω╒∕‗ ― 交 ₀ う’‘ ’⁴↔₉╒ⅎↄ№₦₀ ║ 大 ‡‴わ保 園” 営‚–い― 委 ‗ ‚ 交  ⁴‗
‒。 ‗‾‚ ‚–い―„ 女共 参 委員会‚ ⁴ ’ 営‚

‼―い⁴。
ײ ”充 Ό ⁵―い⁴Ὸ。 ║ 1/ Ὸ 18 ‴‖” „ Ή 夏 子‘‾₦≤↕ῌ‗ 
○ ” ” 保 体制” 備 ― 10 12 ‴‖” „ Ή 子‘‾₦≤↕ῌ‗ 
║ 体制₀  ⁴‼ ₀   併 ― 則₀ ‼。 ― 員”子供₀ ‚ 保 ” ₀ ‒。

„ ” ₀ 保 ⁴‼ ” ‗ 。
○ ” • 会 ” • ” 営 ״ ” Ὸ– 動 ’ 制║   Ό わ⁵―い⁴Ὸ。
” ○ ” 化‚向῾ ” 会Ό ῾⁵―い⁴Ὸ
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║企 会 ” ‚大 • ” ₀ う WF 。
₀   Ή 大 ‚ῷ῾⁴ 体制‚–い―ῌ₀   会 ║人 価₮₰Ω√” ‚向῾₰₨₯≈╒⌂
• 員会‚ῷい― ₀ ―  ⁵‚  ―  ―いῼ ‗‗ 。 07 ‚ῷい―„ 員”個人 価”基 ₀作  ⁴‗‗‾‚

║ 08 ‚ῷい―„ ” ‚ ‚  Ή WFῌ‚ῷ ₀  全 ‚   一 ” ‚ῷい― ₀  。
い―  ῼ ‚  ⁵Ή WFῌ‗   Ή 大 ₈₦₮≡ 08 ‚ῷい―„   08 10 ” ”中‖”人 価
ン↨≤ン1//6ῌ •Ή 大 ‚ῷ῾⁴ 体制‚–い―ῌ₀ ‴え ₰₨₯≈╒⌂‚ ‒― 員”個人 価” 価₀全 ‚  ⁴‗‗‾‚

” ‚ ⁴ ₀ 始 。 一 ” ‖ 価” ₀   ₀ ‚  。
1/ ‚ῷい―„ 08 10 ” ”中‖”人 価₰₨₯≈

ᴀ 人全体‗ ―” 動 ”‼” Ό わ⁵―い⁴Ὸ。 ╒⌂‚ ‒― 08 ” 員”個人 価” ” ║ ₀ い ”
○ 人全体‗ ―” ’ 動 ”‼” ‚基—Ὼ 1/ ” 員”個人 価” ₀    。併 ―
║大型 ↨⌠₯ₓ₦⅍‚ ⁴ ₀ ‚処  ⁴‼‚ ↨⌠₯ₓ₦ 10 ” 員”個人 価” ₀‾   各 ‖ 員”個人 価
⅍ ₧⌂╒↨₀   ” ‚‴Ό⁴う’大型 ↨⌠₯ₓ₦⅍ ” 価 価基 •処 ” ₀  。
”包 ’ ₀ ‒。 ║ 員”
║ 動”一 ” 化‗ あ⁴ 動” • 会”OQ₀ 07 ‚ῷい―„ 依 ║ ₮₰Ω√₀中 ‚   全 ’人
‗ ↨⌠₯ₓ₦⅍ ₲ン₿╒制 ₀   ‚ ₀  。 員一 ”具体 ’ ₀  。
║ 08 ‚ῷい―„ 女 ₀  ⁴↨⌠₯ₓ₦⅍₀  ⁴‼Ή女 08 ‚ῷい―„ 依 ₮₰Ω√”一 ₀ う‗‗‾‚ 1/

↨⌠₯ₓ₦⅍ ₲ン₿╒ῌ₀Ή 大 女共 参 委員会ῌ Ὸ” ‚向῾ 員”個 ₀  ⁴’‘ ₮₰Ω√
” ” ‗ 。 ” ₀ ‒。
║ ”₧⌠╒ↄ⌂BND”‼” い−Ωン₮∩⌂₀  ⁴ ” 1/ ‚ῷい―„ ₲ン₿╒₀ 型 体制Ὸ ” ₀

• や 員”制 ₀ ‚  ⁴’‘ ‗ ― え 主体” ‚再   ‴ 依 ║ ₮₰Ω√‚基—Ὼ 1/
• ” ‚  ₁。 ‚–い― ₀ い 人 ” 効Ὸ–効 ’ Ό ‖Ὼ ‗Ὸ

○ 全国共 利 ‚ ’ 体制 備や ” ₀前倒  ― 10 Ὸ  ⁴ ‗‗ 。
║全国共 利 ” 化”‼ 人員” 全国共 利 ‚ ’ ‴ ₲ン₿╒” 大” ‖あ⁴各 員”保  ⁴ ₀ ║

” ’ ” ” ’ ’‘₀  ⁴ ‗₀ ‗ Ή人 ₮₰Ω√ῌ‚–い― 一 ₀ い
‒。‴ 合 ₲∙⅓╒ ” 催‚  ⁴ ‚–い―‾  。 10 Ὸ ₀ ‒。

║₲ン₿╒ ” 営‚ῷい―‾ ₧⌂╒↨Ό₲ン₿╒” 営₀
‚   ₲ン₿╒ ‚–い―„ 会”∞ンↄ╒‗ ― —῾ ῏ 10 ῐ

⁴’‘ ”体制₀ 備 ―い⁴。 ר ’ 人 営体制” ‗効 Ό ⁵―い⁴Ὸ。
○ 企 ” 動 具体

ᴁ 前” ” 価 ‚–い― 営‚  ―い⁴Ὸ。 ║ 催 ⁴ ‗₀基 ‗  員会 • 員 ” ”‼” 員 合
○ 価 ” 人 ‖”共 や ”‼” 会 ₀ 例 催‗  会 ‚加え 企
║ 価 ‚–い―„ 員 合会‚ῷい― 員 ‖”共 ₀ ⁴‗‗‾‚ ” や ‚ῷ῾⁴ ” • ” 化₀ ‒。

会 • 価委員会‚ῷい―報告  Ὸ– 会” ‗ ― ‴ 会 ₀ ‼ 副 ‖ ”各 報 ”共 ₀ い
‚Wda∆╒₯‖公  ⁴ ‗‚ 価 ”共 •⁵₀ ῾ 善 ” ’ •企 ║ ₀ う副 合会₀ ῾。

” ₀  ―い⁴。 ║ 員 合会„3/回 会 „10回 催 ⁴’‘ 員 ” 報
○ 具体 ‚  ⁴ 共 • 交 ’‘₀ い 企 ‗ ―” ₀  。

06 価 ‚ῷい― ‗ ―  ⁵ ‚ ”‗ῷ   ║ ⁵”企 ‚⁴ ‗ ―”主’ や ‗ ―„ ”‾
善 。 ”Όあ⁴。

║ 営協 会” 化” ר 員 員₀ ῼ。 ‚  ⁴ 制” 入
07 ‚ῷい―„ 外委員‗” 交 ” ₀ 保  ║ ” ש 11 ” 員”人員 ”基

” ‚  ― 交 ₀ う‗‗‾‚ 回” • ₀ 前‚ ת ”両₤∩ン←₰ 備₧≤ンⅎ℮₭ₐン”  
外委員‚  ⁴ ‗‚ ”会 Ό 化 。 װ ” 借”

08 ‚ῷい―„ 営協 会 外委員‗” 交 会₀ 員║ ” ױ ₤∩ン←₰”€ₐン₣ₐⅎ≤ₐン”
公 や外 ” ‗いう Ὸ前 ‴‖” 回Ὸ 回‚増や ⅍↔₴⌠₦ₐ⧵ײ ‗包 ≤ₐ₲ン₰契 ” ’‘
 。 ○ や 則‚基—い Ὼ‚ Ό‒―  ⁵―い⁴Ὸ

1/ ‚ῷい―„ 営協 会 外委員‚⁴ 会 • 営協 会 外委 ║ ”各 会 ‖   „ 営‚  ⁴ „ 営協 会
員‗” 交 会‚加え 営協 会” 外委員₀ 価 ‗  ” ║ ‚  ⁴ „ 会” ₀  員会” ₀ ⁴’
や ” ” ║ 価 • ”↑₈≥ン₧‚ 価  ‘ ‚  ― ‚ ⁵ Ό  ―い⁴。’ῷ  ⁵”会

” ║ ” ’⁴伸 ” 善‚ Ὸ Ή ” 価ῌ₀   ” 催 „ 員会13回 営協 会4回 会00回‗’‒―い⁴。
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ש 人‗ ―” 合 ’ Ὸ ║効 ’ Ό わ⁵―い⁴Ὸ。 ת
○ 人” 営 ‚基—ῼ ║人員 や” ” ” ║ ”

║ ║大型
ר ║地域 ’‘
║ ‚ ‒― ” ‖ ₀ う‗‗‾‚ ‚– װ
い―„ ” 保” Ὸ ‚ 子 Ήい⁶„ῌ‖公  ― ║ ‚ῷ῾⁴ 境” 善 備
い⁴。   ‚–い―„ 執 • 効 ‚  報告₀ ‼ 員 ║ ” 境 備
• Ό 価₀ い ⁵₀ 報告 ‗ ―  ‼ ‚Ήい⁶„ῌ ║全 一 基 ” 備 ’‘
‖公  。’ῷ 価 ’‘„ ” ‚‾  ―い⁴。
‴ 11 ‚向῾― ₀一   ” ‚–い―„ ת 営”効 化₀ ‒―い⁴Ὸ。

一 ‚ ‖” 夫‚  ⁴ ‗‗’⁴Ό ”うえ‖’ῷ困 Ό ○ ”再 ║合 化 営”合 化‚向῾
 ⁴場合‚„    Ό ” ₀ いうえ‖ ║ ” ○ר ‚ ”‗ῷ

‚  ― ₀  ⁴ ‗‗  ”≥╒⃰╒₮№↨₀ Ὸ 全 ║ 動 ○ 各 会 ║全 委員会 ”   営₮₰Ω√”₰≥√化║効 化
’ 体制₀ え。 営”効 化‚向῾

ש 人員 ║会 ”原則 ” 催’‘₀   営”効 化Ό ⁵。
║ 中 ‚ῷ῾⁴ 員”人員 ‚–い― 全 ‚ ‒ ║ 前” 子 ₀   −╒₿⌂ 初” ”充 各
Ὸ–効 ’人件 ₀ う‗‗‾‚ ’ ₀ う‼ Ή 報” ’‘‚⁴利便 ”向 ₀ ‒Ήい⁶„ῌ₀ 入  ∕⅔≈₈
11 ” 員”人員 ”基 ῌ 10 0/ 員会 ₀   ⌂ ₀Ήい⁶„ῌ 又„  ⁴う周 ║ ₀ い 報や ⅝
各 ‚ῷ῾⁴人件 ₀員 Ὸ  ‗” 均人件 ‚基— ₒ⅞ₒ” ’⁴共 化₀ ‒。
い−ₐン⅍制   ₀ ‒。 ” ‚基—Ὼ 員 合会‚ῷい― ║ „一 ₀含₁ 制‚  ⁵ ” ₀  
11 ‚ῷ῾⁴ 員”人員 ‚–い― 全 Ὸ” ₀ い Ή 基 ⁴乗 券 ” 出₀‾‒― ” ₀ ”うえ  ―い⁴Ό ”

ῌΉ全 ῌ” ‚⁴人員 ₀  。 ” „−ₐ 力化║効 化 出 外” ‚⁴出 ” ‚⁴ 制体制”
ン⅍‖ わ⁵  ⁵−ₐン⅍” ‖ ‚ῷい― ’ ₀ ‗  •出 ”利便 向 ” Ὸ IQや ”乗 券 ” ║ ℗
。 ╒⌂” 入‚–い―   ” ₀ い 11 Ὸ 入 ⁴ 
ת ‗‗ 。
║ ” 営„ 原則‗ ―各 Ό   ” ‗ 任” ‖執  ⁴ ‗
‗ ―い⁴。各 ”≥╒⃰╒₮№↨” 付῾‗ ―  ⁴ ‚ῷ῾⁴ װ 員₀ ‚充   動Ό わ⁵―い⁴Ὸ。

‚ 動 ‚  ⁴‼ ”一 ₀ 各 ” ‖ ║ 10 ” 員充 „ 士 Ό000 修士 博士前 Ό021
║ 執 ₀ う ‗ ―  。 博士 Ό0/8 0/5$‖あ ⁵⁵Ό 員”8/
‴ 11 ‚向῾― ₀一   ” „ Ό ₀充   ―い⁴。 „ ” 参
‚  ― ₀  ⁴ ‗‗  „ ” ‖  ⁴ ”

‚ ‚  ⁴ ‗‗  ” ₀ ‚  ⁴‼” 外ױ ” ₀ ‒―い⁴Ὸ。
体制₀ え。 ║国 化 BLB Bnlo`bs Lncdk Bntmbik ‚ῷい― Ό国‖  ⁵
װ ” ∟℮⌂‗ ―初‼―国 ∟℮⌂‚  ⁵⅍≤ン₯₰₿∟℮⌂ΉGiRHL,KCL
║ 員” 動‚ ‚ ’基 ₀ 保 ⁴‗‗‾‚ 中 NRῌ₀  GiRHL ₲ン₿╒‚ 半 体 企 ” ₀ 任 ‗ ―

‚向῾ 10 ‚  Ὼ ’ ” ₀ ‒。   ’⁴⅍≤ン₯₰₿∟℮⌂” ₀ ‒。
” ‚ ‒―„ 四半 ‚  ―い⁴ 報告‚⁴ ₀
 ― 入 出 ₀ ‚ ”うえ ‚ῷい― ₀ 出 。 ○ 営協 会” • 営”

○ ” ‚⁴ ” ║ 10 ‚ῷい―„ 回 営協 会₀ 催  外 Ὸ” ₀ 
ר 入⁵。‴ 外 ” ‗いう Ὸ 営協 会 了 ‚  ―
║⅞ₐ↨⌠₰∆₦℗ ↨⌠₧≤√ い⁴ 営協 会 外委員‗” 交 会₀ ”Ω╒∕‚   大 営
║ ‚   ’ ₀ 。
║ 千 地 合 修 ║ 員 備 ’‘ 12 催Ω╒∕ 大ר ” 化‚–い― ש 営協 会”あ ‚–い―
ש 人員 14 催Ω╒∕ ר 報”充 ‚–い― ש 会 ” ‚–い― 大
║ 境≥╒⃰╒ ‗ ―” 体制充 ”‼” 国 協力 ” ₀  ―

00 15 催Ω╒∕ ר 大 Ό  人Ὼ 像‚–い― ₀
║共 利 ║共 ‗ ―” 体制充 ”‼” 原  ―

10 催Ω╒∕ ר ” 価‚–い―
║女 員 ’‘ 07 催Ω╒∕ ר 価‚–い―
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Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
(2) 財務内容の改善
① 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する
目標
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”  出Όあ ”∞≥№⅍ 充’‘ ”‼” 動
Ό ‚ Ό‒。‴ 大 基 ₀含› 全体‖„ 1+202件 0+
815 万 1/ 0+786件 0+46/ 万 ” 入 Όあ 前 ‗
 ―大 ‚増加 。

ש 08 ‚ ”‼ 10 „
’ 

῏60ῐ 1/ ”

῏ 入₀伴う ” ‚    ⁵‴‖” ‚中 ₀ 回‒―  ―い⁴。  ― ”
⁴具体 ῐ ₀  ⁴ ‗‚ 効₀ ‼。
ר ₀  ⁴。 ║₦≥⅔₢⌂←₰ 委員会₀中 ‚₦≥⅔₢⌂←₰”増加₀   ’

⁴増加‗ ₀  ⁴‗‗‾‚ COB” ₀ い ” ‗
ש 報 ” ‚ ‼ ₀ ‒。‴ Ό₁ • 卒中”地域 ←₰”作 ‚  。
⁴。 ║ 1/ Ὸ ₮₰Ω√” 働₀ 始 。

║ ” ” ‚ 各 ” ‗ 互 ” ₀ ‼
ת 報₮₰Ω√‚Ή ῌ 原則‗ ―Ή全 共 ῌ •午前 ║午 入 ”周 ║ ₀

場 Ή供 ῌ ROC₲   い 働 ₀  。
ン₿╒ Ή 入ῌ ”℮ ║外 委  ―い ₀ 員化  外‖ ” 報 修
╒₿₀ ‚   会 ”参加‚ ₀向    ⁵ ” •⌐₲↨⅍
品║ ” ₀ ⁴。 ” 向 ₀ ‒。‴ 報 ” ‗報告₀   報

” ‚ ‼⁴‗‗‾‚ ₡ン≤ₐン⌐₲↨⅍ ₮₰Ω√₀ 入
  併 ― 子⌐₲↨⅍℅ₔ№₦₮₰Ω√‚⁴⌐₲↨⅍” 向 ₀ ⁴’
‘ ⌐₲↨⅍ ”効 化‗ 向 ₀  。 ⁵” ‚
 05 ” 報 ” ₀  ⁴ ‗Ό‖Ὼ。
║ ₮₰Ω√ 働‚伴い 営CWG₀   品║ ‚  ⁴ 営

℮╒₿” ₀  ⁴‗‗‾‚ ₀ 始  ⁵ ₀
 品║ ₀ 制 ⁴’‘ ₮₰Ω√‗ 会 ₮₰Ω√

” 動‚⁴ ” ₀ ‒。
῏ O30(参 ῐ

῏60ῐ 10 ”

῏ 入₀伴う ” ‚  ⁴具体
ῐ

-`ר 07 ‚ ‹”‼ 10 ϵ
„ ’ 

a-₦≥⅔₢⌂←₰” 例₀増加   ϴ ₦≥⅔₢⌂←₰ 委員会₀中 ‚₦≥⅔₢⌂←₰”増加₀ 
⁴。 Ὸ07 増加 ‹ ₦≥⅔₢⌂←₰020     ’⁴増加

‗ ₀  ⁴‗‗‾‚ COB” ₀ い ” ‗ ₀
 ―  。‴ 乳Ό₁”地域 ←₰₀作   ” ‗
₀ 始 。

b- ₀ 化 ⁴。 ϴ ₮₰Ω√₀  ― ₀ う‗‗‾‚
” ” ‚ 各 ” ‗ 互 ” ₀ ‼ 原則‗ ―Ή全

共 ῌ •午前 ║午 入 ”周 ║ ₀   い 働
83-1$ ₀  。

ש 報 „ ϴ 報 ₀ 05 ” ‖  ⁴‼‚ ” ₀  
” ₀  ⁴。  10 ” „/-27 ‗’ 05 ” ₀大 ‚

回 入 保‚大Ὼῼ  。
║ 員₀ ‚ 修や勉 会₀ 催 ⁴‗‗‾‚ 労 保 修
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会 07 報 修会 14 ∕⅜
₯∞ン⅍ 会 会 報 修会 00 1/
•労 修会 14 ‚参加  ₀ ‼。
║ „ 子⌐₲↨⅍℅ₔ№₦₮₰Ω√₀  ―い⁴Ό ₮₰Ω√” ”

 ₀ い ⌐₲↨⅍” 向 ₀ ‒。
║ „⌐₲↨⅍ ₀外 委  ―い⁴Ό ⌐₲↨⅍ ‚–い―

₀ い ” ₀   員” 力向 ₀ ‒。
’ῷ 08 01 17 付῾”厚 労働 Ή ‗ ‗

員 ‗” ‖” 割 ” ‚–い―ῌ₀ ῾ ║ Ό ‒―
Ὼ ₀₦≤╒₦ ‚一   ₦≤╒₦” 大₀ ‒。

ת 会 ₮₰Ω√₀  ― ϴ 営℮╒₿ₒₔ₈⅞ₒ₰ CWG C`s` W`qd Gntrd ₀   ⁵
₀  ⁴。 ₀  品║ ₀ 制 ―い⁴。 ’⁴ 向 ‚向῾

₮₰Ω√”仮⌐₲↨⅍処 • ⌐₲↨⅍処 ” 回 営 ₀
出力  ℅ₓ№₦” 化₀ い品 ”増加₀ ⁴‗‗‾‚ 子₢⌂Ω₮
₰Ω√ ₮₰Ω√ ₮₰Ω√ ”℮╒₿ ” ₀ い
”使 ║ 入⌂╒⌂₀   善₀ ‒。併 ― 営CWG” ’⁴
‚–い― ‚ ₀ ‒。‴ 品║ ‚–い― 卸 •∞╒
₢╒‚  値 Ὼ交 ₀ ‚  ― 入価 ” Ὼ  ₀ ‒―い⁴。

品” ” 入 BS 剤„ 剤Ό84
₀占‼ 千万 ” ₀ ‒。‴ 品” 変 ‚
 千万 ” ₀ ‒。

ₒₓₐ⅍

ₒₓₐ⅍
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Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
(2) 財務内容の改善
② 経費の抑制に関する目標

中 ”₪₰⅍”削 ₀   ⁵₀  ⁴‼‚合 ║効 ’ ₀ い 固 ’ ” 制‚ ‼⁴。
期
目
標

中 10 ”
中 中

῏61ῐ 1/ ”
῏ ” 制‚  ⁴具 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
体 ῐ ‚–い― ”う’ ‗ ” 化₀ ‒。
ר 副 ” ‖企 ║ ║ 写 ”  '△25 万 . (

価 • 善” ₀ ‚あ ₀ 化 ⁴ ‗‖ ”  ₀  契 価
– ₀   Ή ” ‗ ” 化₀ ‒。

ῌ₀中 ‚全 ’ ║公 '△ (
公 ” ₀削  ⁴‗‗‾‚ ⅞ₐ↕≥№ⅎ ₀ 入  ≤ン⅔ン₧₪

営₀  ⁴ 員 ₰⅍”削 ₀ ‒。
”人件 ”効 執 ‚ ║ 員” '△06 万 (
 ⁴企 ║ ₀ う‗‗‾ 大 ’ ‚–い― 員₀  ⁴ ‗‖ 勤 員”人件 ”
‚ 全 ‚ ” 削 ₀ ⁴‗‗‾‚ 勤 員” ” 化‚人 ” 効
制 • ” 化₀ ₀ ‒。
⁴。 ║ 契 ”

‚ ‚–い― 契 ₀  ⁴ ‗‖
ש 各々” ‚ ”削 ₀ ‒。
値₀   ” ”‼‚ ║各 ‚ῷ῾⁴ ” 力‚  ― 08 ‚ ”
ₐン₲ンΩ₉↕Ό働ῼ ₮₰ ₐン₲ンΩ₉↕‗ ― ” ₀  。
Ω√₀   制₀ ⁴。 ║ₔ⅜⌂₥╒‚–い―„ Ήₔ⅜⌂₥╒ ῌ‚基—Ὼ ₔ⅜₤∩ン∆

╒ン’‘”啓 動‗ ₔ⅜型 器” ‚ 制‚ ‼。

῏61ῐ 10 ”
῏ ” 制‚  ⁴具体 ῐ
全ר ’ ϴ ϴ 全 ’ ‚–い―   ₀   契 や ”

営₀  ⁴ 員 化 ‚ ” ₀ 保 –– ₀ ⁴‗‗‾‚
”人件 ”効 執 存 ” ₀  。 10 ‚ῷ῾⁴ „ ”‗ῷ‖あ⁴。

  ₀  ⁴‗‗‾‚ 全 ║ 供 契 ”  '△78 万 . (
一 契 • ”外 委 ” 契 ‖一 入 ₀  ⁴ ‗‚ 契 価 ” ‗

” ₀   ’⁴ 制 ” ₀ ‒。'△ (
削 • ” 化‚ ‼⁴。 ║ 写 契 ”  '△81 万 . (

前 ‚ Ὼ Ὼ ₀ 化 ⁴ ‗‖ ”  ₀  契 価
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” ‗ ” ₀ ‒。
║ 品 体制” ” ₀ 保 –– ₀ ⁴‼ Ή 品 ₲
ン₿╒ῌ” ₀含‼ ₮₰Ω√”体制  ‚向῾ ₀ ‒。
'削 △1/ 万 (

-`ש ” 値 前 削 ϴ ” ₀一 因 ⁴‼ 1/ 値₀基 ‗ ⁴
” ‚向῾ ₐン₲ンΩ₉↕Ό働 ₀作   „ ”ₐン₲ンΩ₉↕‗’⁴₮₰Ω√₀  。
ῼ ₮₰Ω√₀  ⁴。

a-ₔ⅜⌂₥╒‚–い―„ ₔ⅜”啓 ϴ ₔ⅜”  ‹‗ ― 各 ”ₔ⅜⌂₥╒ ₀作   境
動║ ₔ⅜ 器” 入₀   会 ║ 子 ‖   ₔ⅜” 啓 ₀ ‒。

制‚ ‼⁴。 修 ‚ῷい― Ge║KDC 器具 効 変 器 ₔ⅜型
” ₔ⅜ 器₀ 入 。
 ⁵”  ‹‚ 前 1-40 削  ⁴ ‗Ό‖Ὼ。

ₒₓₐ⅍

ₒₓₐ⅍
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ₒₓₐ⅍

ₒₓₐ⅍
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” 善‚  ⁴

○Ή 借制 ῌ” ‗ 制 ₀   ” 備
῏ 05 1/ ῐ ‖„ 大 全体”₰₨╒⌂∞≥№⅍₀ Ὸ ―保  ⁴ ” 効 ₀
ר 人化”∞≥№⅍₀   大 営” 化’‘₀   ⁴ ‗‚ 借入₀   ” 営 ” ‖ ₀ 保 ⁴ ‗ 
人 ” ‖” あ⁴ ― 1/ ‚Ή 借制 ῌ₀  。 ”制 ₀ ‚  ⁴

‼”前 ‗ ― 全 ’ 入 出 ” ‴ 各 ” 執
○ ║ ”動向” Ό ‗’⁴‼ ’ や 執 ₀

人化 ”厳 い ₀   営‚  ⁴基 原則‖あ⁴Ή人 ║  。
║ ”全 営ῌ῍国 大 人 大 ῎ ‚ ‒―  ⁵‚ 1/ ‚ ” 営₀   多 ” ₀ ‗
‚ῷ῾⁴ ⌂╒⌂₀   全 ’ ₀ ‼うえ‖  ⁴ 備”‼” ₀ 出 。

₀ ‒―Ὼ。
‗ ―„ 基 •基 ” 保 全 ║ 動 ‚使 ○ ‚向῾

‖Ὼ⁴ ’‘Ή ῌ”増 保 外 入‚ῸῸ⁴ₐ ║全 ’ ‚–い― ₀ ‚   刊
ン₲ンΩ₉↕ 並•‚ ₀中 ‗  営 ”削 ₀ ‚ 写 借 ” ₀ ‒。 ‚ 08 ‚ῷい―„ ₀中

 ―Ὼ。 ‚ ” ‹₀一  ⁴‼” ₀   ”周 ₀ ⁴‗
各 ‚ῷ῾⁴  Ὼ ‹„ ”‗ῷ‖あ⁴。 ‗‾‚ 1/ ‚ῷい― 員” ’ 力₀前 ‗ 
῏ 05 ῐ ”大 ’削 ‚⁴ ” 制₀ ‒。
║ 一 中 全体₀ え ’ ‖”基 ’ ⌂╒⌂” ║ ∕⅜₯∞ン⅍‚ῷい―„ 削 ‗ ―Ήₔ⅜⌂₥╒ ῌ₀
。 作    ⁵‚基—ῼ ₔ⅜ 動₀全 ‚   ₔ⅜⌂₥╒ 削 ‚

῏ 06 ῐ  ―Ὼ。‴ ‚–い―„ 各 ” 力₀ ‚  
║各 ” ₀   ”基 ‗’⁴ ‚制  ⁵⁴ ‗’ῼ各 ‖  ⁴₮₰Ω√₀   ” 因‗ 。
主体 ‚ ₀  ⁴ ‗”‖Ὼ⁴ ₀ 。 ║ ‚ῷい―„ 各 ℮╒₿₀基‚ 入増‗ ₀  ⁴‼ 人 ║
║ ‚ ⁴ 入 ”01-4 ₀ ‗ ― 加 ║ ” 効 ₀企  ⁴‗‗‾‚ 営‚ ⁴ ℮╒

‚ 外 ”ₐン₲ンΩ₉↕ 体制₀ 。 ₿₀ 報告 ⁴ ‗‚ 員” ₀  „大 ’
῏ 07 ῐ 伸•₀   ῾ ‾↨≤₰₀保‒―Ὼ。
║ 人 営 ” ₀ 前 △4  ⁴‗‗‾‚ 各 Ό全

‖ ₀   ”≥╒⃰╒₮№↨” Ή ῌ‗Ή 中ῌ‚⁴ ○ ‚  ⁴
体制₀ 。 ║ ‚向῾― 員会” ‚Ή 会ῌ₀   ”

῏ 08 ῐ ₮╒₱ や ”↕≤№₮≈₈№↨’‘₀ ‒。 08 ‚„
║ 備 備∕₰₿╒↨≤ン‚基—ῼ ’ 備” ║ ₀  ⁴  員₀   ” ‚⁴ ₀
‼ 全 ” 備 備 ₀増 保。  。
║外 ”ₐン₲ンΩ₉↕ ₀   ‚ ⁴ 入 ║ ” ║₲ン₿╒‚‴Ό⁴大型 ↨⌠₯ₓ₦⅍‚ ⁴ ₀

”01-4 Ὸ4/  大 ⁴ ‗‚⁴ ”増 。ₐン₲ンΩ₉ ‚処  ⁴‼ ‚ ↨⌠₯ₓ₦⅍ ₧⌂╒↨₀ Ὼ 共 体
↕Ό働ῼ ‹₀ 。 制 ‖” 営 外 ₀含‼ ₀ い 外 ‚向῾
῏ 1/ ῐ ’ 体制₀ 備 。
║中 ‗Ή 大 ₈₦₮≡ン↨≤ンῌ” ’ ₀   ‚ ║ ‚ῷい―„ ”増大‗ 化‚   ‴人 ₀企
„   ’Ὸ‒ や ’‘” 動 執 ₀ ‗ ⁴‼ ’  中  ⁴‼ 08 ‚„ 存 ”  ‗∕⅔≈₈
人 ”大 ’削 前 △04 ‚加え ”大 ’ ⌂化₀ ‼ ‖ ║ ₀ 員‚⁴    会 ₲ン

削 前 △3-4 ‚ ₀倍増 5億 。 ₿╒₀  。‴ 1/ ‚„ 制 ” 化₀ ⁴‼ 品
║ 備 備∕₰₿╒↨≤ン‚基—ῼ 備 備 基 ₀   ‚公 ║ 体制₀   体制║ ₀ 備” ‖ 各 ‚ 任” 員₀   品
周  ⁴ ‗‚ Ὸ–効 ’ 備 備体制₀ 。 ‚  。
║外 ”ₐン₲ンΩ₉↕ ₀   ‗’⁴外 ” ₀
 ⁴ ‗‚ 全―”外 入 ‚  ―ₐン₲ンΩ₉↕₀付 ○人 人件 ‚  ⁴
。 ║ ‚大Ὼ’ ₀ え⁴人件 ‚–い―„ 06 Ὸ” 人

件 ” ₀ ‴え 10 ‴‖‚ “ ”人件 削 ₀ ⁴ 
‗‗ ―い⁴。

‚ῷい―人件 ”削 ₀具体化 うえ‖ 員₀∞ンↄ
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╒‗ ⁴会 ‚ῷい― ” ‚ ’人 ” ₀ ’⁴ ₀ ‼― ₀  
各 ”↑₈≥ン₧₀ ” ‖ Ή 06 ” 員”人員 ”基
‗ ” ‼ ‚–い―ῌ₀   10 ‴‖”各  ‗” ת ║ 価” ‖ 中 ║中 ₀変  場合„ ”

₀ ―。 •
員人件 ‚–い―„ ” ‚  WF‚ῷい―Ή 員 員₀ ῼ

‚ ⁴人件 削 ” ‚–い― 報告 ῌ₀作   06 ‚ῷ῾⁴人員 08 ‚ 公共‚  ⁴ 備 ‚ ‗’⁴ ”土地”一 ₀
削 ₀  ⁴‗‗‾‚ 10 ‴‖”人件 削 ‚ ⁴基 ’ え 大  ⁴‼ 中 ”変 ₀    ⁵。

₀  。‴ 08 ‚„Ή ”   ‚–い― ‴‗‼ ῌ
” ₀    ⁵‚基—ῼ ”  や 善 ₈ₒ⅍₴╒₮ン₧”

‚‒―人件 ”削 ‚  。 װ 中 ” ‚向῾― Ό  ―い⁴ あ⁴い„  ⁴ῷ⁵Όあ⁴
場合‚„ ” • 外 因₀含›

ש 国 大 人” Ὸ⁵―い⁴ や 件 ₀ ‴え 大 営₀ ‚ ‼ ║ ” 全―” ‚ῷい―中 ” ‚向῾― „  
⁴‼” 々’ 夫 ―い’い。

○ ” 効利
‚ῷい―„ ∕⅜₯∞ン⅍会 ₀中 ‚ 大 ” ’ ‖あ⁴

║ 備‚–い― 全 ‚⁴ 効 ₀ ‒。  Ὼ ‹„ ῏ 10 ῐ
”‗ῷ‖あ⁴。 ר 人化”∞≥№⅍₀   大 営” 化’‘₀  

人 ” ‖” あ⁴
ר 大 基 ”

利 ₀ ‴え 大 基 ₀作  。 ‚ 基 ○ 借制 ₀   ” 備
₀  ⁴ ‗‚ ”使 ”₈ンↄ≤ン₰₀  ⁴‗‗‾‚ ‖„ 大 全体”₰₨╒⌂∞≥№⅍₀ Ὸ ―保  ⁴ ” 効 ₀

•全 共 ₰∆╒₰₀ 保 ⁴ ‗‖ ”  ⁵⁴ や ⁴ ‗‚ 借入₀   ” 営 ” ‖ ₀ 保 ⁴ ‗ 
’ ↨⌠₯ₓ₦⅍‖” ‚ ‗  全 ” 効利 ₀ ‒。 ― 1/ ‚Ή 借制 ῌ₀   10 ‾ Ὼ Ὼ制 ₀

  備₀  。‴  ”制 ₀ ‚  ⁴‼”前 ‗ ―
”制₯╒∩℅₰╒∆₰ש 入 全 ’ 入 出 ” ‴ 各 ” 執 ”動向”

’ 境₀   化 ―い⁴ ‚₰∆╒₰₀ 供 ⁴ ‗ Ό ‗’⁴‼ ’ や 執 ₀  。
Ό ‗’⁴’‘ 全 共 ₰∆╒₰”充 ₀ ‗ ₰∆╒₰℅∩╒₯制‚–  ⁵‚ 各 ‹ ”う 2億4+4//万 ‚  ⁴ ₀
い―   08 Ὸ 入 。   備 ‚充  。 11

ת 備₧≤ンⅎ℮₭ₐン” ○ ₀ い ”充
1/ ‚„ 備基 ”  ₀ い ‚具体 ’ ₀   中 ‚向῾ 10 ‚  Ὼ ’ ”

‼Ή ₤∩ン←₰ 備₧≤ンⅎ℮₭ₐンῌ •Ή ₤∩ン←₰ 備₧ ’ ₀ ‒。” ‚ ‒―„ 四半 ‚  ―い⁴
≤ンⅎ℮₭ₐンῌ₀   両₤∩ン←₰‚ῷ῾⁴ ” 備₧≤ンⅎ℮₭ₐ 報告‚⁴ ₀  ― ‚ῷ῾⁴ 入 出 ₀ ”うえ
ン” 向付῾₀ ‒。 ⁵‚基—Ὼ ‚ ‚ ₀ い― ₤∩ 初 ‖   入 ║ 出 ”  ₀ う ‗‚‒― ”中
ン←₰‚ῷい―„ Ή ↨≤₭ῌ ‾”—ῼ₲ン₿╒ •₤∩ン←₰ Ὸ ₀ 出 。
€ₐン 境 ₤∩ン←₰‚ῷい―„⌐₯℮ン⅍⅞ₒ₰” 備 ₀作   主’‾”‗ ―„ ║ ”充 保健 ₲ン₿╒” 備
備‚  。 や ” 境 備 全║ ’ 境” 保 ⅎ≤↔

⅍℅∩ンↄ╒ 修 器” 備 ”充
װ ” 効 ‚ῷ῾⁴ 境” 善 備
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○ 中 ” 基 ↔⌐╒√” Ήש 借制 ῌ”
中 ‚向῾―” ₀ ‴え 5 ” ”基 ”‗ῷ ’ 執 ‗全 ’ ‚基—ῼ執 ‹

₀ Ή 中 ” 基 ↔⌐╒√ῌ‗ ―作   員‚ ‚ 付῾ ⁵ ” 効 ‚ ” 備Ό  。
⁴ ₀ “うえ‖ ‚ 員 合会 8 7 催 ‚報告  ”

‚   ⁴ ‗‗ 。 ת 備 備 ” 保
↔⌐╒√‚ῷい―”基 ’ 向 ‗ ― 基 ’ ” 保 効 人化 ‚  ―あ⁴ 備₀‘”う‚ ║ 備 ―い

化 ” • ₀中 ‗  ” 保‚ ῼῸΌ大Ὼ’ ‗’‒―い⁴。 ”‼ 備 備∕₰₿╒↨≤ン₀ ‖
‚ῷい―効 ’大 営” Ό ‗’⁴   基 ₀ Ὼ   ” ║ 備 ₀ Ὸ‚ ―Ὼ―い⁴Ό  ‚ ‖„ 備

中 ║中 ” ’ ₀  ―い⁴。 備∕₰₿╒↨≤ン‚基—ῼΉ具体 ’ 備 備 ”基 ῌ₀ ‼―
‚公  ―い⁴。

基ר ’ ” 保 10 ‚ῷい―„ 初 ‖ 備 備∕₰₿╒↨≤ン‚基—ῼ 備 備
基 ’ ‚–い―„ ” ”変化Ό’い 中 0億6+3//万 ₀ 保  備”充 ₀ ‒。
„変  ’い ‗₀ ‼ ₀   ’ 執 ₀   ‗‗ 。

全ש ’外 ” 保 װ 営 交付 削 ”
全 ’外 体制”充 ₀ ⁵Ὸ” ‗ え ₀増 営 交付 ”効 化削 1億2+///万 ” ‚–い―„ 人件

億6+///万    ⁵‚全 ’ ₀ ⁴ ‗‗ 。 ”△ 削 ”ほῸ 基 ’ ₀ ῼ 件 △0-4 ‚
ת 力”  。
全 共 ‗ ―  ―い ₀各 ‚  ῾⁴ ‗‚

 各 ” 力Ό”‴‴ ‚  ⁴ ‹‗  各 ” ○ ‚  ⁴
力” ‚ ₀ ⁴ ‗‗ 。 Ήר ῌ”

װ ”効 ’執 ‗ 外 ‚向῾―” ‹”う ’ ₀大 ”
 ⁵‴‖全 ‚  ―ῺΉ 借制 ῌ₀各 ‖‾  ⁴ ‗ ‗ え  ⁵‴‖” や ‚–い―” ₀ ‴え

‖   ’ ‖” ” 効 ‗ ₀   中 ║中 11 0 ‚ ” ‗ ―Ή ῌ₀  
” ₀ ⁴ ‗₀ ‗ ― 各 ‚ῷい― ₀   公 基 ‚基—ῼ ₀  ―い⁴。 ‖„ 報
 ⁴ ‗‗ 。 ‗公募 報”一元 ‚⁴ 報 や∕№℅ン₧ ” ‗  ⁵‚基

—ῼ全 ’ 地Ὸ ”企 ║ ‚ 各 ‚  ―
○ ║ ” ‗ ₀  ⁴。

10 ” ‚あ‒―„ 各 ” ₀  ––各 ” Ό ” ‗ ― 動 ║ ‚ 動 ⁴ ‗‚
‗ 任‚基—ῼ 動 ’ 執 ₀   06 ‚ 始 Ή ‚向῾ Ό 効 ” い‾”‗’‒。

ῌ” え ₀  うえ‖ 中 ║中 ” ’ ‚向῾―
大 ”₰₨╒⌂∞≥№⅍₀ Ὸ  ‗ ‚⁴効 ║効 ’ Ήש 品 ₲ン₿╒ῌ”
執 ”‼” ₀ ‒。”−ₐン⅍„ ”‗ῷ‖あ⁴。 „各 ‚ 品 員₀   品 ‚あ‒―い⁴Ό

‗ 品 任‗₀ 化   ⁴ ‗‚ 制 ”向 ₀ ⁴‗‗
ר ”増 ‾‚ 品 ” ‚ ”効 化‗ 1+///万 ₀ ⁴

営 交付 ”削 ‗いう厳 い ”’Ὸ ‚ 10 ‚ῷい―„  ‗‗  11 ‚向῾―Ή 品 ₲ン₿╒ῌ” ‗ ₮₰Ω√”体
中  ‚  Ό‖Ὼ⁴う ‚  ― ’ Ό 制  ₀  。

‗” ”‾‗ ” ”う基 ₐン₲
ンΩ₉↕ ₀ ῼ ₀ ‚  ―  ⁴ ‗‗ 。 ⁵‚ ○人 人件 ‚  ⁴
 „ 5億7+///万 前 7+///万 増 ‗’‒。 ‚大Ὼ’ ₀ え⁴人件 ‚–い―„ 人件 ”
”使 ‚–い―„ ”≥╒⃰╒₮№↨” 中 ‗ ― ₀ ‴え 10 ‴‖‚ “3 ”人件 削 ₀ ⁴ ‗‗ ―ῷ
 Ὼ や ” ║ 全’₤∩ン←₰ 備‚ 4億0+///万 ₀ 10 ‚ῷい―  ⁴ ‗Ό‖Ὼ。
 ほῸ 各 ” ‖ 動 ‚執 ‖Ὼ⁴ ‚ 0億6+///万  ” ”‼‚ 員‚–い―„Ή 06 ” 員”人員 ”基

₀  。 ‗ ” ‼ ‚–い―ῌ ‴ 員‚–い―„Ή ”   ‚–
’ῷ ” ║執 ‚–い―„ ₀ 子 ‚ い― ‴‗‼ ῌ” ‚基—Ὼ ”  や 善 ₈ₒ⅍₴╒₮

 ⁴ ‗‚ ‚公  ―い⁴ほῸ 了 ‚„全―” ‚–い― ン₧” ₀  ⁴ ‗‚‒―人件 ”削 ‚  。
員 • ‚⁴ 価₀ い ”執 ₀含‼― ‚公   ‴ Ή 11 ” 員”人員 ”基 ῌ 10 0/ 員会

” 保‗ 任₀  ―い⁴。 ₀   11 Ὸ 員”人件 ₀員 Ὸ −ₐ
ン⅍制 ”  ₀ い 全 ’ ‚ ‒ Ὸ–効 ’人件
₀ う‗‗‾‚ ’ ₀ う ‗‗ 。
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 ⁵‚ ”−ₐン⅍„各 ” ‗ 任‚ῷい―効 ’人員 Ό 共 ‚ ⁴
‗’‒。 ῏ 05 1/ ῐ

” 善”
○ ” 善║充 Ό ⁵―い⁴Ὸ。

ש 国 大 人” Ὸ⁵―い⁴ や 件 ₀ ‴え 大 営₀ ‚ ‼
⁴‼” 々’ 夫 ○ ” 入”増加 ” ‚向῾  ‹

○ ” 効 ”削 ‚向῾
1/ ‚  Ή 備₧≤ンⅎ℮₭ₐンῌ‚基—Ὼ ‚ ” ║全 ’ ‚–い―  ₀ い や 刊 ” 写

‚  あ⁴ ₀ 備 。 ₤∩ン←₰‚ῷい―„ 優 ’外国人 借 ║保 ”合 ‚⁴ 公 削 契 ” 入 •一
” 保₀   ” 備 ” ‚ ‒ ‗ ”交 入 ” ‚ 削 ‗ ” ₀ ‒。

”場₀創⁴‼”Ή ↨≤₭ῌ” 備 • ”創 ║ 主 動₀   ║Ήₔ⅜⌂₥╒ ῌ‚基—Ὼ ₔ⅜ 動₀ い ₔ⅜⌂₥╒ 削
創 夫あ⁵⁴人 ₀ ‗ Ή↔ₓ⅔№₦₰ ῌ” 備₀   ₀ ‒。‴ 07 ‚ ‚–い― 力₀    ⁴
11 1 2 。‴ ₤∩ン←₰‚ῷい―„ 地域 ₀ う ” 制 ₀   ₔ⅜⌂₥╒ ”ₐン₲ンΩ₉↕‗ 。
や ”地域 ₀  Ή⌐₯℮ン⅍⅞ₒ₰║₩₰⅍⅞ₒ₰ῌ₀ 備中‖ ║ ” 効 ‚–い―„ ‚作   大 基 ‚基—Ὼ

あ⁴。 ”使 ” や全 共 ₰∆╒₰” 保₀  。‴  ’
 ⁵” 備‚  ⁴₰∆╒₰”一 や 地₰∆╒₰„ 全 ’ 境₀ 供 ⁴‼‚ 全 共 ₰∆╒₰”充 ₀ ‗ ₰∆╒₰℅∩╒₯

₰∆╒₰‗ ― 効利 ₀ ⁴ ‗‗ ⁴。 制₀ 入 。
‴ ”使 ”₈ンↄ≤ン₰₀  ⁴‗‗‾‚ •全 共

₰∆╒₰” 保₀ ⁴‼ ‚ 利 ₀ い 大 基 入”増‚向῾
08 8 会 ‚基—Ὼ使 ” ₀ ‒―い⁴。 10 0( ”
„ 共 ‖あ⁴ ₲ン₿╒₀ ‗  利 ₀ ” ₮╒₱ や ↑₈≥ン₧‚⁴ ”↕≤№₮≈₈№↨₀
  使 ” ₀ ‒。 ‚  。‴ 08 Ὸ ‚ ” 員₀
 ‚ ₤∩ン←₰ ‚ῷ῾⁴ ” 効 ₀  ⁴‼   公募 報” や効 ’ 伝 ₀  ⁴‗‗‾‚ ⅔╒₱‗₮╒
”効 ”‼” 備 ‚基—Ὼ 大 ”₰∆╒₰₀ 保 。 ₱”∕№℅ン₧作 ‚⁴ ” 化₀   ‚  。

’ῷ ‚–い―„ Ή ₲∙⅓╒ῌ” 催や ‚
○ ” ⁴ 制 ₀   ‗ ”向 ₀ ‒。
外 ₀  –– ”充 ₀ ⁴‼ ” 充‚ ‼―い⁴。1( ” 化
10 ‚„0件” Ό 了 ‖あ‒Ό  ‚ い ₀ ‼ 外 ”増 ₀ ⁴‼ 任₪╒℮₉⅜╒₿╒₀  ―Ὼ。

― ₀0 半ほ‘  ⁴ ‗‗ 。 07 Ὸ„ 京≥ₔ₵ン₡↔₉₰‚ 圏 ”₪╒℮₉⅜╒₿╒₀  
‴ 地域 体制” 保║ ‗地域 ‚ わ⁴ ” ₀ ⁴‼ ‴ 地 体や企 外 Ὸ 員₀ ῾入⁵ 共
11 Ὸ Ό  ⁴ Ή地域 ₮₰Ω√ ῌ” ‚向῾ 動” 化‚  。

―協 ₀  。 2( 大 基 ”創
大 共 ” 営 ‚ 力Ό優 ‖あ’Ό ’ ‚大 Ό

困 ’ ₀  ⁴‼”↔ₓ⅔№₦₰奨 ₀  ―いῼ ‗₀主 ‗ 
ת ║ 価” ‖ 中 ║中 ₀変  場合„ ” ― 08 ‚ 大 基 ₀創  募 ₀ 始 。 ’基 ”募
• ₀ う‼ ∏╒√∆╒₯‚基 ”€ₐ⅍₀ ῾ Wda Ὸ” ‹

”中 ║中 „ 員会‖” ” 全―” ║ ₀ ‗ ⁴₮₰Ω√₀  。
‚–い― 中 中‚ ‗  ―い⁴ ‗Ὸ ‖„中  ”  ‹‚ 保 基 „ ↔ₓ⅔№₦₰奨 ‚  ⁵↔ₓ
║中 ”変 ” „’い‗ え⁴。 ⅔№₦₰奨 2 1/ 入 ”奨 0/万 ” ‚  。

‚向῾
װ 中 ” ‚向῾― Ό  ―い⁴ あ⁴い„  ⁴ῷ⁵Όあ⁴ 場 ⁵ ₀ 大  ⁴‼ ’ ₀ 入 出” ₀
合‚„ ” • 外 因₀含› Ὼ‼ やῸ‚   々”余 ” ’ ‚ ‼ 国債 入 •

‖ת ῷ‗ 全―”中 ” ‚向῾― „  ―い’い。 MBC ” 入₀中 ‚ Ὼ‼ Ὸ’ ₀ ‒。 ”一 „ 中
” ’ ‚向῾ や ”‼

”増 ‚充―。
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○ 報‚基—ῼ ” ‗” ” ○ 前” ” 価 ‚–い― 営‚  ―い⁴Ὸ。

║ ” ‗前 ” ‚–い― ○ 価 ” 人 ‖”共 や ”‼”
• 外利 ‚  ― Ὸ– ‚  ⁴ ‗₀ ‗  Ή 価 ‚–い―„ 員 合会‚ῷい― 員 ‖”共 ₀ ⁴‗‗‾‚

大 報告 ῌ₀ 作   外公  。 会 • 価委員会‚ῷい―報告  Ὸ– ‚vda∆╒₯‖公  ⁴
║ ”≥₈⌂₿ₐ√’ 報告‗ ― 1/ Ὸ 入 出 ‚ῷ  ‗‚ 価 ”共 •⁵₀ ῾ 善 ” ₀  ―い⁴。
῾⁴ ₀ い 四半 ‚ 員 大 執 報告 ⁴ ‗‚
₀大 営‚  。 ○具体 ‚  ⁴
║ 1/ ‚ῷい―„ 各 ₀₧≤↔化  ” ₀含‼ 価 ‚ῷい― 具体 ‗ ⁵ „’い。

₀ う‗‗‾‚ 人化 ” ” ₀₧≤↔化  営 交付 ”効 化
‗ 入”伸•‗₀   中 ” ’ ‗ 中 

” ‚–い―” 交 ‚  。
῏ 10 ῐ

” 善”
○ 人件 ” ₀   ” や ’人員 ” ₀ ○ ” 善║充 Ό ⁵―い⁴Ὸ。
 ― 人件 削 ‚向῾ Ό わ⁵―い⁴Ὸ。

○ ” 入”増加 ” ‚向῾  ‹
人件 削 ‚  ⁴‼ 員‚–い―„ 員人員 会 ‚ῷい― ‴
員 外‚–い―„ 体制 会 ‚ῷい― ’人員 ₀   ” ‚向῾  ‹‚–い―

1億4+///万 ”削 ₀  。 0(Ή契 力ῌ‚⁴削
全 ’ ‚–い―   ₀   契 や

○ 員‚–い― ” 化 ‚ ” ₀ 保 –– ₀ ⁴‗‗‾‚
║ ”中 ‗ 動  や ‚   員”人員 ‚–い ₀  。
―  ⁴‼ 06 ‚ 員会” ‚Ή 員人員 会ῌ₀ ר 供 契 地 ” 供 契 ‚–い― ” 契 ‖あ‒
08 ‚„ ” ‚  ⁴Ή 員人員 会 ῌ‚  ”うえ ‾”₀ ”一 入 ‗ ⁴ ‗‖ ” ‗契 ”
₀  ―Ὼ。 ₀ ‒ 2 ‖ 7+8//万 ” ” ‹ 。
║ 会║会 ‖„ 10 ‴‖” ‚ ⁴基 ’ え ₀  Ή ש 写 ” 借║保 契 写 ” 借契 ‚–い― ₀ 化 ⁴
06 ” 員”人員 ”基 ‗ ” ‼ ‚–い―ῌ' 05 8  ‗‖ ”   ⁴ ‗‚ ” ‗契 ”
員会 (‚則 各 ‚ῷ῾⁴ 員”人員 •人件 削 ‚–い― ₀ ‒ 3 ‖ 8+1//万 ” ” ‹ 。
 。 ת 保全 ║ 備保全 ‚–い― 契 ₀  ⁴ ‗‖

║ ‚あ‒―„ 10 ‴‖” ” ║ ₀ う‗‗‾‚ 人 ” ₀  ⁴‗‗‾‚ 0//万 ”
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 ‗‗‾‚ 大 ” ’‘ ”∞≥№⅍₀ 充 。 ‚ 一 ○ 報‚基—ῼ ” ‗” ”
” ‚„ 人 ⌠→╒‚↨⌐╒⅍ ‚⁴ ” や

品” ’‘₀ い ” ₀ ‒。 ⁵” 動‚ 10 „23 人化 ”全―” 執 ℮╒₿₀Wda∆╒₯ ‖ ‚ ‖Ὼ⁴体制₀
件 0億5+7//万 1/ 3/件 72 万 ”  出‚ Ό‒。 え 報₀基‚   ₀大 営‚  ―Ὼ。個 ” ”
‴ ₀基 ‖  ⁴ ” 営‚充―⁴ ‗₀ ‗ ― „ ”‗ῷ。

” ‚基 ₀  ⁴ ‗‚ MBC ‚⁴
₀ 始 。 ר 報告‚⁴
 ⁵”  ‹‚ 保 基 „ ↔ₓ⅔№₦₰奨 8 1/ 入 出 ‚–い― 大 ║ ║外 ‚ ”うえ 四半

入 2 11 入 5 ”奨 ‚  ⁴‗‗‾‚ 10 ‚ ‚ ’ ₀ い 08  ‚ 会 ∞
 Ή ↨≤₭ῌ”周 備 ‴ ” 外 ‚  ⁴ ‖ ンↄ╒ ║ ║副 ║ ‖ 報告₀ ‒―Ὼ。 ‚

あ ” あ⁴ ₀  ⁴‼” ‗’⁴。 10 0四半 „ ῾‖’ῼ 借 ‾含‼―作   全―
” 員” 報共 ₀ ⁴‼ 員会報告 うえ‖ Wda∆╒₯‚  ―

1( 外 ” ” 員‖あ⁵‟ ‚ ‖Ὼ⁴体制₀ え―い⁴。
‖„ ” ”‹’  入” 保‗いう Ὸ‾各 外
” ‚ ₀ い―い⁴。 ‚  ‖”↑₈≥ン₧や 交 ש ‚⁴ 0 中 中” ₀含›

‚基—ῼ↕≤№₮≈₈№↨₀ “ 0件や 1件’‘ ₲₧∞ン⅍ 大 ║ ” ‾含‼― ₀作   全国 一”
‚ •–い。大 交付 ⁵ ‚–い―„ 全体‖ 04億1+/// ‚⁴ ”傾向 ₲₧∞ン⅍ ” ₀  。‴ ‚ῷい

万 ‗’‒―い⁴。 ― 営 ”基‗’⁴ ”℮╒₿‚–い―‾ ” ₀₧≤↔化 +
‴ ’ ₀ ‗ え 11 0 ‚ ” ”傾向₀ Ὸ‚ 。 ‚ 借 • 入 出 ‚–
‗ ―Ή ῌ₀  。 ‖„ 報‗公 い―„ 0 中 5 ” ₀   増 因₀ Ὸ‚ ⁴ ‗

募 報”一元 ‚⁴ 報 や∕№℅ン₧ ” ‗  ⁵‚基—ῼ全 ‖ 中 ‚ῷい― ” ’⁴ 善₀ ⁴うえ‖”参 ‗ 
’ 地Ὸ” ”企 ║ ‚ 各 ‚  ― ” ⁴。 ⁵” „ Ή 10 報告 ῌ‚‾   営協 会
‗ ₀  ⁴ ‗₀  ―い⁴。 Ό ” ‗ ― 外委員‚‾  ⁴‗‗‾‚Wda∆╒₯‚‾  ― 員” 報共 ₀

║ 動 ‚ 動 ⁴ ‗‚ ‚向῾ Ό 効 ” い ‒―い⁴。
‾”‗’‒。

ת 中 ‚向῾ 基 ↔⌐╒√” ‚  ⁴
” ‚向῾  ‹‚–い― 入 ‗ 営 交付 削 ” Ὸ   ”  ’

” ”一 „ ” ‚充― や ‘” ₀作   交 会‚報告 。 ” ₀基‚
‚  ―い⁴。 10 „ ‖ 全’₤∩ン←₰₀  ― 場 中 ” 基 ↔⌐╒√” Ό’ ⁵ ”

や外 ” 備₀  ほῸ や ” ₀  ₀ ‒。
‒。厳 い ”中‖ ₀ ‚ 保 ⁴‼‚„ ”

₀ 大 保 ⁴ Όあ 国債║ MBC ₀中 ‚ Ὼ‼ װ ” 報
Ὸ’ ₀  。 一 ‚„ Ὸ—い‗ ⁵―い⁴ 報₀ 10 ‚ῷい―„
余 ‚⁴ 保”‼”  ‹‗ ― 任” 員₀  うえ 営協 会” 外委員” や ‾参 ‚ ’  ‹‗ ―₰Ω╒₦∏⌂

‖ 々” 入║ 出”動向₀   い‚ ‗’⁴ ₀ ‚  ⁴  ⃰╒” ‚  ― ‗ ⁵⁴ 報や ” 動 ₀ ‾ 
‗‖ ₀ 大 保”うえ Ὼ‼ Ὸ’ MBC ₁ ‖ 報 信 ⁴ ‗‖ 会 ’ 任₀    ‹₀  。

02 ‚ ‼。
‚ 10 ” ’  ‹‗ ― 厳 い 利 勢₀ ‴え ║Ή 大 ↔₇ₐ⅓ン₰₢↔ₓῌ” 催 ₰Ω╒₦∏⌂⃰╒

‚ ⁴入 参加 ₀3 ‖あ‒‾”₀6 ‚増や  入 ” ₀ ‼ ” ’₰Ω╒₦∏⌂⃰╒‖あ⁴ ‚  ―„ 10 Ὸ ‚
⁴ ‗‖  ‖‾ い 利‖ ῾入⁵Ό ‗’⁴う 力  均 報” 供║ 会₀ ῾。
利 /-237$ 均 利 /-037$ 。‴ 全Ὸ– ’ ” 企 ₀  ⁴‚ ‒―„ ‚ や←ン↔⌐№⅍₀作  一 ‚ 報
保”‼ 債 4 4億 ₀ ‚ 入  MBC‖  場 ₀ 供 ⁴‗いう „ ῾ ” ₀ ‼ ‴ や 問₀ῼ‹ や 
合‗   1//万 ” ”増加₀ ‒。 い‾”‗ ⁴‼ ”卒 ‖あ⁴ 員Ό ” ‚ ‒― ₀作
 ⁵”  ‹‚ 利 勢Ό厳 い 境 ‚ῷい―‾ 5+4//万 ”   地 ”₢↔ₓ‚ῷい― ‖ 会₀  。

₀ 保 。 ”作 ‚ ‒―„ ” ₀   や ” ₀ 一
‴ ’ ₀ う一 ‖ ‚–い―„0 あ” 入 人あ‚    ⁴’‘ ”  や  ‚  ⁴‗‗‾‚

₀   中 ‚–い―„ 入 ⁴債券” 付῾基 ₀厳 化 ⁴’‘ ”使 や ” Ὸ‒Ή ῾ῌ” ‾  ›’‘  。
₀ 備 ≥₰₦ ” ₀ ‒。 „ 4/ ₀ え⁴ Ό参加  Ὸ” ‖ ’ ‾あ

” 営‚‗‒―‾ ’‾”‗’‒。
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║̓̀ ⌐−╒⅍1//8῎” ₰Ω╒₦∏⌂⃰╒ 保 ○ 前” ” 価 ‚–い― 営‚  ―い⁴Ὸ。
‗ ‚ ’₰Ω╒₦∏⌂⃰╒‖あ⁴保 ‚  ―‾ 10 Ὸ

‚ ” 報 信₀ 始 。 ○ 価 ” 人 ‖”共 や ”‼”
῍ ⌐−╒⅍1//8῎₀作   ’ 問‖あ⁴Ή ”使 ῌΉ 国 価 ‚–い―„ 員 合会‚ῷい― 員 ‖”共 ₀ ⁴‗‗‾‚
” 入 ῌΉ外 ” ῌΉ ῌ ‚–い― ΉわῸや  ῌ 会 • 価委員会‚ῷい―報告  Ὸ– ‚Wda∆╒₯‖公  ⁴

‚   ” ‾ ‚₧≤↔化 ―  ₁。  ‗‚ 価 ”共 •⁵₀う῾ 善 ” ₀  ―い⁴。
‴ ‚あわ  Ή ῌ║Ή ῌ║Ή 会 ῌ║Ή ῌ” ‚ῷい

― ” ’  ‹ ‾写 ₀  ―  ⁴’‘ ‗ 動 ○具体 ‚  ⁴
Ό ‖Ὼ⁴う  。 ”あ‒ₔ⅜⌂₥╒削 前 0 ” ‚–い― 10

„ₔ⅜⌂₥╒削 ” ‹‗ ― ר ”ₔ⅜⌂₥╒ ”
║̓̀ 報告 @MMT@K QDONQS 1//8῎” ₰Ω╒₦∏⌂⃰╒ 一 ‚⁴ 啓 ש や 器具 ” ₔ⅜型” ת 力Ό

” 借 や ₀前 値‗   国 大 人 ”会 処 ”‴‴ ‚  ⁴ ” װ ↔₉⌂√や壁 化’‘”
‚ 因 ⁴ ” ‾交え⁴ ‗‖ わῸや ῼ ₀  ⁴‗‗‾ ” 化₀  。

‚ Ή ῌΉ ῌΉ ῌΉ 会 ῌ” ‚  ⁴ ‾交え’
Ό ” ’ 動 ₀  ⁴ ‗‖ 報 信₀ ‒。 ‚ Ή ○ 価‖” 価又„ 価委員会” 価‖Ή ₀十 ‚„  ―
大 ”€−╒₿╒”∞№₲╒₯ῌ‗ ― ῼ ” 営‚協力‗ ₀ ‼⁴ い’いῌ‗  ‚ ⁴ ” 善
‗‗‾‚ Ή 大 基 ῌΉ 大 ⌐₯℮ン⅍⅞ₒ₰ 基 ῌ‚–い― 10 „ ‚全 ‗  1 ₔ⅜ ₀ 始  境
” 報₀  › ‗‖ 基 増加₀ ‒。 ‚‾ ‼⁴‗ῷ 10 Ὸ4 ‖ₔ⅜⌂₥╒使 原 値 4 ”
’ῷ Ή 報告 ῌ„ 冊子体‖作   各 ‚  ⁴‗‗‾‚ Wda 削 ₀ 中‖あ⁴。 ₔ⅜ ₀  ― 境 会 ‖”協力依

∆╒₯‚‾   ῼ 報 ―い⁴。 ∞╒⌂ 信 −₰₿╒ ’‘₀  ⁴‗‗‾‚ • ₤
∩ン←₰”ₔ⅜⌂₥╒ ₀ 子 ‚  ⁴’‘ 全 ‚周
₀ ⁴‼”啓 動‗ ” ‹₀  。

○ 人件 ” ₀   ” や ’人員 ” ₀ ‴ ₔ⅜ ‗ ― ”個 ₀ ₔ⅜型‚ 33  
 ― 人件 削 ‚向῾ Ό わ⁵―い⁴Ὸ。 ‴ ” い ”一 器具₀ ₔ⅜型‚ 0+26/ ”

変 器₀ 効 型 8   ‗‚ ₔ⅜⌂₥╒”原 値‗ 
人件 削 ‚  ⁴‼ 員‚–い―„ 員人員 会 ‚ῷい― ‴ ―32JK”削 ‗  ⁵⁴。
員 外‚–い―„ 体制 会 ‚ῷい― 1/ ‚ ‼人員  ⁵” 動‚ •” 団地 07団地 ”ₔ⅜⌂₥╒

‚基—い人員 ₀ ‒ 1億4+///万 ”削 ₀   ‗ ―„ ║₣₰║ ”各ₔ⅜⌂₥╒₀原  ₔ⅜⌂₥╒原
。 ‗ ―„ 前 1-40 ”削 ‗’‒―い⁴。‴ BN1 出 ‚–い
‴ 11 ‚ῷ῾⁴人員 ₀ ”‗ῷ ‼。 ―„ 前 2-51 ”削 ‗’‒―い⁴。

○ 員‚–い―
員”人員 „全 ’ ‚ ‒― う Όあ⁴ ‗Ὸ 員 合会‚
₀   ‖ 中 ‚ῷ῾⁴人員 ‚–い― ₀ い

Ή 11 ” 員”人員 ”基 ῌ 10 0/ 員会 ₀
 。基 ‚基—Ὼ 11 ” 員”人件 ₀員 Ὸ

 ‗” 均人件 ‚基—い−ₐン⅍制    全 ’ ‚
‒ Ὸ–効 ’人件 ₀ う‗‗‾‚ ’ ₀ い

人件 削 ‚  ⁴ ‗‗ 。

○ 員 員₀ ῼ ‚–い―
大 営 体制” 備 化 ” ” ‚–い―„ ║

” ‚  Ή 体制 会 ῌ‚ῷい― ‒―Ὼ。
会 ‚ῷい― Ή ”   ‚–い― ‴‗‼ ῌ' 07 1

員会 (Ό    ” ₧⌂╒↨” ₧⌂╒↨ ”あ
員 ”あ •−₰⅍ ”  ’‘ •人件 ” ‚基

—Ὼ 11 ‚ῷ῾⁴ 員”人員 •人件 削 ” ₀ う ‗‗ 
。
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Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
(3) 自己点検・評価及び情報の提供
① 評価の充実に関する目標

中 価℮╒₿₮₰Ω√” 入₀ ⁴’‘ 価体制₀ 備 ⁴。
期
目
標

中 10 ”
中 中

῏63ῐ 1/ ”

῏ ║ 価” 善‚   1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
⁴具体 ῐ ║Ή ║ 価ῌΉ国 大 人 価ῌΉ 価ῌ‚  
ר 価 Ό具体 ’ 善‚ ║ 価₀ い OCB@€ₐ₦⌂” ₀ ⁴‗‗‾‚ DQO₀ い 報
 ⁴効 ’ ║ 価 ║ 供₮₰Ω√₀ い―各 ‖”℮╒₿利 ” ₀ ⁴’‘ ₮₰Ω√

₀ う。 ” ₀   員 動 ₮₰Ω√‚⁴ 動 動”
₀  。

ש 合基 ₮₰Ω ║ ” ║ 価 動や各 ” ║ 価‚  ⁴‼ 基
√ ₀ 入   ‚  ⁵ ℮╒₿₀ 報 ║ 供₮₰Ω√Ὸ 出  Ήい⁶„ῌ‖ 供 ⁴
⁴℮╒₿” ₀基‚ 各副 ‗‗‾‚ ℮╒₿利 ”周 ₀ ‒。
” ‚  ⁴Ή ῌΌ ║ 員” ║ ║ 会 ║大 営 動‚  ⁴ 報Ό  ⁵―い⁴

 ⁴ ‚–い― ’ 員 動 ₮₰Ω√₀   員” 動 ” ‚ 動
₀ う。 動 ₀  ⁴‼”   ”

₀   ‚   ₀  。
各ת ‚ῷい―‾ ’ ║各 ‖” ” ‚向῾― 員‗” ‚ ’ 価 ‗ ―

║ 価₀   善 ”₰₤⌂ ₀ ‗  価 修 • ” ” ‗
‚   ⁴。 ₤∩≥₈₰₤⌂” ₀ ‗ 一 価 修₀各 回——

 。’ῷ ₈ン₨╒⅍ ₀ ‒ 修 „ “  ⁵―ῷ
両 修‗‾74 ” ₀ 。

῏63ῐ 10 ”

῏ ║ 価” 善‚  ⁴具体
ῐ

Ήר ║ 価ῌΉ国 大 人 ϴ ϴ 前 ” ║ 価‚ῷ῾⁴外 委員Ὸ” •全 共 ”
価ῌΉ 価ῌ‚   ‗ ―国 化” ₀ ║ 価  営協 会 外委員” 価
║ 価₀ い €ₐ₦⌂₀ ₀ ῾― 善‚ Ὸ  ” 価₀前 ‚ Ὼ Ὼ   OCB@€ₐ₦
  ⁴。 ⌂” ₀ ‒。

国 大 人 価‚   ║ 価‗ ― 半 ‖
• ” ₀ 員会‖   善₀ ⁴ ‗₀  ―  

⁴ ‗‚ OCB@€ₐ₦⌂” ₀ ‒。
価‚   ║ 価‗ ― 価 Ό ‼基 ‚
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Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
(3) 自己点検・評価及び情報の提供
② 情報公開等の推進に関する目標

中 会‚  ⁴ 任₀   大 営全 ‚わ” ₀∏╒√∆╒₯ •∞╒⌂∕₣₯ン ₀利  ― 報 供₀ う。
期
目
標
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報告 ῌ₀作   ‚  ⁴‗‗‾‚∏╒√∆╒₯‚  
外‚向῾― ’ 報”公 ₀ ‒―い⁴。
‴ 向῾‗ ― Ή 報告 ῌ₀Ή 員向῾−╒₿⌂€ₐ⅍Ή全
報共 基 ₮₰Ω√ い⁶„ῌ‚   公  ―い⁴。

 ‚ 入 出 ‚–い― ₀ い四半 ‚ 員会‚報告
 。

῏65ῐ 10 ”

῏大 報” ’公 ║ 供 •
報‚  ⁴具体 ῐ
₯╒∆√╒∏ר 報 ₀  ― ϵ ϴ ₀  ― Wda∆╒₯や 報 ₀   報 供₀ ‚ ‒

’ 報 供₀ ‚ う。 。
Wda∆╒₯‚–い―„ ῷ   ” 々” や MNW ₐン₿
→≈╒’‘ ” 報 „‾‗ 入 報” ₈№↨‗ 動₀

‚OQ ⁴‼”ↄ⅓╒₀⅍№↨∆╒₯‚  ⁴’‘ 善₀ ‒。‴
 FO 報‾₈₦₲₰  ῼ 善 。

報 ‚–い―„ ₰Ω╒₦∏⌂⃰╒ ‚   ―  。
‴ ”刊 ” 付‚„Ή 大 便ῌ₀  ―  
報” ῾ ” 場‚ ‒ 報”一元化 全 ” ₀ ‒。

↨⌐₰≥≥╒₰‾ ‚ ‒。 ‚  ― 会や 京₡↔₉₰
₀   報 動₀  。
 ‚ ‗ 圏”∕₰₪∙ Ό ‴ 交 ’‘₀ うΉ

京∕₰₪∙ 会ῌ₀  ∕₰₪∙‗” ₀ ↨⌐₰≥≥╒₰‖
 ⁴‗‗‾‚ 地 ‖‾∕₰₪∙ 会₀ 催 ∕₰₪∙‗”

₀ ‒。
10 01 Ὸ„ ” 例 会 ₀  ⁴ ‗‗  ∕₰₪∙

‗” ₀ ‚  ’ 報 供₀ い ∕₰₪∙” 出 Ό向  。

各-`ש 出 や∏╒√∆╒₯” 備₀ ϴ 大 ₒₓ↕∕⅜₯∞ン⅍₮₰Ω√”利便 ║信 ”向 •≤ン⅔ン
‚充  ⁴。 ₧₪₰⅍削 ₀ ⁴‼ ‚   大 ₒₓ↕∕⅜₯∞ン⅍₮₰Ω

√” ₀ 始 。 ” ‗‚₮₰Ω√”利 Ό増え 報 信Ό
充  。
Wda€ₐ⅍₀効 ‚  ⁴‼”基 ₀  ⁴‼ HS

企 ‗”↨⌠₯ₓ₦⅍₀₰₿╒⅍  利 ” 場‚ ‒₪ンΩン℗‚–い
― ₀ い ₪ンΩン℗” 作 ‚  。 11 中‚„

₀ ‴え 基 ₀  ⁴ ‖あ⁴。
‴ 任 ‗ ―  ―い⁴外 ” ‚⁴ ₀  RC₀

  報₰₿№↔” 向 ₀ ‒。

a-外国” 報 報←ン↔⌐№⅍ ₒ ϴ 大 Wda∆╒₯ ” ”€−╒⅍‚  ⁴∆╒₯‚–い―
ₓ↕∆╒₯”作 ║ ₀効 ║ 向῾” 報‗ ― ‾‹ ‚    報 信” ₀ ‒。‴ 外
効 ‚ ⁴ ₀ Ὼ Ὼ   ║ 外向῾ 問 ” ₀含› ” ” ↕≥╒↔₣ₐⅎ₀
’‾”Ὸ  ⁴ ‗‚国 作   国 報”充 ₀ ‒。

報”充 ₀ ⁴。
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― 地域 会や 員 ‚向῾ 多 ‴ 保 ‚  ―„ ₀わῸや ῼ  ⁴‼”≥╒↔⌐
ῼ” 報₀ ‖わῸや い ‖ №⅍₀作    ⁴‼” 備₀ ‒。

‚ 供 ⁴。 ' 11 ‚ 付 (
 ‚ 入 出 ‚加え ” ₀ ‴え ” 会
” ‚–い―‾ 四半 ‚ 員会‚報告 。

ת 08 ‚ ”‼ 10 „ 報 供₀ ‚ ⁴‼ 公 ” ‗’⁴ 報‚–い― ‚ ║
’  保存 。

ₒₓₐ⅍

ₒₓₐ⅍
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║ 価 • 報 供‚  ⁴

 ‚ 価委員会” 員 1/ ‚–い―‾ ” ║ „大
῏ 05 1/ ῐ ”中 •中 ‗ ’ Όあ⁴ ‗Ὸ 各 ”副
ר 人化”∞≥№⅍₀   大 営” 化’‘₀   ₦≤₰” ‗ ” 価‚ ”あ⁴ ‗ 。 07
人 ” ‖” あ⁴ 員 価制 ‗ ―„ 06 ‚ ‚  ⁵基 ₀基‚
ש 国 大 人” Ὸ⁵―い⁴ や 件 ₀ ‴え 大 営₀ ‚ ‼ 企 会 価委員会‖ ₀ い ║ 大 ” 動” 向 ‗
⁴‼” 々’ 夫 化₀  Ή 大 ‚ῷ῾⁴ 員”個人 価”基 ῌ₀‗‴‗‼。

08
║ 価

○ 価体制 ”
05 ‚„ 各副 ║ ” ⁵⁵‚ ‗ 任₀付   ○各 ‚ῷ῾⁴OCB@€ₐ₦⌂” ”‼”
‚向῾ 動 付῾₀ え 各 Ό企 ║ 執 ║ 価 Ή ῌ並•‚各副 •各 ” ‚  ⁴Ή ῌ‚ῷい―

善₀ い 主体 ‚  ⁴う‚ 。‴ ” 価 ‗ 員Ό一体‗’‒― • 営”両 ‚ῷ῾⁴大 営‚  ⁴企
善 ‚  ― ” ‖全 ’ Ὸ ‚ ║ 価 ⁴‼ 価委 'O( 執 'C( 価'B( • 善'@(‚ ⁴‗‗‾‚ OCB@€ₐ₦⌂‚ ‒―

員会₀   ” 価制 ₀   ―い⁴。 ₀効 ‚ う体制₀ 備 ⁴ ‗‚–い― ”‗ῷ  。
06 „ 価 ₀ 善‚ •–῾⁴‼” ‗ ― 05 ” ║∕⅜₯∞ン⅍₮╒⅍‚⁴
” 善 ‚–い― 価委員会主体‖全 ‚₈ン₨╒⅍ ‚ 大 営‚  ⁴企 ║ 執 価 • 善”‼ 具体” 営℗╒⌂

わ‒―い⁴ 員 0// 主 ” 員 2// ₀  。 ‗ ―Ή 大 ∕⅜₯∞ン⅍₮╒⅍ῌ₀ ║   報
₈ン₨╒⅍” 営”問 ‗ ― • ” ‚ῷい― 07 Ὸ •
ר ‗ ” Ὼ‗ ₈₦₮≡ン↨≤ン” ₀   07 ‚„報告会₀ 催 。
ש ‗ 任 • ”  ⁵‚ ℗╒⌂” Ό ‖Ὼ ‗Ὸ Ὼ い―
各ת ”≥╒⃰╒₮№↨ 会 人 圏
װ ‗” 付῾ 05 ” ‚–い― •国 協力 ” ” ₀ ‼。
ױ 価‗ • ” ║HRN8//0₀  OCB@€ₐ₦⌂”
各ײ ║₲ン₿╒” ” や ”問 ‖„ 06 Ὸ ‖HRN8//0” 入‚  ‹ 06
各׳ 互” 07 ‚  ₁ Ό ₀   HRN8//0”品 ∕⅜₯∞ン⅍₮₰Ω
各״ ‗ ” √₀   ” 善₀ ‼―い⁴。 Ὼ Ὼ ‚ ₀  ―い
ᴀ 営” 効 ‗ 問 ‚–い― ⁴ ‖‾ HRN8//0”勉 会’‘” ₀   全体‖ ₀  。
ᴁ₪∙≈⅔₨╒₮≡ン •全 ’→₯≡ン共 ” ‚–い―
” Ό Ὸ•あΌ‒―Ὼ。中 „ ‖あ 初 ‚中

₀  ⁴‼” ₀ 出  ‗‖ 中 ” ‚向῾― Όあ‒‗ ○ 価” ” ║ 価₮₰Ω√” ║   OCB@€ₐ₦⌂”
え⁴。
‴ 国 大 人 価 価 ║ 価‚包 ‚  ⁴ 価₮ Ή ║ 価ῌ

₰Ω√” ‚向῾ 効 ’ 価 動₀  。 人 価 ‗ ―„ ║ 08 ‚„ 07 ‚  Ή ║ 価ῌ ”う 個人
” 価℅ₓ№₦₮╒⅍‚⁴ 価„  ―   05 ” ₀ 価‖あ⁴ 員 動 報告” ‚–い― Ή 大 ‚ῷ῾⁴ 員”個人

‴えΉ ║ ῌ”作 „ わ’い ‗ 大 営 ₀  ⁴‴‖ 価”基 ῌ 08 04 会║ 員会 ‚基—Ὼ各
” „Ή⌠₧║↔⌐╒√ῌ”作 „ わ’い’‘修 ₀加え 効 ’ 価 動₀ Ό   価 ₀一 ‗ ―   各 ‚ῷ῾⁴ ”参 ‗ 

 。 ⁴‼‚ 付 。
07 „ ∕⅜₯∞ン⅍⌐→≈╒体制” 備‗ ― ₀ ‗  ║ 1/ ‚„ 各 ” ║ • ” ₀ ║ 価

║副 ₀ 員‗  会 ₀ 07 00   06   営協 会 外委員” 価₀ ῾― 善‚ Ὸ Ή ” 価ῌ₀
” 価 ₀ ‴え 07 ” ₀  ⁴‗‗‾‚ 中   ‚ῷ῾⁴OCB@€ₐ₦⌂” ₀ ‒。

• ” ‚向῾―”問 ₀   ₀ ”うえ
会 員₀  ― 善 • ” ‚–い― 各 周  。
‴ 価委員会Ό大 価‚  ⁴ ₀ い ‚国 大 人 価
価 ║ 価 ” ₀ ‒―Ὼ ‗Ὸ 報告 •

価報告 ” 出 Ό ‖あ⁴ ‗ 価 ” ₀   委員
”任 ₀ Ὸ ‗ 。
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Ή国 大 人 価ῌ –” 報 向῾ 報 ΉGT,rsykdῌ 員向῾ 報 ΉGT,Hmenql`s
║ 08 ‚„ 07 ‚  Ή国 大 人 価‚   inmῌ 保 向῾ 報 Ή 大 ῌ ₀創刊   ‹や ῼ‴
║ 価ῌ ‚ ‒― 価委員会‖ ₀ い 例 作  ―い⁴ 価 ”  ‹や い 報 ‗ 。 08 ‚„ ΉGT,imenql`sinmῌ₀   
  •Ή国 大 人”中 ” 価” ‚–い―ῌ”作 ‚ 営 Ὸ” 報₀一元 ‚ 信 ⁴冊子Ή 大 信║ 大人 信ῌ₀

₀ う’‘ ₮₰Ω√” ₀  。 回   報共 ₀  1/ ‚„ Ή 大 ῌ” 回 ₀
‴ 1/ ‚  ⁵⁴ 人 価”う 大 価║ Ό  ’ 報 供並•‚保 ‗” 化₀ ⁴ ‗₀ ‚ 回‚

 ⁴ ” ” 価‚  ― ‖” ₀ ‼⁴‼‚ 大 価║ 変  ⁴’‘ ‚  ―  ₀ い 充 ₀ ‒―い⁴。
Ὸ ₀ い―ΉΉ中 ” 価ῌ‚ῷい―  ⁴ ║

” ” 価‚  ⁴ 会ῌ‗  ― 会₀ 12  ⁴‗‗ ○₤∩ン←₰℗₈╒
‾‚ 価委員会‚⁴勉 会₀ 0/ 12 15  。 地域 ” 報 信 ”一–‖あ⁴₤∩ン←₰℗₈╒‚–い―„ 0
║ 1/ ‚„ 国 大 人 価‚   ║ 価‗ ― 半 3 4 ‚₰₿╒⅍  08 ‚127回”₣ₐⅎ₀ ‒。
‖ • ” ₀ 員会‖   善₀ ⁴ ‗‚ 07 ‚問 ”  ₀ い 08 Ὸ„₤∩ン←₰₣ₐⅎ‗

OCB@€ₐ₦⌂” ₀ ‒。  ―≥⅔≈╒₈⌂  地域 ₲ン₿╒‗ 合博 Ό  ―  ⁴ ‗‗
 。

Ή 価ῌ ’ῷ ₤∩ン←₰℗₈╒ 外”大 ‚–い―‾ ῾付῾₀ ‒―
║ 08 ‚„ 中 ‚ ⁴ 価” ‗ 価‚ῷ῾⁴ ₀ い⁴。
  互  ⁴‼” ₀  ⁴‗‗‾‚ ‖”問 ₀ い出 

”原 ₀  。 ○ 子 ” ‚⁴ 報共
║ 1/ ‚„ 価‚   ║ 価‗ ― 大 ‚ ⁴基 大 営‚  ⁴ 報” 員”伝 ₀ ”各 ” 会 ‚
 ‗‚各 ‖ ║ 価₀ い 善₀ ⁴ ‗‚ OCB@€ₐ₦⌂” ⁴ 員”伝 Ὸ ‼ 子 ₀   員‚ Ὸ–

₀ ‒。 ‚伝え⁴ ‚ ‼⁴ ‗‚ Ή→₯≡ン共 型 営ῌ₀  。

○ 制 ” ‚向῾ 修” ○∏╒√∆╒₯”充
║各 ‖” ” ‚向῾― 員‗” ‚ ’ 価 ‗ ―”₰ 大 入 去問” や↕⌠₧” ⅔≈╒₱⌐₿╒や 向῾←ン↔
₤⌂ ₀ ‗  価 修₀   参加 ” ‚–い―₈ ⌐№⅍” 刊’‘ 各 Ό ‚  ―∏╒√∆╒₯や出 ₀ 備 
ン₨╒⅍ ₀ ‒ 修 „ “  ⁵―ῷ ” ‚ ’ 報 動₀ ‒。
 ⁴ ‗Ό‖Ὼ。 ‴ 全 公 Wda€ₐ⅍” ‗ ‚–い― 報 ‗国
║各 ‖” ” ” ‗₤∩≥₈₰₤⌂” ₀ ‗ 一 Ό ’ ₀‗ ≠╒₭→≥Ω₉や₈₦₲₮→≥Ω₉Ό ‚増 

価 修₀   参加 ” ‚–い―₈ン₨╒⅍ ₀ ‒ う ⅍№↨∆╒₯ ”℮₭ₐン”  ₀ ‒。
修 „ “  ⁵―ῷ ” ‚  ⁴ ‗Ό‖Ὼ。 ║ 1/ ‚„ €ₐ⅍‗ €ₐ⅍ ‖ ₪ンΩン℗” ’‘‖

₀ ‒。‴ 大 ₒₓ↕∕⅜₯∞ン⅍₮₰Ω√” 備‗合わ ― 各
報 供 ”₪ンΩン℗や 体制” 備Ό ‚ ₁。

○ 報₣ₐⅎ≤ₐン”作
外‗” 報₪∙≈⅔₨╒₮≡ン₀   員║ ”≠⅔ↄ╒₮Ω₉ ○ ’ 報 供

║₈ₐ℮ンΩ₉Ω₉₀ ‼–– ‚ わ い↕≤ンⅎₐ∞╒₯₀  ⁴  ║大 Ὸ ‚ 各 ←ン↔⌐№⅍₀ 付 ⁴場合 到 ₀ ‼ 合わ ―
‗₀基 ‗ Ή 報₣ₐⅎ≤ₐンῌ₀ 07 ‚作  。 全 ” ” ₀ ⁴‼‚ Ή 大 便ῌ‚⁴ ₮₰Ω√₀
‴ ₣ₐⅎ≤ₐン‖„ 各 ”効 化” ‗ ”↕≤ンⅎₐ∞╒₯ ║  。
” ” いῸ 報 動全 ‚わ⁴共 ‗ ―‾  。 ║↨⌐₰≥≥╒₰₀ ‚ い ‚  ― 国 ‗   外

‚ῷ῾⁴ 報 動や 京≥ₔ₵ン₡↔₉₰₀   圏‖” 報 動₀
○ 報 ”充  。

05 „ 国 大 人 大 ” ₀OQ ⁴‼‚ ” や中  ‚ ‗ 圏”∕₰₪∙ Ό ‴ 交 ’‘₀ うΉ 京
║中 ’‘₀わῸや ῼ  Ή 人←ン↔ῌ₀作   ῼ ∕₰₪∙ 会ῌ‾ 京‖  。

‚  。
‴ 会 地域 •企 ₀主’ ‚  Ή到 ῌ •Ή ῌΉ ῌ ת ║ 価” ‖ 中 ║中 ₀変  場合„ ”

Ή 会 ῌ₀中 ‚  ” や ” ‚ ₀ いΉ ῌ‗ •
’‘”℮╒₿ ₀ ‼Ή ῌῸ  ⁴ ’Ή大 ῌ₀作  

ῼ ‚  。 1/ ‚„ Ό   ‗Ὸ ₪ ”中 ║中 „ 会 や 員会‖ ₀   中
ン₲↨⅍や₤∩№℅↔⌐╒₱₀ ‼― ” ’  ₀ ‒。 中‚ ‗  ‼ 中 ║中 ”変 ” „’
 ‚ 報 ‗ ― ῼ  ⁵―ῺΉ 大↔₠╒≤√ῌ₀ 05 い‗ え― 中 ║中 ”変 „ ―い’い。
‖ 刊 ⁴ ‗‗  06 Ὸ ₰Ω╒₦∏⌂⃰╒₀ ‚ 
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共 ‚ ⁴ ‴ 大 •≥╒↔⌐№⅍₀≥⅔≈╒₈⌂ ⁴‗‗‾‚ ‚
῏ 05 1/ ῐ 大 ” 報−₰₿╒‗ ↔ₓ₈ ”↕╒₰‖使  ⁴‼”₰₦≥╒ン₀作

║ 価 • 報 供”  。
○ 中 ║ ” や ║ 価”作 ”効 化Ό ⁵―い ║ ” ‚–い―„ わῸや い ‖ 報₀ 供 ⁴‼‚Ή
⁴Ὸ。 報告 ῌ₀作   ‚  ⁴‗‗‾‚Wda∆╒₯‚   外‚
○ ” 効 ‚⁴中 ║ ” ║ 価” 向῾― ’ 報”公 ₀ ‒―い⁴。‴ 向῾‗ ―03/ ‚ 
作 ”効 化‚向῾ 報告 ₀Ήい⁶„ῌ‚   公  ―い⁴。
║ ”ↄ≤ン₰║₰₪₈₢╒ⅎ” ₀  Ή 大 ₮╒⅍ῌ○ 前” ” 価 ‚–い― 営‚  ―い⁴Ὸ。
”共 ↔₠╒∕№⅍₀作   ‴ ₮╒⅍₀ ” ‚‾ 06 ‚ ⁴ ” ‚  ⁴ 価 ῍各 価 動”基 ‗’⁴
い⁴う‚ ⁴’‘ 価作 ”効 化₀ ‒。 員 動 ℮╒₿∂╒₰‚–い―„ 員”℮╒₿入力 向 ‚向῾一 ”
║ 員個々” 動 ” ║ 価₀基 ‗ ⁴ 員”個人 価‚ い⁴ 員 Ό ‼⁵⁴。̓́ ‚  ―„ ” ‚  ‹ 善‚  。
動 ₮₰Ω√” 修₀ い 前Ὸ ‒―い 大 • ║ 会 ₀  ― 員 動 ₮₰Ω√”Ή 員 動報告

合℮₉⌐₦⅍≥” 報 供”ほῸ Ήい⁶„ῌ₀  ―”⌠₧ₐ ῌ”↔₇ₐ⌂出力 ” ₀周  ⁴‗‗‾‚ 員”入力 •各
ン ₮ン₧⌂€ₐン₡ン ║ ℮╒₿”bru  ‹’‘   利便 ‚ῷ῾⁴一 ”利 ₀  ―い⁴。
Ό向  。 例‗ ― 合 ║ 合 ‖„ ║ 価報告 ₀

報‗いう ‖公  ―いΌ 07  員 動 ₮₰Ω√₀
○ 報公 ” Ό ⁵―い⁴Ὸ。 利   ’ ║ 価報告 ₀作  ⁴ ‗‾ ‗  会 •
║ 報公 ‚–い―„ 大 全体‚–い―„ 報 ‴ 入 • 子∞╒⌂ ‚ 員‚  入力 ⁴ ‗₀  。
║ ‚–い―„ 報公 制 ‚–い―„ Ό⁵⁵中 ” ほ‗₁‘” 員Ό入力  08 ‚ ║ 価報告 ₀
‗’‒― ₀ ‒―い⁴。 刊   公  ―い⁴。

║ 08 ‚ῷい―„ ‖公 ₀ —῾⁵―い⁴ 報” 供₀ ‚  合 ‖„ 07 ‚任 Ό 了 ⁴ ‚–い― 員
⁴‼ 公 ” ‗’⁴ 報‚–い― ‚ ║保存║ ₀ い 公 動 ₮₰Ω√₀ '入力 86 ( ― 価  任 了 ” 価₀  
 。‴ ” 人 ‚–い―” 報₀  Ή 人 ↔₇ₐ⌂ ῌ 。
‗ ―公  。 ║ 員 動 ₮₰Ω√‚–い― Ή入力 や いῌ
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○ 報公 ” Ό ⁵―い⁴Ὸ。 ○ 前” ” 価 ‚–い― 営‚  ―い⁴Ὸ。
○ ”公 ║ 06 ‚ ⁴ ” ‚  ⁴ 価 ῍各 価 動”基 ‗’⁴

前” ₀≥⅔≈╒₈⌂  ₀充    ₀ 員 動 ℮╒₿∂╒₰‚–い―„ 員”℮╒₿入力 向 ‚向῾一 ”
‚公  。 Ό ‼⁵⁴。̓́ ‚  ― ” ‚  ‹ 善‚  。

║ 員 動 ₮₰Ω√”℮╒₿入力” • ₮₰Ω√”℮╒₿₀
○ ” ’ 報 供 い 報Ή ῌ” 充 ₀ ⁴‼ 入力₀ ‒
一 ‚„ Ὸ—い‗ ⁵―い⁴ 報₀ 10 ‚ῷい―„ 営 ║ ℮╒₿”入力”‹’  各

協 会” 外委員” や ‾参 ‚ ’  ‹‗ ―₰Ω╒₦∏⌂⃰╒ ”℮╒₿₀含‼℮╒₿”一  ‹₀ い ℮╒₿”充 ₀ ‒
” ‚   ‖ Ὸや い 報 供₀ ‒。 。
║Ή 大 ↔₇ₐ⅓ン₰₢↔ₓῌ” 催 ₰Ω╒₦∏⌂⃰╒  ‚ 員‚ ⁴ 入力₀ ⁴ ‚ 一 ⌠₧₈ₒ⅍ ― ” 員”

” ’₰Ω╒₦∏⌂⃰╒‖あ⁴ ‚   ‚ 報” 供║ 入力 ‚⌠₧ₐン    Όあ‒‼ ⌠₧₈ₒ⅍  ‚  え⁴
” 会₀ ῾。 修₀ ‒。 ⁵” ‚ ℮╒₿入力 „大 全体‖82-8 ‚  。
企 ₀  ⁴‚ ‒―„ ‚ や←ン↔⌐№⅍₀作  一 ‚ 報₀
供 ⁴‗いう „ ῾ ” ₀ ‼ ‴ や 問₀ῼ‹ や い‾

”‗ ⁴‼ ”卒 ‖あ⁴ 員Ό ” ‚ ‒― ₀作  
地 ”₢↔ₓ‚ῷい― ‖ 会₀  。
”作 ‚ ‒―„ ” ₀   や ” ₀ 一人

あ‚    ⁴’‘ ”  や  ‚  。
„ 4/ ₀ え⁴ Ό参加  Ὸ” ‖ ’ ‾あ

” 営‚‗‒―‾ ’‾”‗’‒。
║̓̀ ⌐−╒⅍1//8῎” ₰Ω╒₦∏⌂⃰╒ 保

‗ ‚ ’₰Ω╒₦∏⌂⃰╒‖あ⁴保 ‚  ―‾ 10 Ὸ
‚ ” 報 信₀ 始 。
῍ ⌐−╒⅍1//8῎₀作   ’ 問‖あ⁴Ή ”使 ῌΉ 国
” 入 ῌΉ外 ” ῌΉ ῌ ‚–い― ΉわῸや  ῌ

‚   ” ‾ ‚₧≤↔化 ―  ₁。
‴ ‚あわ  Ή ῌΉ ῌΉ 会 ῌΉ ῌ” ‚ῷい―

” ’  ‹ ‾写 ₀  ―  ⁴’‘ ‗ 動 Ό
‖Ὼ⁴う  。

║̓̀ 報告 @MMT@K QDONQS 1//8῎” ₰Ω╒₦∏⌂⃰╒ 一
” 借 や ₀前 値‗   国 大 人 ”会 処

‚ 因 ⁴ ” ‾交え⁴ ‗‖ わῸや ῼ ₀  ⁴‗‗‾
‚ Ή ῌΉ ῌΉ ῌΉ 会 ῌ” ‚  ⁴ ‾交え’
Ό ” ’ 動 ₀  ⁴ ‗‖ 報 信₀ ‒。 ‚ Ή
大 ”€−╒₿╒”∞№₲╒₯ῌ‗ ― ῼ ” 営‚協力‗ ₀ ‼⁴
‗‗‾‚ Ή 大 基 ῌΉ 大 ⌐₯℮ン⅍⅞ₒ₰ 基 ῌ‚–い―
” 報₀  › ‗‖ 基 増加₀ ‒。
’ῷ Ή 報告 ῌ„ 冊子体‖作   各 ‚  ⁴‗‗‾‚ Wda

€ₐ⅍‚‾   ῼ 報 ―い⁴。

○ ’ 報 供
↨⌐₰≥≥╒₰₀ ‚ い ‚  ― 会や 京₡↔₉₰₀
  報 動₀  。
 ‚ 10 01 Ὸ„ ║ ║ ⁵₀   会 ‚–い

― ‚伝   動” 化‚ ‼⁴‼‚ 例 会 ₀ 一回
 ⁴’‘ ’ 報 供₀ ‒。
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Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
(4) その他の業務運営に関する重要事項
① 施設設備の整備・活用等に関する目標

中 ר 全₤∩ン←₰₀包  全 ” 備基 ₀   各₤∩ン←₰” ₀ Ὸ  備₀ ‚  ⁴。
期 ש 基 備 報 信基 ║ 報 境 交 ₀ ‚ 備 ⁴。
目 ת 会‚ Ὸ⁵  ῼ ’₤∩ン←₰₀  ⁴‼‚ 全 ₈∞⅔Ω₉ 境‚十   ” 備║ ₀ う。
標 װ 備”一元 ₀ い ⁵”効 ║ 力 利 ₀  ⁴。

中 10 ”
中 中

῏66ῐ 1/ ”

῏ ” 備‚  ⁴具体 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
ῐ ║交 備 ‚基—Ὼ 場║ ” 備₀ ‒。

ר 員や 外 ”利便 ║ ║ 全‗ 境‚   境 備‗ ― 地 ” •
全 ‚  交 備 ₀ 地 ”中║ @” 修₀ ‒。 ‚ῷい― ₔ⅜ 器║

  備₀  ⁴。 ₀ ‚使  。
‴ ” 善‗ ― ₤∩ン←₰”基 ”

ש 全‗ 境‚   各₤∩ 修 ₀ ‒。
ン←₰” ₀ Ὸ  ║ 報₲₤≈≥Ω₉‚優⁵ 報 信基 ║ 境 報 器₀ 備充

境 備₀  ⁴。  ⁴ ‗₀ ‚ 報 信 GHMDS1//6” 備 子
₮₰Ω√” •全 報共 基 ₮₰Ω√ 子 ” 入 

ת   ‚ ₀ 始 。‴ Ή 大 境 備 ‚  ⁴基
  備 会 動 ῌ‚基—Ὼ Ή 報∞℮₉₈ ₲ン₿╒ 子 ₮₰Ω√ῌ”

” 備₀  ⁴。 ₀  。
║ ‚ 子 ₮₰Ω√₀    ⁵₀ ‚利  ⁴ ‖

װ 報₲₤≈≥Ω₉‚優⁵ ’ 善‗₲₤≈≥Ω₉₀ 保 ⁴ 加 ₀ῷ ’‒。
報 信基 ║ 境 報 ║ 報∞℮₉₈ ₲ン₿╒ ‗   11 ‚ 入 ⁵⁴

器₀ 備充  ⁴。 ←₴₪ン₀ ‚  ⁴ ” ║ 境 備║利 体制’
‘‚–い― ₀固‼。

῏66ῐ 10 ”

῏ ” 備‚  ⁴具体 ῐ
ר ‚  Ή 備₧ ϴ ϴ 交 備 ‚基—Ὼ ₤∩ン←₰‗ ₤∩ン←₰” 場” 備‗
≤ンⅎ℮₭ₐンῌ‚基—ῼ交 備  ―11 ” 外 備₀₀ ‒。
₀ ‴え 備₀  ⁴。  ⁵‚ Ό’ῼ’ 夜 ” 全 ‾ 善 ⁵。

ש 全‗ 境‚   ₤∩ン←₰” ϴ ‚ῷい― ” 修 ₀ ‒。 備‚ῷい―
₀ Ὸ  境” 備₀ 全‗ 境” ‗ ― ”向 •外壁” ” 善'∆₈₣≤

 ⁴。 ₰” (₀ ‒。

ת   ” 備₀  ⁴。 ϴ 善 備‗ ― 会 ” 外壁 修 • ”
修 ₀ ‒。
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Ⅰ 業務運営・財務内容等の状況
(4) その他の業務運営に関する重要事項
② 安全管理に関する目標

中 境保全 ‚基—Ὼ 中║ ‚ ‒― ” 全 ₀  ⁴‗‗‾‚ 全 ”≥₰₦∕⅜₯∞ン⅍体制₀充    ₀  
期 ⁴。
目
標

中 10 ”
中 中

῏68ῐ 1/ ”

῏労働 全 ₀ ‴え 1/ ‚ῷい―„ ” ₀  。
全 ║ ‚  ⁴具 ║ ‚⁴ ║ ₀   々”問 ₀  

体 ῐ  ‗₀ ῾ 各 委員会‚ῷい― 善 ₀協   ‚  ―” 善
危ר 品 ” ₀ ‒。

処 ’‘ 員並• ║ 品 ₮₰Ω√” ₀ う‗‗‾‚ ₮₰Ω√ 入 会₀ ―全
‚周 ” 全‚ わ⁴ 働‚ ‒。
” ₀ ‚  ― ║各 ‚ῷい― ₀  ⁴‗‗‾‚ 地域‗  初
’ 全 ║ ₀ 会 ‚‾参加 。
 ⁴。 ║OQSQ ‚基—ῼ ₀   出₀ ‒。

’ 処 ” ₀ ⁴‼ 含 品”全 一 処 ₀  
”₰←各₤∩ンש ∕⅔≈₈ 。
⌂‚基—Ὼ 地域‗‾   ║ 境 全₲ン₿╒‚ῷい―„ 外 委 ‚ ”処 ₀ う‗‗‾

₀  ⁴。 ‚ ₀ ‗  会₀   処 ” ₀ ‒。
境 • 全‚  ⁴ ‗ ―Ή ”≥€ₐ₦⌂ ” ῌ₀

ת 化 ” Ω╒∕‚ ₀ ‒。
境” 出 ” • ‴ 境 ‗ 全 ₀ う ‗ ―Ή 境 全 ῌ”
” 善” ‚  ⁴ ₀  。

’‘” ’ 処
” ’ 全₤∩ ῏68ῐ 10 ”

ン←₰₀  ⁴。 ῏労働 全 ₀ ‴え 全
║ ‚  ⁴具体 ῐ

Ήװ 境 全₲ン₿╒ῌ₀ ‗ 危ר 品 ” ϴ ϴ ‚⁴ 回” ‚⁴ 回”
 ― 大 ” 境 ‗ 全 処 ’‘ 員’•‚周 ” ₀   全 ” ₀ う‗‗‾‚ ‚   ‚  
₀充  ⁴。 全‚ わ⁴ ” ₀ ⁴ 善 ₀  。

‚  ⁴。‴
” ₀   

’ 全 ║ ₀  
⁴。

”₰←各₤∩ンש ∕⅔≈₈⌂‚基— ϴ ‚⁴地 合 • 任 ‚⁴ 合
Ὼ ₀  ⁴。‴ 地域‗‾ ₀  。‴ Ό主催  合 ‚ • 員‖参加 

  ‾ う。 。
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③模範的なキャンパスの実現を図るた Ⅲ PRTR法に基づく調査を実施し，データ集計・分析の上，広島県環境県民局に
め，ＰＲＴＲ法（特定化学物質の環境へ 届出を行った。
の排出量の把握等及び管理の改善の促進 石綿を含有する実験機器等の全学一斉処分を実施し，適正な廃棄物処理を図
に関する法律）等の遵守，適正な廃棄物 った。
処理の徹底等を全学に周知する。

④環境安全センターにおいて，継続し Ⅲ 実験廃液処理を外部委託契約し，計画に沿って処理を実施するとともに，実
て実験廃液の処理を含めた環境管理並び 験室の管理者，廃液担当者，部局の廃液回収関連事務担当者を対象とした「廃
に学生及び職員の安全管理に関する専門 液回収システム講習会」を年４回実施した。さらに，廃棄物のリサイクル促進
的業務を行うとともに，環境及び安全に に向けた新しい分別ルールを定め，廃棄物の減量化，資源化に務めた。
関する教育研究を行い，大学の環境管理 安全管理では，ドラフトチャンバーの全学一斉点検を行い改善を図った。
と安全管理を行う。 環境及び安全に関する教育研究として，総合科目や工学部，工学研究科にお

いて環境関連の講義を行うとともに，リサイクル技術，水処理，生態系創出等
の研究を行い，環境及び安全管理に努めた。

【80】 （平成20年度の実施状況概略）

【学生等の安全確保等に関する 平成20年度においては，以下の事項を実施した。
具体的方策】 ・化学実験等に携わる学生等を対象に，廃液処理に関する講習会を実施し，環
①廃水廃棄物処理に関わる環境 境に関する教育を推進した。
教育の徹底を図る。 また，排水異常発生時対応マニュアルを作成することにより，構成員および

周辺住民のための安全対策を推進した。
②防犯及び安全の管理，診断， ・薬物乱用や破壊的カルトなどの内容検討に必要な学内外からの情報収集を継
点検マニュアルを作成し防犯対 続実施した。このうえで，学内各部門の事情や年間に生じた社会問題などを踏
策を進める。 まえて，冊子は内容をタイムリーなものに改訂した。また，本学Webページに

「学生生活の手引」の要点を通年掲載した。
③危険薬品類の取扱いや室内環 なお，Q&Aの作成については，平成21年度に仕様が大幅改訂される「もみじ」
境衛生対策などの安全教育を徹 に掲載する「学生生活の手引」の内容充実を優先することとし，Q&Aは当面作
底する。 成しないこととした。

・リスクマネジメント体制の充実に向けて，それを支援する環境安全衛生室の
④情報セキュリティポリシーを 設置を決定した。
策定し，それに基づいた情報セ また危機管理基本マニュアル改訂版(1.2版)を発行した。
キュリティ対策を実施する。 危機管理マニュアルを整備し，緊急連絡網の見直しを行った。また，海外派遣

中の旅行事故対策費用の管理・運用を継続して実施した。
⑤教職員及び学生に対する情報 学生を対象に年２回，教職員等を対象に年３回の安全衛生教育を実施し安全確
セキュリティ教育を徹底する。 保に努めた。

また，当初計画に加え，安全教育を推進するため，安全マニュアルの改訂を
行った。
・情報セキュリティ対策の実施状況の点検に基づき，情報セキュリティポリシ
ーの見直し強化及び新たな情報セキュリティ研修の実施を行った。また，情報
セキュリティポリシー及び実施手順等の周知徹底の義務化を情報セキュリティ
委員会で承認し実施した。
・情報セキュリティ啓発活動として，啓発ポスターの作成と掲示，セキュリテ
ィ対策冊子の配布，新入生推奨PC購入時の取扱説明会，教職員を対象とした情
報セキュリティ研修，新入学生への情報関連授業などを継続的に実施した。ま
た，新入生全員に情報セキュリティ教育を実施した。
・入学後の「学部ガイダンス」において，「情報メディア教育研究センターガ
イダンス」として新入生全員に情報セキュリティ教育を実施した。
また，新入生に配布する「学生生活の手引」にも情報セキュリティ関連の情

報を掲載し，周知した。
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῏7/ῐ 10 ”

῏ ” 全 保 ‚  ⁴具体
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” ” 営‚  ⁴ ‚  ⁴

∏╒√∆╒₯や 子 ₀  ―全 員‚周  ―い⁴。 ‖”
῏ 05 1/ ῐ ₔ⅜ 動‚削  ⁵ₔ⅜⌂₥╒使 ‚ わ⁴ ”一 „ ‚ 元 
ר 人化”∞≥№⅍₀   大 営” 化’‘₀   ” ₀使‒― ₔ⅜ 器” 入’‘ ’⁴ₔ⅜⌂₥╒ ”削 ₀ ‒
人 ” ‖” あ⁴ ―い⁴。

”ほῸ ”う’ ‹₀  。
ש 国 大 人” Ὸ⁵―い⁴ や 件 ₀ ‴え 大 営₀ ‚ ║ ≥€ₐ₦⌂₮₰Ω√
‼⁴‼” 々’ 夫 大 ‖  ⁴割合Ό い ₪↓╒ ”再 化‚  ₁‖い⁴。₪↓╒

’₤∩ン←₰” ₀ ” ‗„ ‚回   ‚ 場‚ ⅍ₐ⌐№⅍∆
0(₤∩ン←₰∕₰₿╒↨≤ン” ╒←╒ ”‼”原 ‗ ―い⁴。  ⅍ₐ⌐№⅍∆╒←╒„ ”⅍

‖„ 全║₈∞⅔Ω₉ ║ 境 ‚‾   各₤∩ン←₰” ₀ Ὸ  ₐ⌐‖使  ―い⁴。
 ’₤∩ン←₰” ₀  ― ” ‚ い ∕⅜₯∞ン⅍会 ║ 境‚   Ή 丸ῌ”
Ό各₤∩ン←₰”基 ” ‚   07 ‴‖‚„ ₤∩ン← Ή 丸ῌ„ 中国║四国地 ‖„唯一”国 大
₰ ₤∩ン←₰ • 千 ₤∩ン←₰‚ῷ῾⁴ 備基 ₤∩ン←₰ 人Ό  ⁴ ‖あ 07 00 ‚ Ό  。 Ή
∕₰₿╒↨≤ン ₀   。 丸ῌ„ ” ₮₰Ω√ や ₣₰ ’‘Ό ’ῼ 境‚

1/ ‚„ ₤∩ン←₰”問 や ’⅔╒₱₀ ‴え ₀   や  いΉ全 ₮₰Ω√ῌ₀  ―い⁴。 ₮₰Ω√” „ 国 大
” 備や 営 ‚  ⁴具体 ’ ₀  ‼ Ή 備₧≤ンⅎ℮ 人 ”中║大型 ”中‖„初‼―‖あ 似” ₮₰Ω√₀  

₭ₐンῌ₀ ”うえ全 ‚周  。‴ ₤∩ン←₰” ₀十 加味   ‗ ―„ 国 ‖„ ‗’⁴。
”€ₐン₮₰Ω√₀   Ή 大 €ₐン₣ₐⅎ≤ₐン ₤∩ン ║ ” 利 ₮₰Ω√

←₰ ῌ‗ ― ‴‗‼ €ₐン ₀ ‖ ‚  ⁴ ‗‗ 。 ‖„ 器具 ” „ 012+/67l2    ” „ ”
0.1‚‾  ―い⁴ ₤∩ン←₰ 。 „ ‚使  化

1( あ⁴ 備 ₀ ‗ ― い―い⁴‼ ほ‗₁‘化 ₀含‴  Ὼ⁵い’
1/ ‚„ Ό保  ⁴ ₀  Ή 借制 ῌや ‖ ‚再利 ‖Ὼ⁴ ’ ‖あ⁴‗‗‾‚ ≥₰₦ ” Ὸ

境 備 ‚ ”‼” あ⁴ ‗ ―Ή ↨≤₭ῌ ‾ ‾含‼―回  ―い⁴‼ ” ’‘‚⁴化 ”
•Ή↔ₓ⅔№₦₰ ῌ” 備 ₀   備‚  。 11 や 境中” 出₀ ´効 Όあ⁴。

2 Ὸ  ⁵再利 „ 中 ‗ ― ₤∩ン←₰‚ 
⅍ₐ⌐”↔≤№₮ン₧ や冷 ’‘” 利 ” ”

2( 境” 善 ’‘‚‾利  ―い⁴。
存 ” 合い ₀   ║ ’ 境” 善₀ ⁴‼
‚ ←⅍⌠ ⌂ ₀   善 ₀ ” ” い‾”Ὸ 1( 境報告 ”作

効 ’ 修 備₀ ‒。 66 参ת ‴ 再 ‖„ 境報告 ”作 ‚あ ’⁴ 境報告 作 ₀ ‗ ⁴
修 ₈₰∂₰⅍ • 天 ” ’‘Ό 化 ⁵ ῾‖ わ ⁴”‖„’ῼ 大 ”使 ‗ ―” ‗ ₀  ― 大 Ό
‚  。 境問 ‚‘”う‚  ‹ ⁵₀  ―いῸ‚ 会‚  ―い⁴Ὸ₀‾

報告 ‗⁴あ‖Ὼ え 報告 ‖„ 境 ‗ 境 •” ₀
3( ” 効 会‚ 元 ⁴‼” 動‗ ― 境‚  ⁴ 会 ‚  ―多ῼ”∆╒₯₀

” ” 効 ‚–い―” „ 前Ὸ全 ”利 ₀ 割い―い⁴。
始  ” ₀ ‚ ║ 善₀ ‼ 効 ₀ ‼―ῷ ‖

║ ₀ ”うえ ₀ い ‚基—Ὼ ≥₰₦
 善勧告₀ ‒。 0(労働 全 ₀ ‴え 全 ║
‴ ₰∆╒₰ ₪₰⅍ ₦₡≥Ω₉” ” Ὸ ∕⅜₯∞ン⅍₮₰ 労働 全 ₀ ‴え 全 ║ ‗ ― 化 ₀使

Ω√₀ 入  ₪₰⅍ •₦₡≥Ω₉‚–い―„ 保全”‼全 営 執  ⁴ ”作 境 や作 場” 品 ₮₰Ω√” 入 ∕⅔
‚基—Ὼ ₀ ₰∆╒₰‚–い―„ 大 基 ' 基 ( ≈₈⌂‚基—ῼ ’ 処 ”‼” • ’‘₀

₀作   基 ‚₰∆╒₰” ₀ 始 。  。

境” 1( ” 全 保
0( 境 削 ” • 員 ” 全 保 ‗ ― Ή ” Ὼῌ”≥⅔≈╒₈⌂

”ₔ⅜⌂₥╒使 ₀∟⅔₿≥ン₧  全 ‗ ‚℮╒₿₀   動 やↄₐ₦‖  ⁴ ”‼”交 全 会” 催 ”
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員”‼” 員 修会” 催 危 品 ” いや 境   5億0+3//万 。
” 全 ’‘₀  。 Ή ↨≤₭ῌ‚„1 3 ‚ ₀„ ‼ ₤∩≥₈₲ン₿╒ ₈₦₲₮→

≥Ω₉₲ン₿╒ ↓₈║€−╒⅍⌂╒√ 保健 ₲ン₿╒∞ン₿⌂⇔⌂₰
2(≥₰₦∕⅜₯∞ン⅍ ║₢ₒン₲≥ン₧ 会 ’‘Ό 中  ⁵ Ὸ ‴

全 Ὸ≥₰₦₀ い出  危 体制” ₀ ‒。 08 ‖ 々’€−╒⅍Ό一₢ ‖ 供‖Ὼ⁴体制‗’‒。
‚„全 ”危 基 ∕⅔≈₈⌂ •危 個 ∕⅔≈₈⌂₀   全 ‚ ‴ „ や ” ₀ え 交 ”場‗ ― ‚  ⁴
周  ⁴‗‗‾‚ ’  ‚ ”充 ₀  ₀ ‒。 ‗‗‾‚ Ή ↨≤₭ῌ 営” ” ’参加₀  ― ₈⌂ↄₐ⅍

” 員” や ” 主 動” ’‘₀  ―い⁴。
3( 報₲₤≈≥Ω₉ ” ║ ” 備

員”啓 動‗ ― 報₲₤≈≥Ω₉ₐ∂ン⅍₀企 ║  ⁴ 国”Ή 2/万人 ῌ”一 ₀ う‗‗‾‚ 優 ’外国人 ₀ 保
‗‗‾‚ 員向῾‚ ” 報₲₤≈≥Ω₉−≥₮╒”Ή ῌ  ⁴‼ ” 備充 ₀喫 ” ‗  1/ ‚ ‖保
”全 ’共 ₀ ‖冊子‗ ―作    ⁴’‘ 報₲₤≈≥  ⁴ ₀  Ή 借制 ῌ” ‚ ₀ 保  7 ―”
Ω₉ ” ₀ ‒。 ₀ 備 。 全0// 3億2+4//万
‴ 員‚ ║ ₀ う 員₀ ‗  報₲₤≈≥Ω₉ 修 „ ₔ⌐∂╒₿₀ 備   個― ‗ うえ ∙⅔₤№℅ン

₪╒₰ ₀  ⁴‗‗‾‚ D,≤╒⅔ン₧‚⁴Ή₡ン≤ₐン 報₲₤ ↄ₰ ⅍ₐ⌐ や∂№⅍’‘” 具Ό備え付῾―あ ’
≈≥Ω₉ ῌ₀   報₲₤≈≥Ω₉ 体制” ’⁴ 化₀ ‒。 境₀ 供 ―い⁴。‴ 0 ‚„ ↄ≥₈↔≥╒” 体 Όい ‾1

備 ―い⁴。
ת ║ 価” ‖ 中 ║中 ₀変  場合„ ” ’ῷ 存” ” 備 ₀   10 修 ₀
•   14 ‚„ 備Ό 了 ⁴ ‖あ⁴。
員会‖” ” 全―” ║ ‚–い― 中 中‚ ║Ή↔ₓ⅔№₦₰ ῌ” 備

‗  ―い⁴ ‗Ὸ ‖„中 ║中 ”変 ” „’ ‚あ⁴ 場„ ”一 ” ₀ ‚ 作 ”
い‗ え⁴。 や ║ ”‼” ” 作加 ₀ ‒―い⁴。‴

‚あ⁴ 加 ‾ ‚ ” 作加 ₀ ‒―い⁴
װ 中 ” ‚向῾― Ό  ―い⁴ あ⁴い„  ⁴ῷ⁵Όあ⁴ ‼ 両 ₀ 合  全 ‗ ―Ή‾”—ῼ₲ン₿╒'仮 (ῌ” 備₀
場合‚„ ” • 外 因₀含›  ―い⁴。 ⁵‚ ”創 ║ 主 ’ 動₀   創 夫あ⁵

‖ת ῷ‗ 全―”中 ” ‚向῾― „  ―い’い。 ⁴人 ” ₀ ⁴ほῸ ”交 化や 員”₰₤⌂₈№↨‚
⁴ ”充 ₀  ―い⁴。‴ ‚ 営 ‗ 存 地

῏ 10 ῐ ₀全 ’₰∆╒₰‗ ― え 効 ₀ ⁴ ‖あ⁴。
ר 人化”∞≥№⅍₀   大 営” 化’‘₀   10 „ Ή‾”—ῼ₲ン₿╒ 仮 ῌ” ”一 ‗ ―1 ―”
人 ” ‖” あ⁴ Ή↔ₓ⅔№₦₰ ῌ₀ 備 。 0億3+8//万 0 „各 作加

器₀ 備 ⁴‗‗‾‚ 員Ό   器”使 ‚–い―€−╒⅍体
ש 国 大 人” Ὸ⁵―い⁴ や 件 ₀ ‴え 大 営₀ ‚ ‼ 制₀ え。1 „ ”交 ₰∆╒₰‗ ₀ 備 ―い⁴。
⁴‼” 々’ 夫 11 ‚ ” 加 ₀ 合  Ή‾”—ῼ
○ あ⁴ 備 ₲ン₿╒'仮 (ῌ”全体 備Ό 了 ⁴ ‖あ⁴。

1/ ‚  Ή 備₧≤ンⅎ℮₭ₐンῌ‚基—Ὼ Ό保  ⁴ ║Ή⌐₯℮ン⅍⅞ₒ₰║₩₰⅍⅞ₒ₰ῌ” 備
₀  Ή 借制 ῌや 境 備 ‚ ₀ 保  地域 ₀ う ” や ”地域” ‚–’ ⁴ ‗₀
” ‚ ‒ 備₀  ― ”‼” あ⁴ ₀ 備 。 ‗ ― ”あ⁴ ₤∩ン←₰‚6 ―” 修 Ή⌐₯℮ン⅍⅞ₒ

1/ ‚ ║  Ή ↨≤₭ῌ •Ή↔ₓ⅔№₦₰ ῌ ₰║₩₰⅍⅞ₒ₰ῌ₀ 備 ⁴ ‗‗ 。0 ‚„ 員 Ὸ Ό多Ὸ‒
„  ― 11 1 2 ‚  。 ₩₰⅍⅞ₒ₰₀7 1 6 ‚„ ⌐₯℮ン⅍⅞ₒ₰57 0 ₀ ῾⁴
‴ ”あ⁴ ₤∩ン←₰‖„ 地域 ₀ う ” ₀ ‗  ‖あ⁴。

― や基 募 ‚ ₀ 保  修 Ή⌐₯℮ン⅍⅞ₒ 10 „ 地‚あ⁴ 員 ” 壊 ₀ ‒うえ Ή⌐₯℮
₰║₩₰⅍⅞ₒ₰ῌ” 備‚  。 ン⅍⅞ₒ₰║₩₰⅍⅞ₒ₰ῌ” ‚  。' 12 2 (
║Ή ↨≤₭ῌ” 備

‖„ ‚ 合 ₲ン₿╒₀ い― ₀ ‒―い⁴Ό ת ║ 価” ‖ 中 ║中 ₀変  場合„ ”
” 主 動’‘₀大 営‚ Ὸ  ”多 ’⅔╒₱‚ ‖Ὼ •

⁴Ή ’ ῌ体制—ῼ₀   合 ₲ン₿╒”再 ₀ う ”中 ║中 „ 員会‖” ” 全―” ║
‼ 07 Ὸ 体制”あ ‚–い― ₀ “―Ὼ。” ‚–い― 中 中‚ ‗  ―い⁴ ‗Ὸ ‖„中

交 ”場₀ ῾⁴ ‗や ₤∩ン←₰‚  ―い⁴ ” 中 ║中 ”変 ” „’い‗ え⁴。
‚ 各 Ό 供 ⁴€╒→₰” 乗効 ₀ Ὼ出  ‗₀ ‗ ―
₤∩ン←₰中央 付 ‚ ’ ‗ ―3 ―”Ή ↨≤₭ῌ₀創
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װ 中 ” ‚向῾― Ό  ―い⁴ あ⁴い„  ⁴ῷ⁵Όあ⁴ 場 1(₰∆╒₰℅∩╒₯制” 入
合‚„ ” • 外 因₀含› 08 ‚„ ’ 境₀   化 ―い⁴ ‚₰∆╒

‖ת ῷ‗ 全―”中 ” ‚向῾― „  ―い’い。 ₰₀ 供 ⁴ ‗Ό ‗’⁴’‘ 全 共 ₰∆╒₰”充 ₀ ‗ ₰∆
╒₰℅∩╒₯制₀ 入 。

共 ‚ ⁴ 2( ” 効
῏ 05 1/ ῐ ₤∩ン←₰ ‚ῷ῾⁴ ” 効 ₀  ⁴‼ 1/

” ” 営‚  ⁴ ” ‚ ”利 ₀   ”効 ”‼” 備 ₀
○ ∕⅜₯∞ン⅍ Ό ‚ わ⁵―い⁴Ὸ。  。 ” 備 ‚10 Ὸ ” 修₀   効 ₀

 ⁴ ‗‗ 。
∕⅜₯∞ン⅍ 体制 • 動

” 備 効 • ‚  ⁴具体 ’ ₀   効 ’ ” ”
”一元 備‗ ” ₀ ⁴‼ Ή ∕⅜₯∞ン⅍会 ῌ₀中 ‗ ―Ή 全 共 ”営 „ 効 ║効 ‚執  ⁴‼” ₀
境 会 ῌ ‗” ”‾‗‚ ∕⅜₯∞ン⅍体制₀  ―い⁴。 ”体制   ” ‗ ― 執 ” ₀ Ὸ‚ ⁴‗‗‾‚ Ὸ
‚ῷい― ” ‚–い―„ ‚ 価₀ い 付῾ ‾”₀ ‚公  ⁴ ‗
ר ∕⅜₯∞ン⅍‚  ⁴ ‖公 ‗ ₀ 保 。’ῷ Ὸ” ‗„ ‚ ₔ⅜ や 体
ש 備基 ‚  ⁴ ‗ Όい ‚–い―„ 全 営 ‗ —῾― ₀ 保”うえ  。
ת »
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2( 報₲₤≈≥Ω₉−≥₮╒” ○具体 ‚  ⁴
報‚  ⁴危 ‗ ― 全 ’ 報₲₤≈≥Ω₉ ” • 06 ‚ ‗ ―  ⁵ 千 団地” 備基 ”
則や₲₤≈≥Ω₉−≥₮╒ ₀ ‼ 07 Ὸ 報₲₤≈≥Ω₉ ‚–い―„ 07 00 催” 備基 WF‚ῷい― ₀ い

−≥₮╒” ‚ ‒。  ⁵‴‖  ―Ὼ 千 団地” 備基 ” ’  ₀ ‒
‴ ↑₈≥ン₧₀ い ” や 員₀ ‗ ⁴ 報₲  ‖01 ‚   08 1 ‚公  。

₤≈≥Ω₉ ‚–い―   具体 ’ ” 報 ‚   。 ‴ 08 ‚ ‗ ―  ⁵ 品 ₮₰Ω√”全 ” 大
3(≥₰₦∕⅜₯∞ン⅍” Ὸ” ” 入‚–い―„ ‖あ‒ 品 ₮₰Ω√”入 ℮╒₿処 •会
大 営‚ 大’⃰∞╒₯₀ え⁴ ”あ⁴≥₰₦₀ ║ 価 ― 善 ₮₰Ω√‗” 動‚  ⁴ ₀ ‒ 入 ―い⁴

₀勧告 ⁴≥₰₦∕⅜₯∞ン⅍” Ὸ ₀   ₀ ‚加え ” ” ‚–い―‾ 入 会₀ ”うえ 10 1
 。 Ὸ全 ‚わ 働 。

” 使 ”‼”体制║⌂╒⌂ ” 備 ῏ 10 ῐ
0(Ή ‚ ⁴ 使 ”‼” ‚–い―ῌ” ○ ∕⅜₯∞ン⅍ Ό ‚ わ⁵―い⁴Ὸ。

Ή ‚ ⁴ 使 ”‼” ‚–い― 0 Ή 備₧≤ンⅎ℮₭ₐンῌ” ‚向῾
7 448号 ῌ” ‗ ― ” ║ ”₣ₐⅎ≤ₐン 1/ ‚  Ή 備₧≤ンⅎ℮₭ₐンῌ‚基—Ὼ ‚向῾
WF₀   ₀  。‴ ‚   公 全体” ‗ ― ‖Ὼ⁴‾”„ ‚ ‚  ―い⁴。
使 ‚–い― ‼Ή 大 ‚ῷ῾⁴ ” 使 ” ‚   0( ” ‚ ‒ 備

⁴ 則ῌ₀制   会₀ 催 ― ῼ周 ₀ ⁴‗‗‾‚ ∟⅔₿≥ ₤∩ン←₰‚ῷい―„ ” ‚ ‒ ‗ ”交 ”場
ン₧ ‗ ― • 大 使 Ό   ₀創⁴‼”Ή ↨≤₭ῌ” 備 5億0+3//万 優 ’外国人

”使 ‚  ⁴効 ’ ₀  。 ” 保₀   ” 備 3億2+4//万 ‾”—ῼ
₀  ― ”創 ║ 主 動₀  創 夫あ⁵⁴人 ₀ ‗

1(Ή 大 ‚ῷ῾⁴ ” 動 ῌ”制  Ή↔ₓ⅔№₦₰ ῌ” 備' 0億3+8//万 (₀  。 全―
”世 ‚ῷい― ” 使 ℮╒₿”“– ” Ό 11 1 2

い‖  ⁵ Ό公 ‚ ₀ ‼⁴ ‗Ό ‚ ‚’‒―Ὼ ‗ ‴ ₤∩ン←₰‚ῷい―„ ” 境 善”‼ ”
Ὸ Ή 大 ‚ῷ῾⁴ ” 動 ῌ •Ή 大 ‚ῷ῾⁴ 動‚ 地₀   ₰∆╒₰₀  ⁴ 修 ₀  。'
⁴ ” ‚  ⁴ 則ῌ₀制   会₀ 催 ― ῼ周 0+1//万 ( ⁵‚ ₰∆╒₰Ό 14/㎡  ⁵ „4/ 増
₀ ‒。  ⁵。

2( 品 体制”   1(₤∩ン←₰交 合 ”  
品 ”品 ” 向 ‗保 ₀ う‼ 任 ” 化 各 ║ 全’₤∩ン←₰₀   ” 場全―‚ ₀ 11

‚  ―い⁴ 品 場 ” 化 • ”∟⅔₿≥ン₧ ”充 ║ 0億0//万   天 ” ₀ えほῸ 外型₤∩ン←₰”‼夜Ό
‚加え ‚⁴ ’ ║ 善₀ う’‘ 品 体制”   い ₤∩ン←₰‚外 ”増 '35 ║ 5+1//万 (₀ ‒。 ‚ 伏
₀作   1/ Ὸ  。 ”あ⁴ ‚ῷい― ‖₰↓╒ⅎΌ出や い ‚ 喚 ” 1 ║
‴ Ό各 ” 会‖EC₀ い ” 使 ₀ ῼ •Ὸ῾ 0//万 ₀ い 全 ‗ ₀   ₀  。

ほῸ 員 ” 修会” 催や−₰₿╒作 ‚啓 動₀ ‒。
2(基 備” ’ 善

○ 前” ” 価 ‚–い― 営‚  ―い⁴Ὸ。 和46 ‚ ₤∩ン←₰‚ 合   ” „ 化Ό
  全 ║ ‚ Ό  ―ῷ ‴ ”女子 増や 動

○ 価 ” 人 ‖”共 や ”‼” ” ‚伴い 存 ║ 備Ό  Ὼ⁵’い Ό ⁵⁴ ‗Ὸ
各 ‚ ⁴ ” ‚  ⁴ 価 „ “Ή ₀ 回‒―   ”≥⅔≈╒₈⌂ ₀   10 „ϵ ”うⅠ

―い⁴ῌ又„Ή ₀十 ‚  ―い⁴ῌ‗ ‼⁵Ό 06 ‚0 ” 修₀  。
• 08 ‚0 Ή ₀十 ‚„  ―い’いῌ‗ ‼⁵

。‴ ῍ ” ₀ 合 ‚   ‗‚ Ή中 ║中 3( ₤∩ン←₰”大 備
” ‚向῾―ῷῷ›“ ‚ ₁‖い⁴ᾜ ‗  ⁵。 ₤∩ン←₰‚ῷい―„ ‚  ⁴‼ 中央 ║

価 „ 会 • 営協 会‚―報告”うえ ∏╒√∆╒₯や 子 外 ” ₀ 始 。 備 ”基 ₪ン₲↨⅍₀Ή₧≥╒
‚  ― 員”周 ₀ ‒。 ン∏₰↓₿⌂ῌ‗  人‗ 境‚や  ῼ 世 ‚–’Ό⁴ ₀  ―

‴ 中 • 全体₀ ‚  ⁴‼ 員会‚ῷい― 各 ≠⅔ↄ╒€⌂℮₭ₐン ”₧≥╒ン化 ” 入₀  ―い⁴。‴
” 価 ₀ ‴え― ” ₀    ⁴‗‗‾ や ”充 ‚   ” ‗ ―” ‾

‚ Ὼ Ὼ各 ‗” ₀  ₀ Ὸ– ‚  ⁴ ‗₀共 備え 地域 ” ’⁴ ‾  ―い⁴。 14 5
‗ 。
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║ 備” 効 ” ‗ ―„ ║₣₰║ ”各ₔ⅜⌂₥╒₀原  ₔ⅜⌂₥╒原
”使 ‗ ― 共 ‖あ⁴ ₲ン₿╒₀ ‗ ‗ ―„ 前 1-40 ”削 ‗’‒―い⁴。‴ BN1 出 ‚–い―

 ― 利 ₀ い Ὸ 大 基 ‚基—Ὼ „ 前 2-51 ”削 ‗’‒―い⁴。
₲ン₿╒使 ” 器 ”使 ‚–い― 善₀依  。

‴ Ή ↨≤₭ῌ 11 2 ”入 ” 地₀全 共 ₰∆╒₰ ○ 危 ” Ό ‚‗⁵―い⁴Ὸ。
力 ₰∆╒₰ ‗ —῾ ” 効 ”‼” ₀ う‗‗‾‚ 件║ ‚  ⁴危 ”体制║∕⅔≈₈⌂ ”
1/ ‚作  Ή ”利 ῌ‚基—ῼ 備 ‚ 大 0( 型ₐン↔⌂ₔン₭
”‼”₰∆╒₰₀4 備  ”充 ₀ ‒。 10 3 ‚  全世 ‚ Ό Ό‒ 型ₐン↔⌂ₔン₭‚–い―

WGN Ὸ” 報₀ ‴え 報 ‗ 報 信” ₀ ‒。 ’
” ” ₀ う‼ ‚Ή危 会 ῌ₀    ‚国 例Ό出

営 ₀効 ‚執  ―いῼ‼” ‹‗ ― 執 ” ₀ Ὸ ‖Ή危 ῌ₀ 化 ― ₀  。 10 4 ‚„Ή 大
‚  Ὸ” ‚–い―„ ‚ 価₀ い 付῾ ‾”₀ ‚ ║ 型ₐン↔⌂ₔン₭ 動 ‚–い―ῌ₀   ║ 大 ”
公  ⁴ ‗‖公 ‗ ₀ 保 ―い⁴。’ῷ Ὸ” ‗„ ‚ ↔ₓ╒₱‚合わ  動 ₀  。 型ₐン↔⌂ₔン₭‚  ⁴ 報„
ₔ⅜ やↄ≥₈↔≥╒ ‚–い―„ 全 営 ‗ —῾― ₀ 保”う 子 や 向῾ 報−╒₿⌂€ₐ⅍‚   周 ₀ ‒。
え  ―い⁴。
◆全 営 ”執 ‚–い― 1( 全║ ’ 境” 保
全 共 ”営 ₀効 ║効 ‚執  ⁴‼” ₀   境 全 ‖„ 各 ‖ⅎ≤↔⅍℅∩ンↄ╒₀利  ⁴場合”作

―い⁴。営 „ 営 全 営 修 ” ‗  境 ‚ῷい― ⅎ≤↔⅍℅∩ンↄ╒” Ό原因‗ ⁵⁴ 境 化
うえ‖ ‚執  ―い⁴。 Ό報告 ⁵―い⁴ ‗Ὸ 10 8 ‚全 ’ ₀  。 ⁵

営 ' 7+///万 (‚–い―„ 初‴‖‚ ‚ 全 ” Ὸ ‖ ₀ 保  ⅎ≤↔⅍℅∩ン
‗   ‚  ― ←⅍⌠╒⌂’‘‖ 場 ₀ ‒―い⁴。‴ ” ↄ╒”↔₇ン •⃰₦⅍ ”交 ║修 ₀  。 ” ‗ ―„ ↔₇
‚全 営 ‗ ―  ””‾Ὼ ‾併 ― ‒。’ῷ 営 ン交 13 ↔₇ン∂⌂⅍交 03 •⃰₦⅍ 修3 ₀  ほῸ ⅎ≤
‚–い―„ 全―” ‚–い―  ⁴ ‗„困 ‖あ⁴‼ ‚ 価₀ ↔⅍℅∩ンↄ╒” 2 ₀ 備 。
い 付῾ ⁴ ‗‖公 ₀保‒―い⁴。 価₀ う ” „Ή 保全ῌ ‴ ”個 ∕⅔≈₈⌂0/,0'0( 品” 保 ” ‼‚

Ή 保全ῌΉ 善 備ῌ”2 ‖ ‒―い⁴。 '∕₯№₦≤ₐ₰(2+///人 ” 備₀ い 千 •各
全 営 ' 3+4//万 (‚–い―„Ή 備₧≤ンⅎ℮₭ₐン” ῌ 地 ‚  。

Ή ₔ⅜” ῌΉ 利 ” ῌΉ 報告” ῌ
‚   ”執 ₀  。 2( 報║人 ‚  ⁴全 一HC基 ”
‴ 営 8+///万 ‚–い―„前 ₀参 ‚ ₀ ‖„ 号‗ 員 号₀ い全 共 ” 子 基 ₀   

保”うえ ₀  ⁴ ₀ ‗ ― ” 場 ”うえ ‚ ”うえ‖ 報₮₰Ω√や 子 ₀ 営 ⁴‗いう ₮ン₧⌂€ₐン₡ン
 ―  ―い⁴。 RRN ” ‹₀ 入 ―い⁴。 Ὸ ’Ό ” ₀ – や
 ⁵‚  うえ‖ ’執 ₀ い 10 „ ‖0億8+3//万 員 ” ‚  ⁴ 外 ”増加’‘‚ €╒→₰ ”

”営 ”執 ₀ ‒。 化や 大Ό ‖あ⁴‼ 報” や₲₤≈≥Ω₉” Ό  ⁴ ‗‗
’‒。 ”‼ 報”一元化‗共 化₀  ⁴ ‗‚ ”効 化

ₔ⅜⌂₥╒ ” や 効 ₣₰ 出削 ” 境保全 ” や 報₲₤≈≥Ω₉” 化₀ ‗ ― ║ 員 ₀ 型HB₢╒ⅎ E
dkiB` ₀ 入 ⁴‗‗‾‚ 員や ” 報₀ ║ ”うえ

ₔ⅜⌂₥╒ ‚–い―„ 04,1/ ”4 ‚ῷ῾⁴ 0 ₔ⅜ HC ₮₰Ω√₀ 備 ⁴ ‗‚ 全 一HC基 ₀  。
₀ 了  ‖あ⁴ • ₤∩ン←₰‚ῷい―„ 0$ ”

削 ₀  。 3( 報 境‚ῷ῾⁴₪ン↨≤ₐ₈ン₰体制” 化
10 „ ‚全 ‗  1 ₔ⅜ ₀ 始  境 ‖主‚使  ⁵―い⁴₴↔⅍ₒₓ₈ Libqnrnes,neeibd ‚–い― ₴↔

‚‾ ‼⁴‗ῷ 10 Ὸ4 ‖ₔ⅜⌂₥╒使 原 値 4 ”削 ⅍ₒₓ₈” 使 ”₪ン↨≤ₐ₈ン₰‚⁴大 ”≥₰₦₀回  ⁴ ‗₀
₀ 中‖あ⁴。 ₔ⅜ ₀  ― 境 会 ‖”協力依 ‗  11 ‚向῾―≤ₐ₲ン₰”包 ’一元契 ₀  ⁴ ‗₀

∞╒⌂ 信 −₰₿╒ ’‘₀  ⁴‗‗‾‚ • ₤∩ン←  。 入効 ‗ ― 報₲₤≈≥Ω₉”向 • ₀ う 境”
₰”ₔ⅜⌂₥╒ ₀ 子 ‚  ⁴’‘ 全 ‚周 ₀ ⁴ ‚⁴ 制 ” 化Ό ‖Ὼ⁴。‴ 副 効 ‗ ― 員 •
‼”啓 動‗ ” ‹₀  。 ‚ῷ῾⁴₴↔⅍ₒₓ₈”多 入₀  ⁴ ‗‚ ”
‴ ₔ⅜ ‗ ― ”個 ₀ ₔ⅜型‚ 33   ‴ ₀ う ‗Ό‖Ὼ⁴‗‗‾‚ ₴↔⅍ₒₓ₈‚ わ⁴ や

 ” い ”一 器具₀ ₔ⅜型‚ 0+26/ ”変 ║ ’‘” ”₪₰⅍ Ό ‖Ὼ⁴。
器₀ 効 型 8   ‗‚ ₔ⅜⌂₥╒”原 値‗ ― 10 „包 ≤ₐ₲ン₰ 入” 備‗ ― 包 ≤ₐ₲ン₰” や

32JK”削 ‗  ⁵⁴。 ≤ₐ₲ン₰₤╒ ”‼” ₮₰Ω√” ₀  。
 ⁵” 動‚ •” 団地 07団地 ”ₔ⅜⌂₥╒
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” 使 ”‼”体制║⌂╒⌂ ” 備 3( 制 ”  
1/ ‚ 使 Ό中 ‗’   Ή 大 „一 ₀含₁ 制‚  ⁵ ” ₀

‚ῷ῾⁴ ” 使 一 動 ῌ‚基—Ὼ  ⁴乗 券 ” 出₀‾‒― ” ₀ ”うえ  ―い⁴Ό ₈ン
” ’ 営║ ₀ う‼”体制 備や啓 動₀ ”‗ῷ  。  ₨╒⅍や ” ₀ ‴え IQや ”乗 券 ” ║ ℗╒
⁵” 動₀  ― 使 ‚向῾ ’⁴ ‹” 化 ₀ ⁴ ⌂” 入‚–い―  ―い⁴。
‼ 一 動 ” ₀   11 12 ” 動 ‖あ⁴Ή  ⁵‚ 大 Ό  ⁴ ‚  場合„ 乗 券
大 ‚ῷ῾⁴ ” 使 動 ῌ₀ 11 2 Ό ‗’ 出 外” ‚⁴出 ” ‚⁴ 制体制”

‚  。 ₀ ⁴‗‗‾‚ 出 „ ” Ό ‗’⁴ ‗Ὸ 出 ”利便
向 ‚ ‖Ὼ⁴。 11 6

0(啓 動 10 „ 乗 券 ” ‗ 券₀ う ₀  交  ⁴‗‗‾‚
10 4 ‚„ 員₀ ‗ Ή公 ” ’執 ‚  ⁴ 員 合会 • 交 会‚― 員や ” ₀   

会ῌ₀ ₤∩ン←₰‚― 催  67 Ό参加 。‴ 10 0/ ‚„ ‚  体制 ₀  。
主 会‚― ” ’執 ‚–い―  ⁴‗‗‾‚ 各

≥╒↔⌐№⅍ ‚ 喚 ₀  。 ‚ 10 00 ‚„ 員 ○ 前” ” 価 ‚–い― 営‚  ―い⁴Ὸ。
₀ ‗ Ή ”使 ‚  ⁴₈ン₨╒⅍ῌ ₀   ‗

₀  。 ₈ン₨╒⅍„72/ ”回 ₀ ―回 „11-4 ‖あ  ○ 価 ” 人 ‖”共 や ”‼”
” や „ 1( 3(”体制 備‚向῾ ‚  ⁵。 価 ‚–い―„ 員 合会‚ῷい― 員 ‖”共 ₀ ⁴‗‗‾‚

会 • 価委員会‚ῷい―報告  Ὸ– ‚Wda∆╒₯‖公  ⁴
1(Ή 品 ₲ン₿╒ῌ”  ‗‚ 価 ”共 •⁵₀う῾ 善 ” ₀  ―い⁴。

1/ Ὸ各  品 員₀   制 ₀ 化 ‗ 
⁶‖あ⁴Ό  ‚ ‗ 品 任₀ ‚  ⁴ ‗‚ 制 ○具体 ‚  ⁴

”向 ₀ ⁴‼ ₈ン₨╒⅍や ” ₀ ‴え ‴ ” 08 ” 価 ‚ῷい― ‗ ―  ⁵ 品 ₮₰Ω√”全
‾加え― 各 ” 品 員₀  Ή 品 ₲ン₿╒ῌ” ” 大 入‚–い―„ 1/ Ὸ全 ‚わ 働 ―ῷ 10

‚–い― ₀ ‼―い⁴。 11 6 ‚ῷい―‾  ― 働 ―い⁴。
10 „ 各 ₀回‒― 場” ₀  ⁴‗‗‾‚ 員 合会

• 交 会‚― 員や ” ₀    ‚  体制
₀  。

2(Ή 基 契 ῌ”  
人化 „Ή 基 契 ῌ₀ ‚‗  主 ‚   ”基

’ 品 ” ₀   ”効 化‗ 制 ” 化₀ ‒―Ὼ
。一 ‖ Ή ₀  ⁴ῌ又„Ή や›₀ ’いῌ場合‖一
” 品 ” 入”‗Ὼ„ 員Ό仮  ⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴ ‗ ―い⁴Ό 一
” 件” 員‚ ‗ 任₀付  ⁴ ‗‚ ‗ 任₀

‚ 体制” ₀ ‼―い⁴。
”体制‚Ή 基 契 ῌ₀  ―い⁴主 ‚  ―„ 一

” ‖あ⁴ ‗₀ 件‚ 員Ό ‖Ὼ⁴ ‗‗  1(”Ή 品
₲ン₿╒ῌ ‚⁴ 品体制”  ‾含‼― Ή 基 契 ※ῌ”契
”  ₀  ―い⁴。 11 6
10 „ 基 契 ” ₀ ⁴ ‗₀ ‗  ₀

‗  会₀ 催 。
※Ή 基 契 ῌ

‗ ‗” ‚ῷい― 品 ” ‖件 ”多い 品供 ”
₀ ⁴ ‖基 Ὸ–包 ‚ ‼⁴ ₀ 契 ” ‚合  ‾

”‖あ⁴。 ‗ ―„ ” 入 契 件
又„ 償 ” 件’‘ 契 ‚ῸῸ⁴基 ’ ₀ ‼‾”‖あ⁴。
Ή 基 契 ῌ” ₀ ” ‗ ―  ―„い’いΌ ‚

”契 件₀    員‗ ‗” や ” 使 ₀
´‼” 制 ”一–‗ ― 契 ₀ 奨 ―い⁴。
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Ⅱ 教育研究等の質の向上の状況
(1) 教育に関する目標
① 教育の成果に関する目標

中
期 ר ‖   ‖  ⁴ ‖ ‗’⁴  ῴ    ⁴ ₀  ⁴῀
目 ש ║ ‚ ῴ⁴ ₀ ΅ ΅ Ὸ ₀ ‖Ὼ⁴ ₀  ⁴῀
標 ת ’ ” ║ ⁞ ₀    ₀   ⁴‗‗‾‚ ’ ⁞ ‚–΅―    Ὸ’ ₀

 ⁴῀
װ ⁵⁵” ‚ῷ῾⁴ ║ ₀   ⁴῀
ױ ‚⁴ ’₪∙≈⅔₨╒₮≡└ ₀  ⁴῀

ר ’ ‚ ῴ⁵’Ό‾ ₀ ῴ ’ ₀ ‒ Ὸ’ ₀  ⁴῀
ש ⁵ ₀  ⁴‗‗‾‚ ‚  ⁵⁴ ₀ ῴ ₀  ⁴῀

”

῏0ῐ ῏0ῐ

῏ ” ‚  ⁴ ” ῏ ” ‚  ⁴ ”
ῐ ῐ

ר ” ΅ ‖ ” ר װ ” ‚–΅ ” ₀ ‚ ‚ῷ΅― 11 ” ‚–΅
῾₀ ‼ ’ ‗ ’ ― ” ₀ ‚ ― ’ ― ‚ ₀ ΅ ” ₀ ‚ ₀ ‒Ό ” ‚„

₀ ―⁴῀‴ ” Ὸ  ⁴‗‗‾‚ Ὼ Ὼ ’Ὸ‒῀ Ή –” ῌ‚ῷ΅― 12 ‚ ῾
⁞ ₀ ῲ῀ ₀ ῲ῀ ” ₀ ΅ ‚Ή ” ‚–΅―ῌ₀  ῀”

‖₢≥₤≈≤√℮₭ₐ└” ‚–΅― 12 Ὸ ║ ‾
ש ║ ‚  ⁴ ₀ ‼ ₀ ⁴ ‗‗  0/ ‚  Ή ῌ‖  ―
΅ ” – ₀ ‚    ₀ ‒῀
⁴῀

ת ῃ’ ‚–΅―” ”
‗ ₀ ΅ ‗‾‚ ’
₀  ⁴῀

װ ‖  ⁴ ‗ ’
₀ ‚–῾  ⁴‗‗‾‚
‚ ῾―” ₀ ‚–῾  

⁴῀

ױ ‚ ⁸⁴ ₀  ― Ή-`ױ ‚  ⁴ ῌ₀ 12 ” ₢≥₤≈≤√‚ Ή ‚  ⁴ ῌ ₀
‚  ⁴ ₀  ⁴῀ ” ‗ ―  ⁴ —῾⁴‼ Ή ῌ‗Ή ῌΌ  

‼ Ὼ Ὼ ₀ ῲ‗‗‾‚ ‚ ― ' ( ₪₈ Ή ₀ ῴ⁴ῌ”₮≤ↄ₰' (₀  ⁴‗‗‾‚
‚  ⁴ ” ‚–΅―‾ ‚ ῾― ₀ ‒῀
₀ ῲ῀ ’ῷ ” ₀ ‗ ― ‚ Ὼ Ὼ ‚  ⁴∟⅔≈∞└⅍

₀   ⌐−╒⅍₀   ῀  ―Ή Ό  ⁴ ” ῌ‚–΅
―₈└₨╒⅍   ₮≤ↄ₰ ”‼” ‗ ῀

広島大学
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a- ⅜№⅍─╒₦ HMT ‚ ‖Ὼ⁴ ₀  ⁴‼ ‗’⁴ ‚  ⁴HMT
‗  ₧⌠╒ↄ⌂₮Ω₉₱└₮№ ₧⌠╒ↄ⌂₮Ω₉₱└₮№↨₲∙⅓╒₀  ⁴‗‗‾‚ HMT ‗

↨₲∙⅓╒ • ‚  ⁴ V   ‚  ⁴ VdaBS ‚⁴Nmkhmd ‚ ‾ Ὼ Ὼ
daBS ‚⁴Nmkhmd ₀ Ὼ Ὼ  ῀

 ⁴῀

῏1ῐ ῏1ῐ
῏ ” ‚  ⁴ ” ῏ ” ‚  ⁴ ”

ῐ ῐ
ר ₲└₿╒” ‒―Ὼ ₀ ר ש ‚   ₀ ₤∩≥₈₣ₐ⃰└₰⁞ Ὸ” ‚ —ῼ ₳∙ ‖”₲∙

 Ή₤∩≥₈₲└₿╒ῌ₀   ‚ Ὸ  ‚₤∩≥₈ ⅓╒₀  ― ”₤∩≥₈ ₀ ‒῀‴ ‚ ” ₀  
  ║ ₀ Ὸ  ‚ ↨⌠₧≤√₀ ║  ⁴῀ ῲ ₣ₐ⃰└₰Ὸ ₲∙⅓╒‚ ⁴ ⁵₀ ”ῲῴ  ⁴‗‗‾‚

Ὸ ⁴῀ ‗  ― ₀ ΅ ₤∩≥₈   ῀ ‚ Ό
΅₀  ⁴ ₀ ‗  ₲∙⅓╒₀Ή₈₦₲₮→≥Ω₉₲└₿╒ῌ‗

ש ” ₀  ⁴‼”  ― ║ ₀ ‗  • ‗  
₀  ⁴῀ ₀ ║  ⁴’‘ ₤∩≥₈ ↨⌠₧≤√₀ ║

 ῀

῏2ῐ ῏2ῐ
῏ ” ║ ” ‚  ⁴ ῏ ” ║ ” ‚  ⁴

ῐ ῐ
ר ” ”‼ ’ ר   ”₰₪₈₀ ΅― SNDHB ₀ 01 ‚ ‚   ℮╒₿” ₀ ‒῀ ⁵
‘” ‚  ⁴ ’ ₀ ” ” • ’ ‴‖” ℮╒₿Ὸ ” ” ₀  ῀‴ ”
 ⁴‗‗‾‚ ” ‚–΅ ₀  ⁴῀ ₀ ΅― ‗SNDHB₰₪₈” ⁞ ‚–΅― ₀ ‒῀ 

―‾  ⁴῀ ‚ ₀  ⁴ ₀ 00 ‚   ” ⁞₢≥
₤≈≤√” ‚ ‖Ὼ⁴℗╒⌂₀  ῀

ש ⁞” ‚  ― ” ש ⁞ ║ Ὸ” ₀ 06 08 1/ ‚   ⁞ ‚  ⁴₈└₨╒⅍ Ὸ
⁞ ‚  ⁴ ₀ ΅ ”   ” •₤∩≥₈ ₀ ║   ‚–΅―„ Ή ” ⁞ ₮₰Ω√‚Ὸ

₀ ‚  ⁴῀ ” ‚ ῾ ₀ ῲ῀ Ὸ⁴ ” ῌ₀ ‗ ― ” ₣ₐ⃰└₰‖←─╒−ₐ
└⅍ ₀  ⁴’‘ ” ”‼” ║ ₀ ‒῀
‴ ₤∩≥₈ ‚–΅―„₈└₨╒⅍ ₀ ₤∩≥₈ ₤∩≥

₈ ₐ└₿╒└₮№↨ ’‘ ‚   Ό ‚  
⁴ ⁞ ₤∩≥₈ ” ║ ‚ ῾₤∩≥
₈ ↨⌠₧≤√” ₀ ‒῀ ‚ ₀ ⁴‼ ‚ ” ₈
└₨╒⅍‚–΅― ₀ ΅ Ὸ ‚Ὸ῾―  ῀

῏3ῐ ῏3ῐ

῏ ” ‚  ⁴ ῏ ” ‚  ⁴
” ῐ ” ῐ
ר ” ‗ ₀ ‚   ר ║ ‚ῷ῾⁴ ” ║ ‚ῷ῾⁴ ” ‗ Ό ‚‗‒― Ὸ⁞ ῼ’

‚  ⁴ῲ   ‗ ‚ —Ὼ ‚ ⁴ῲ‚  ⁴‗‗‾‚ ‚ῸῸ⁴ ” ₀ ῲ ‗‗ 
⁴῀ Ό ‖Ὼ⁴ῲ ₀  ⁴῀ ῀ ⁵‚ Ό  ” ‚  ― ₀ ‖Ὼ⁴ῲ

‚’ „ ‚ ₀  ⁴ῲ ” ↨⌠₲₰ ₀
ῲ ‗Ό ‚’‒῀
‴ ” ” ‗ ₀ ‚  ―‾ ‖Ὼ⁴ ‗

‗  ‚⁴ • ” ₀ ῲ ‗‚
₀ ‒῀

ש ” ‚„ ’₢ ש ‚ῷ΅―„ ” ‚ῷ῾⁴ ”‼”₢≥₤≈≤√║ ‚–

広島大学
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≥₤≈≤√‚‒― ‗ ” ‚ ‒ ”‼ ΅― ‖  ‼ ₀   ║ ║ ₀ ‼῀‴
₀ ‚ ῴ ‚›῾― ₢≥₤≈≤√ ‚–΅―   ‖” ⁵ ₀  ⁴‼ 01 ‚Ή 10

‚  › ‗Ό‖Ὼ⁴ ₀ ‚–῾ ₀ ‼⁴῀ EC ” ῌ₀  ῀ ” ‖„ ‗←⅜⌂
  ⁴῀ ℮₉₰₢№₮≡└‚⁴ ‚–΅― ₀ ‒῀‗⁸῾

”Ή ” ₀    ” ” ₀ ⁴  ‹ῌ •
”Ή ’ ‚  ⁴‼”€↕₲∞₰₿╒ ‗ ₮

₰Ω√‚⁴₡╒⃰╒∞ₐⅎ₢≥₤≈≤√ ῌ‚⁴ „ Ὸ ’
‗ ―” ΌῬ‒῀

ת ” ΅ ₀   ת ‚  ῲ⁴ ” Ὸ ” ║ ‗ ― ‚  Ή₈ⅎↄ└₰⅍║ₐ└₧≥№₮≈ῌ
’ ‚  ⁵⁴⌐∂⌂”  ” ║ ₀ ⁴ ‴͂ Ή₈₢℮∙№₦║↨⌐₳└Ω╒₮≡└ῌΉ₈₢℮∙№₦║≤ₐΩ₉└₧ῌ

’‘₀ ῴ ‗ ― ‗ ” ’‘‚  ⁴ ΅ ” ₀0/ ” ‚  ῀01 ” ‚ῷ΅― ”
  ⁴῀ ₀   ⁴‼” ‚–΅― Ό ‼⁵ 11  ―Ή ῌ‗ ―

‚  ⁴῀ ₀  ῀
‴ Ή VFῌ‚ῷ΅― ‗ ” ’‘‚

 ⁴ ΅ ₀   ⁴‼” ‚–΅― ₀ › ’
₮₰Ω√” ₀  ‗‗‾‚ ‚ ῾ ₀ ‒῀

῏4ῐ ῏4ῐ
῏ ” ‚  ⁴ ” ῏ ” ‚  ⁴ ”

ῐ ῐ
ר ₀ ‚ῷ -`ר ₀ ‚ ‚ῷ῾⁴ ⁞ ” ₀  ⁴ ‚ Ὸ ⁴‼”
῾⁴ ⁞ ” ₀  ⁴ ῷ῾⁴ ⁞ ” ₀  ⁴ ‗ ― Ήₐ⅝∂╒₮≡└ ῌ”↨⌠₧≤√‗   Ή

‚ Ὸ ⁴‼‚ ₀ ‚ Ὸ ⁴‼” ‗ ―₤ ₤∩≥₈℮₭ₐ└ῌΉ ₤∩≥₈←₰₲∙⅓╒ῌΉ ₤∩≥₈
 ⁴῀‴ ” ₀ ∩≥₈ ↨⌠₧≤√₀   ℮₭ₐ└ῌ₀ ‚ῷ῾⁴ ”₤∩≥₈ ↨⌠₧≤√‗
 ⁴ ₀  ⁴῀ ‗” ‾ ⁴῀  ―   ₤∩≥₈ ” ῾₀ ‒῀

‴   ₀ EC‖ ₲└₿╒ῸΉ
” ΅ ” ῌ‗  ―   ₤∩≥₈ ‗ ―” Ό
‖Ὼ‼ ” ‚― ‗ ― ₀  

 ῼ‼” ₀ ‒῀

a- ‚  ⁴ ║ ║ ”‼ ‚  ⁴ ”₤∩≥₈℮
₀  ⁴‼ ₲∙⅓╒ ₭ₐ└‚  ⁴ ” ₀   Ή ₲└₿╒ῌΌ  

⁞₣ₐ⃰└₰₀   ⁴‗‗‾‚ ⁴↨⌠₧≤√‚–΅―‾   ” ₀ ΅   ῀‴
‚ ” ‚  ⁴ • Ό  ⁴₤∩≥₈₣ₐ⃰└₰‖” ₀ Ὼ 

” ’‘ ₤∩≥₈←₰ ‚   ” ₀  ║ ”ῲῴ   ‖₣ₐ⃰└₰₀  ῀ 
 ⁴‼” ₀  ⁴῀ ‚Ή ₲└₿╒ῌ‖ ₀ ‗ ⁴₣ₐ⃰└₰₀

  ₀   ₤∩≥₈←₰ ‚  ⁴ ₀  ῀

ש ₀ ” -`ש ₀ ” ₀ ” ║ ⁞ ’‘”
║ ⁞ ’‘” ║ ⁞ ’‘” ₀ Ὸ  ‚ Ὸ ⁴‼” ‗ ― Ήₐ⅝∂╒₮≡└
₀ Ὸ ⁴ ‚ Ὸ ⁴‼‚ ₀ Ὸ ⁴ ‚ Ὸ ⁴‼” ῌ”↨⌠₧≤√‗   ‚ῷ῾⁴ ‗ ―

₀  ⁴῀ ‗ ―₤∩≥₈ ↨⌠₧ Ή ₤∩≥₈℮₭ₐ└ῌΉ ₤∩≥₈←₰₲∙⅓╒ῌΉ ₤∩≥
≤√” ₀ ⁴῀ ₈℮₭ₐ└ῌ₀  ῀  ― Ήₐ⅝∂╒₮≡└ ↨⌠₧

≤√῍ ‚⁴  ⁴ ” ᾜ‚ῷ΅―  ⁵”₤∩≥
₈ ‗LNS ₀ ‹ ⁸  ↨⌠₧≤√₀₤∩≥₈ ↨⌠₧≤√
‗ ― —῾  ῀

a- ‚  ⁴ ║ ”₤∩≥₈℮₭ₐ└‚  ⁴ ₀   ” ₀  
₀  ⁴‼ ” ₣ Ή ₲└₿╒ῌΌ  ⁴↨⌠₧≤√‚–΅―‾   ₀

ₐ⃰└₰⁞₲∙⅓╒” ₀  ⁴῀ ‒῀‴ ₤∩≥₈₣ₐ⃰└₰‚  ⁴ ₀   ”  ║ ₀
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 ‚ ‚   ῲ’‘   ‖₣ₐ⃰└₰₀  ῀ ‚ Ὸ
” ₀   ” ₀ ‗  ₀   Ή ₲└₿╒ῌ‖
‗ ₀  ⁴῀ ₀ ‗ ⁴₣ₐ⃰└₰⁞₤∩≥₈₢ₒ└₲≥└₧‚ῷ΅― ₀  

῀‴ ₤∩≥₈₣ₐ⃰└₰ ₲∙⅓╒ ‖‾ ₀  ῀

ר ש ‚  ⁴₤∩≥₈ ‚  ⁴₤∩≥₈ ₣ₐⅎ↕№₦Ή ”‼”₤∩≥
₣ₐⅎ↕№₦₀  ⁴῀ ₈℮₭ₐ└ῌ” ₀  ⁴‗‗‾‚ ” ‚–΅― ₀

΅ ” ‚ —Ὼ ₀  ― ₀   ῀

῏5ῐ ῏5ῐ
῏ ” ║ ” ‚  ⁴ ῏ ” ║ ” ‚  ⁴

ῐ ῐ
ר ” ” ”‖⁵‴ ר ” ⁞ ‚–΅ ‚ῷ΅― ” ” ‚–΅― ₀ ‒

” ⁞ ‖ ₀  ⁴῀ ― ‚ ” ‚ ⁴ ₀ ῲ῀ ῀ ‚ ‚― ” ₀   ₐ└←₦⅍↔₇₦₿
╒⁞ ‚⁴ ₀ ‗ ⁴ ‖ ₀   ₀ ‴‗
‼ ” ‚ ⁴ ₀ ‒῀ ” ‚ ΅ ‗  ⁵⁴
Ό62 ‖Ῥ‒ ‗Ό  ⁵῀ 0+000

ש ⁞” ‚  ― ” ש ⁞ ║ Ὸ” ₀ 06+08+1/ ‚   ⁞ ‚  ⁴₈└₨╒⅍Ὸ ₀
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Ⅱ 教育研究等の質の向上の状況
(1) 教育に関する目標
② 教育内容等に関する目標

中
期 ר ” ⁞ ” ‚   ⁞ ₀  ⁴῀
目 ש ’ ₀   ⁵₀  ⁴‼” ↨⌠₧≤√₀  ― ” ” ‚ ‼⁴‗‗‾‚ ” ₀
標  ⁴ ’ ₮₰Ω√₀  ⁴῀

ר ₀   ⁵ ’ ” ₀   ₀  ⁴῀
ש ” ₀ ‚  ⁴‗‗‾‚ ⁵ ” ₀ ⁴῀
ת ‚  ⁴₢≥₤≈≤√₀     ║ ” Ό ⌐∂⌂”‾”‗’⁴ῲ ” ‚ ‼⁴῀
װ   ₀  ⁴ ” ₀ ⁴῀
ױ ” Ῥ⁴΅„ ” ║ ‚‴Ό⁴ ⁞ ₀   ’ ₀ ῲ῀

”

῏6ῐ ῏6ῐ
῏₈ⅎ∙№₮≡└║−≥₮╒‚   ῏₈ⅎ∙№₮≡└║−≥₮╒‚  

₀  ⁴‼” ῐ ₀  ⁴‼” ῐ
ר ₀Ή ῌ‗ ”╒₮≤−║└≡₮№∙₈ⅎ-`ר ₀ ₲└₿╒ ‚ῷ΅― ₈ⅎ∙№₮≡└║−≥₮╒” Ὸ⁞ ΅
₀  ⁴Ή ῌ” Ὸ⁞ ῼ  ⁴‗‗‾‚ ‗ ” ‗” ₀  ⁴ ↔⌐╒√‚–΅―   ₀
‚  ⁴῀ Ό  ⁵”₈ⅎ∙№₮≡└║−≥  ⁴‗‗‾‚ ” ₲└₿╒ ‖ ₀  ῀ ⁵₀ ῾ ‖„

₮╒‚   Ὸ⁞ ΅‾”‚’‒ ↔⌐╒√‚ —ῼ  ₀ ΅ ” ₀0/ 12 ‴‖‚ ₲└₿╒
―΅⁴Ὸ  ₀ ῲ῀  ῀

Ὸ  ⁵₈ⅎ∙№₮≡└║−≥₮╒”   ‚–΅― ₲└
₿╒‚ῷ΅― ’ Ὸ ║ ” ‚–΅―   ” ₲
└₿╒ ‖  ῀‴   ‚–΅― ‚  ῀

a- ‚⁴ • 07 10 ” 10 ‚ῷ῾⁴ ‚–΅―
” ” ₀    ‗‚ ”FO@₀   ” ” ₀ ‒῀‴ @N ”

 ⁴῀ ₀  ― ‚  Ῥ ₀  ⁴‼‚ 10 ‚  ⁴ 07 @N ‚–΅
⁴ ‗‚–΅― ║ ” ―  ” ₀  ῀ ⁵” ║ „ ”
‗  ― ₀‴‗‼⁴῀ ῷ• ₲└₿╒ ‚ῷ΅―  ῀

Ή ₀  ― ‚ ⁴ ‗ῌ‚–΅―„ ₲└₿╒ ‖
  ‚ῷ῾⁴ ║₪╒₰ ‗”∕№℅└₧⁞ ” ↨⌠

₧≤√‗” ‚ῷ΅― ‖„ „ ‖Ῥ⁴ ₀‴‗‼῀

₰₦№⅔Ή↔ₓש ῌ” ⁞ ₰₦№⅔Ή↔ₓש ῌ‚–΅― ↔ₓ⅔№₦₰ ” ‚–΅―„ ‚ ‖ ₀  
• ” ”  ⁵‴‖” ₀ ‴ῴ ’‘ ” ₀  ⁴‗‗‾‚ ‚⁴↨⌐₳└Ω╒₮≡└⁞

’‘ ‚   ₀ ₀ ‚ ῲ‗‗‾‚ ₀   ₀  ⁴ ’ ₀ ‒῀ 02 ” Ό  ῀ ‚
ῲ῀ ⁴ ‴͂ ” ‚–΅― ῷ΅―„ ” ” ’‘ ‚  ⁴ῲ ₀ ‒

” ‗ ” ₀‴‗ ῀‴ ↔ₓ⅔№₦₰ ‚ῷ῾⁴ ”₈└₨╒⅍₀  
‼⁴῀ ₀01 ” ₲└₿╒ ‖   ” ‚–΅―

” ‚  ῀
‚–΅―„ ₲└₿╒ ‖ ₀ “ ” ‗
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‚–΅― ₀ ‴‗‼ ’‘ ” ‚  ’
΅ ‖ ” ’ „ ⁸’΅ ‗‗ ῀

ת ₲└₿╒ ” ΅⁞ ת Ὸ ” 10 Ή⁴ ‗ ῌ” ” ₀ ‴ῴ― ”
”  ₀ ῲ῀ ” Ή⁴ ‗ ῌ₀ ║ ‚  ‹ ‚  ― ” ⁞ Ό  ⁴ₐ∂

  ‚   ₀ ῲ῀ └⅍‖⁴ ‗ ” ” ₀ ‒῀ ‚ ₲└₿╒ ‚⁴
‚‒― ‚ ” ” ⁞ ₀   ͂”
10 „ Ό  ῀

‴ ‚–΅―„ ‗ ” ’ ”Ῥ ₀  
₀  ⁴’‘” ₀ ‒῀

₈ⅎ∙№₮≡└₲└₿╒₀Ήװ ₲└ -`װ • ‗ ‗” ₀   ⁞ ”Ῥ ‚–΅―
₿╒ῌ‗ ― ║   ῾ ₡↔₉₰” ₀  ’Ό ₀ ‒῀‴ ’ ”Ῥ ₀ ⁴‼Ή ‚  ⁴ ῌ

⁞ ‚  ⁴ ║  ’ ₀ Ὼ Ὼ   Ὸ ” ‚–΅―” ⅔╒₱’‘₀   ₲└₿
” ” ⁴῀ ╒ ‚  ῀ ⁞ ‗ ῾ ” ‚–΅―„

” ⁞↨⌠₧≤√” ‚  ‹ ⁞₡╒↨└₤∩└←
‚ ⁴ ’ ’‘₀ ‚ ₰ ₡↔₉₰‚ῷ῾⁴ ” ‖  ῀ ‚ ₡↔₉₰‗”
ῲ῀ ₀   ” ”Ῥ ‚–΅― ₀ ῲ‗‗‾‚

” ’ ”Ῥ ‚–΅― ₀ ‒῀ ⁞ ‗ ῾
 ‚–΅― 12 Ή ‖ Ό ῌῸ⁴ ₀  

‚  ῀

a- ‚–΅―„   ‖ ‚ ₀  ―΅⁴ ” ῷ• ” ₀
” ₀ ‴ῴ ” ‚   ”Ῥ ‚–΅― ₲└₿╒ ‖ ₀ “ ‗ ―

–΅― Ὼ Ὼ ₀ ῲ῀ ” ‚ ῾ ’ „ ⁸’΅ ‗‗ ῀

῏7ῐ ῏7ῐ
῏ ‚   ₀   ῏ ‚   ₀  
⁴‼” ῐ ⁴‼” ῐ
ר ” ‗ ” ר 06 ‚ ”‼ 10 „

₀ ‚ ⁴῀ ’ 

ש ₀  ⁴‼‚ ש 07 ‚ ”‼ 10 „
↨⌠₧≤√₀  ⁴῀ ’ 

ת ₀   ת ↨⌠₧≤√Ό   ’ ↨⌠₧≤√Ό   ’ ₀  ῀‴
₀  ― ₢≥₤≈≤√⁞ ₀    ― ‚ῷ΅― 1/ ” ↨⌠₧≤√ • ↨⌠₧≤√‚ ⁴

” ₀ ΅ ” ₀ ║ ‚↨⌠₧≤√” ║ ₀ ΅ ‗” ‚  ⁴ ” ║ ₀ ΅ ” ₀ ‚↔₉
‚ •–῾⁴῀ ” ₀ ║ ‚ •–῾⁴῀ ╒ⅎↄ№₦  Ό ‗ ⁵↨⌠₧≤√‚–΅―„ ₀

‒῀ ⁵₀ ῾ ↨⌠₧≤√ Ὸ46” Ό  ⁵
‚ῷ΅―” ₀  ― ↨⌠₧≤√” ₀ ‒῀ ’

‗ ―„ ₮≤ↄ₰⁞ ₈└₨╒⅍” ‚–΅―℅ₓ№₦₀ ῲ ₀
‼ ΌῬ⁴ „ ₀ ‼⁴ ” ⁞EC” ⁞ ║ ”
 ⁴ ” ’‘” ₀ ‒῀

װ ” ₀ ‗ ⁴‼” װ ” ” ”‼‚ ” ” ”‼ ↨⌠₧≤√‚  40 ”
’ ↨⌠₧≤√₀  ⁴῀ ↨⌠₧≤√‚  ⁴ ↨⌠₧ ↨⌠₧≤√₀  ῀‴ ‚ ‚ῸῸ⁴ ₀  ῀  ―

≤√₀  ⁴῀ ↨⌠₧≤√ ”‼” ₀  ῀‴ Ὸ
₀  ⁴‼ ₮₰Ω√Ή‾‹ ῌ‖ ‚ ‖Ὼ⁴ῲ ₀

΅ ₀  ῀
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ױ ‗ ‗₀≥└₦ ױ ‖ ῲ Ω╒∕‚ ‖ ῲ Ω╒∕‚–’Ό⁴ ↨⌠₧≤√‗ ― Ή
  ↨⌠₧≤√₀  ⁴῀ –’Ό⁴ ↨⌠₧≤√₀  ⁴῀ ↨⌠₧≤√ῌ ” ‚ ‖ ῲ

” ₀  ‹ ₀ ῲ ‗‖ ↨⌠₧≤√”
₀ ‒῀‴ ” ” ₀ ‚‴‗‼⁴ ‗‖
” ₀ ‒῀

ײ ” ‚  ― ײ ” ” ₀ Ή ῌ‚–΅― ‗ ―   Ή ₰₿└
‚ —ῼ ” ΅ ₀   ”‼”₢≥₤≈≤√‗  ⃰╒ⅎῌ‚ —Ὼ₮≤ↄ₰₀  
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Ω└℗” ⁞ ₀ ῲ῀ ₀  ⁴῀ ₀   ₀   ∞℮₉₈ ₲└₿╒Ὸ₈╒₢ₐ↕ ₀
΅ ₀  ῀
‴ ∞℮₉₈₪└Ω└℗” ₀  
₲└₿╒Ό  ⁴ ‚  ⁴∞℮₉₈₪└Ω└℗” Ό 2/

/ 5// ₀ ῼ ‗ ΅ ‗Ὸ Ὼ Ὼ  ῀

װ ”⅔╒₱‚ ‖Ὼ⁴ -`װ ║ ” ” ῾₤∩≥₈₣ₐ⃰└₰‖ ₐ└₿╒└₮№↨₀   ₀  ῀
‗ ₀  ⁴‼‚ ‼ ’₤∩≥₈ ” ‗  „ ₀ ‼⁴‼” ₀ ΅ ‚ₐ└₿╒└₮
⁞↔₉╒⌂ⅎ─╒₦₀ ‚   ―ₐ└₿╒└₮№↨↨⌠₧≤√₀ ║ №↨  ῀‴ ‗ ― ” ₀ ⁸ 
⁴῀  ⁴῀ ’‘₀  ― ” ₀  ῀ ‚

₀ ΅ ₐ└₿╒└₮№↨ ⁵ ║ ₀  ⁴’‘↨⌠₧≤√
” ║ ₀ ‒῀

a- ‚ ’‘” ₲└₿╒‚ῷ΅― ‚  ― ”‗ῷ 
₀ ‚  ⁴῀ ” ₀     ” „ 411 ‚ ‒῀

ṷ ‚  ⁴ ”₤∩└←₰₣ₐⅎ
║₣ₐⅎ” „
║ „
║ ₣ₐⅎ„37
ṷ Ὸ” ‚   ₣ₐⅎ
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Ⅱ 教育研究等の質の向上の状況
(1) 教育に関する目標
③ 教育の実施体制等に関する目標
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΅― ₀ ῲ῀‴ ₀ Ὼ Ὼ ‚ῷ΅― 11 ‚' ( ↔₠╒≤√₀  

₲└₿╒‖  ⁴῀ ⁴ ‗₀    ͂‚ 01 ” ‖ ‚ ῾ ’ ₀ ‒῀
‴ 16 17 ‚ ₲└₿╒‚ῷ΅―Ή ” ῌ

”Ω╒∕‖ ₀ ‗  ₲∙⅓╒'EC.RC(₀  ῀
32

ת ’∞℮₉₈₪└Ω└℗” ת ₰ↄ≥₮װ • ₪└Ω└℗₀ Ὸ  ΅ ₮₰Ω√῍ ” Ή‾‹ ᾜ ” ₀
₀  ⁴‗‗‾‚ ₮₰ —῾―  ⁴₮₰Ω√₀  ⁴῀   ‖ ” ” ∆╒₯ ₮≤ↄ₰ •
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Ω√‗₮≤ↄ₰ • ₪└Ω└℗₀ ‴ ‚  ⁴℮₯₿⌂₪└Ω└℗ ₪└Ω└℗” ₀  ῀‴ ‚  ⁴℮₯₿⌂₪└Ω└℗”
—῾―  ⁴₮₰Ω√₀  ⁴῀ ” ‚–΅―  ⁴῀ ‚–΅―„ ₪└Ω└℗ ”∞└ↄ╒”₰₤⌂₈№↨₀ ‗ ―

’ ₀  ―΅⁴ ” ‚⁴₲∙⅓╒₀  ⁴ ‗‖ ₀
װ ₀℮₯₿⌂₪└Ω└℗    ῀ ‚ ”₪└Ω└℗ ”Ῥ ‚–΅― d≤╒⅔└₧

” ⁞≤ₐ↕ ”₈╒₢ₐ↕ ‖ ₀ ΅ ‚ Ό⁴ ₀  ῀
₀ ‼⁴῀

ױ ⁞ ’‘”‼”€ↄ ױ 1/ ‚ ”‼ 10 „
Ω₉₢⌂ ₀ ῾⁴῀ ’ 

῏08ῐ ῏08ῐ
῏ ‚   ῏ ‚  
⁴ ῐ ⁴ ῐ
ר ‚⁴ ’₪∙≈⅔₨╒₮≡ Ή-`ר ↨⌠↔ₓ№₮≡⅓⌂ Ὸ ”‼”↨⌠₧≤√‗ ―Ή ↨⌠↔ₓ№₮≡⅓
└ ₀  ⁴‼‚ ∞℮₉₈ ↨⌠₧≤√ῌΉⅎₐ℗ ↨⌠↔ₓ№₮≡ ⌂ ↨⌠₧≤√ῌ •Ήⅎₐ℗ ↨⌠↔ₓ№₮≡⅓⌂ ↨⌠₧≤√ῌ

₲└₿╒₀ ║  ― ⅓⌂ ↨⌠₧≤√ῌ₀  ⁴῀ ₀  ―  ῀
₀  Ή ’ῷ Ή ↨⌠↔ₓ№₮≡⅓⌂ ↨⌠₧≤√ῌ” „54 ‴

₲└₿╒ῌ₀   ” Ήⅎₐ℗ ↨⌠↔ₓ№₮≡⅓⌂ ↨⌠₧≤√ῌ” „38 ‖Ῥ
₀ ῲ῀ ‚ῷ΅―‾ ’ ” Ό ‖Ὼ῀

‚–΅―„ ”Ή
∞℮₉₈ ₲└₿╒ῌ‗Ή ῌa- ↨⌠₧≤√” ║ ” ₀  ⁴‼‚ ” ₀  ῀
‗Ό  ― ₀ ῲ῀ ‚–΅―   ₀  ⁴῀ ‴ ‚⁴ ₈└₨╒⅍ ” ‗ ₀  ―

  ’ ” Ό ‖Ὼ῀‴ ‚ῷ΅―
₀ Ὼ ”  ‹‚–΅―” ₀ ΅ ”↨⌠₧≤

√” ║ ⁞ ”Ῥ ‚–΅― ₀  ῀

b- ” ₢≥₤≈≤√‚ῷ΅ ₢≥₤≈≤√ ‚ῷ΅―
―  ’⁴ ₀  ⁴‼  ” ‚–΅―” ” ₀‴‗‼ 11 ” ‚–΅―”
” ║ ₀   ⁴ ₀  ῀ ‚–΅―„ ‚ ₀  ”Ή ”
₀  ⁴῀ ῌΉ ₀ ⁴ ‖” ῌΉ   ” ῌ’‘‚–΅―   ‴

 ‚–΅―„ ‖   ” ’‘₀  ῀ ⁵
” ₀ ‚ ” ₢≥₤≈≤√‚–΅― ₀ ΅ ‚
║ ” ₀  ῀

c-Ή ∞℮₉₈ ↨⌠₧≤√ῌ Ή ∞℮₉₈ ↨⌠₧≤√ῌ‚ῸῸ⁴ ║ ₀  ⁴
‚–΅― ” ‗ ― Ό  ― ‒―ῷ ” Ὼ ”
₮≤ↄ₰ ₀ ∞℮ ₀ ῲ‗‗‾‚ ₮₰Ω√Ή‾‹ ῌ‚
₉₈ ₲└₿╒‗ Ό   ” ” • Ό   ₀ ‒῀

 ⁴῀ ‴ ” Ὼ ” ₀ ‒  ͂‚
” ║ ”₮≤ↄ₰ ” ‚   ”
₀ ‒῀

℗╒−₰ש ‚  ⁴ ” ℗╒−₰ש ₲└₿╒‚ῷ῾⁴ ║ 10 ”₰−╒℗ ₀  34₪∕ 35₪∕  ⁴‗‗‾‚
₀ ῲ₲└₿╒” ₀ ” ’⁴ ₀ ⁴‗‗‾‚ ‚ῷ῾⁴₰−╒℗ ” ₀  ⁴‼‚Ή₰−╒℗ Ῥ

 ⁴῀ ‗” ₀  ― ῲ῀ VFῌ₀   ₀ ‚‴‗‼῀
‴ ‗” ‚ῷ΅―„ Ή ῌΉ₰−╒℗₀  

₲∙⅓╒ῌΉ₰−╒℗ ₲∙⅓╒ῌΉₒ₠╒₤└₧” ῌ ” ‖”
₀06   ‖6/7 ” ΌῬ‒῀

῏1/ῐ ῏1/ῐ
῏ ║ ” ‚ ῏ ║ ” ‚
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 ⁴ ῐ  ⁴ ῐ
ר ” ₀ ⁴‼ Ή ר ש ↨⌠₧≤√” ║ ₀ ↨⌠₧≤√” ‚ •–῾⁴‼ ‚ῷ΅― 1/

ῌ‚ῷ΅― •  ―   Ό ‗ ⁸⁵⁴↨ ” ↨⌠₧≤√ • ↨⌠₧≤√‚ ⁴ ‗” ‚  ⁴
‚ῷ῾⁴ ‚  ⁴ ⌠₧≤√‚  ―„ ₀ ῲ῀ ” ║ ₀ ΅ ” ₀ ‚↔₉╒ⅎↄ№₦  Ό

₀ ῲ῀  ― ₀  ― ’↨⌠₧≤√‚–΅―„ ₀ ‒῀ ↨⌠₧≤√
‚ ⁴ ║ ₀  ⁴῀ Ὸ„ 46” Ό  ⁵ ‚ῷ΅―” ₀  

Ήש ῌ” ‚ ₀ ‼ ↨⌠₧≤√” ₀ ‒῀
‚  ⁴ ‴ ‚ῸῸ⁴ ║ ” ║ ” ‚–΅―

₀ ῲΉ ₲└₿╒ῌ ‖ ” ₀ ΅ 01 ” EC‖←⅜⌂℮₉₰
₀  ⁴῀ ₢№₮≡└‚⁴ ║ ₀  ῀

ת ‗ ║ ₀ ‚ ת װ ”Ή ” ῌ ‚ῷ΅― ‚ῸῸ⁴ ”Ή ” ῌ
  ₀  ⁴‼‚ ’ ₀  ⁴‼ Ό ₀  ⁴‼ ║ ‚–΅― ║ ₀ ΅ 01 ‚  

₀ ῴ⁴῀ ‚ ‚ῷ΅ ” ₀  ⁴῀ EC‚ῷ΅― ≥€╒℅∕⅜╒₯∩╒
―„ ↨⌠₧≤√ ‗‚Ή ⌐∂⌂”₯₡ₔ₤₰←╒⅍” ║
ῌ₀ ῾⁴῀ Ό₁↨⌠↔ₓ№₮≡⅓⌂ ↄₐ₡℮└Ω₉₰⅍ ≥╒⃰╒

’‘” ↨⌠₧≤√‚–΅― • ‚ ₀ ‒῀
װ ‚ῷ΅―„ ‚
₀ Ὼ ‚ ’ ║
₀   ‚ ’ ₀ ῴ
⁴῀

ױ ‚   ױ 1/ ‚ ”‼ 10 „
₀ ῲ‼‚ ’ ₀ ῴ ’ 
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Ⅱ 教育研究等の質の向上の状況
(1) 教育に関する目標
④ 学生への支援に関する目標

中 ₀ ῴ ₀  ⁴’‘ ― ” ₀ ‚ ῲ῀
期
目
標

”

῏10ῐ ῏10ῐ
῏ ║ ║ ” ‚ ῏ ║ ║ ” ‚
 ⁴ ῐ  ⁴ ῐ

ר ”‼”€╒→₰₀ ‚ ר 08 ‚ ”‼ 10 „
  ” ₀ ⁴‼ Ή ’ 

₲└₿╒ῌ₀  ⁴῀

√Ω₰₮║⅍╒−€║₈↓ש ” ש 1/ ‚ ”‼ 10 „
₀Ή ₲└₿╒ῌ‚ ’ 

  ₀ ⁴῀

ת ’⅞≤₰∞└⅍ ‚ —Ὼ ת 07 ‚ ”‼ 10 „
• ₀  ⁴‗‗‾ ’ 

‚ ⅞≤₰∞└⅍ ” ’‘
’ ₀  ⁴῀

װ ⁞ ’‘‚   Ήװ Ῥ⁴ ↨⌠₧≤√ῌ ” ΅ ₀  ⁴‼ ‚ ₮₰Ω√ ║ ” ₀
≠⅔ↄ╒€⌂℮₭ₐ└ ₀ ‖   ” ₀   ΅ ₀   ₀ ║  ῀‴ Ή ”

‚  ⁴῀ ⁴῀ ‼” ₮₰Ω√ῌ‚⁴ ” ₀ ΅ ║ ”≠⅔ↄ╒€⌂
℮₭ₐ└ ₀  ⁴‼ ”₈₦₲₮→≥Ω₉ ₀   ” ‚
—Ὼ ₤∩└←₰ ” ”ↄ≥₈↔≥╒ ‗ ║ ”

” €ₐ└” ₀ ‒῀ ‚ ₈₦₲₮→≥Ω₉╒₀  ⁴‼
” ↨⌠₧≤√₀ ║  ⁴‼ Ὸ ₈₦₲₮→≥Ω₉≥
╒⃰╒'@K( ↨⌠₧≤√ @Kₐ└₿╒└₮№↨₀   01 ‚ @K
₀  ῀' „16 ῀(‴ @K ₀ ‗ 

║ @K₤∩└↨₀  ῀

ױ ⁞ ” ’‘” ‗⌂₦╒Ω₉₈€└≥∑ױ ”∑≤└ ∑≤└Ω₉₈€╒₦⌂‗ ”∑≤└Ω₉₈ ‗” ₀  ⁴
∑≤└Ω₉₈ ₀   Ω₉₈ ‗” ‚⁴Ή∑≤└Ω ‼ ”₧⌂╒↨ ‚ῷ΅― ”∑≤└Ω₉₈ ‗  Ή∑≤└Ω

⁴῀ ₉₈ ῌ₀   ₉₈ ῌ₀  ⁴ ‗‗ ῀ ⁵‚ —Ὼ 01 ”∑≤└Ω₉₈
‗ ” ” ₀ ⁴῀ ₲∙⅓╒‚ῷ΅― ”∑≤└Ω₉₈ ‗₯≡ₐ└⅍ ∑≤└Ω₉₈

₀   „ ” ₀  ⁴ ‗‚  ”
₀ ⁴ ‗₀  ῀

₰←└∩₤ײ ”∞└₿⌂⇔⌂₰ ₰⌂⇔⌂₿└∞-`ײ ‚ῷ῾⁴ ₤∩ ₤∩└←₰”∞└₿⌂ ₀   ‚ „
” ₀ ⁴῀ └←₰ ” ₀ • Ό  ―΅⁴ ‗Ό  ‼ ‗ ― 

” ‚  ⁴῀ ₀  ⁴‗‗‾‚ ║ ” ₀ ‒῀
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a- ⁞ ₰₿№↔‗” ∞└₿⌂⇔⌂₰ ‚ῷ῾⁴ ₤∩└←₰ ”Ῥ ‚–΅―
₀   ∞└₿⌂⇔⌂₰ ⁞ ‗∞└₿⌂⇔⌂₰ ₀ ‚

‚ ⁴ ” ‗ ₀   ⁞ ₀  ―΅⁴῀‴ ” ” ‗
  ₀  ⁴῀ ‖ ‖” Ό ‴ ΅‗ ⁸⁵―‾ ⁞  

‚ῼ΅ ‚–΅― ₀ ΅ ר ₲└₿╒ Ό
ש῀⁴ ╒⌠₠↔‾‖ ₲└₿╒‖ ₀  ––

‗” ₀ ⁴῀ ” ₀ ⁴ ‗‗ ῀ ‚ ∞└₿⌂⇔⌂₰ ‚
⁴ ” ‚–΅―” ₀01 ‚ ‗ ― ‴‗‼
” ‚ ―⁴ ‗‗ ῀

׳ ’‘ ”‼” ₮ ׳ Ὸ  ―΅⁴ ‴‖‚ ₮₰Ω√῍ ” Ή‾‹ ᾜ ₀
₰Ω√₀ ‚  ⁴῀ ₮₰Ω√Ή‾‹ ῌ‗ ₮    ‘ῷ ₮₰Ω√” ℮╒₿₀   Ὸ” ₮₰Ω√

₰Ω√ ”℮╒₿ ₀ ΅ Ὸ ‚ ῾ ₮₰Ω√Ό  ⁴ῲ ₀ ΅ ₮₰Ω√” ₀
₀  ⁴῀  ῀

‴ ” ‾ ‘ῷ 13 Ὸ ₮₰Ω√‖  
” ⁞€╒ↄ” ₀∟⅔₿╒‖  ⁴ ‗‖₮₰Ω√” ₀
 ‘ῷ ” ” ‾  ῀

῏11ῐ ῏11ῐ
῏ ║ ‚  ⁴ ῏ ║ ‚  ⁴

ῐ ῐ
ר ₲└₿╒₀Ή₤∩≥₈₲└₿ ₀└₪₴←ר   ₮₰Ω√₀ ₤∩≥₈₲└₿╒ • ₤∩└←₰” ‗  ―Ή₡└≤ₐ
╒ῌ‚   Ὸ ‚ ῾   ₤∩└←₰” ‚  ⁴ └₤∩≥₈ ₮₰Ω√ῌ” ‚–΅―   ₮₰Ω√
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װ €╒₦⌂ ” ” -`װ  ― Ή ‚ —Ὼ ” VF‚ 
║ ₀  ⁴῀ ῌ‚ —Ὼ ₲└₿╒ ” ” ⁞ −╒⌂” ”

• ” ₀ ‼⁴‗‗‾ ₀ ‒῀‴ ₲└₿╒” ” ⁞ ‹  ⅍ₐ⌐”
‚ ₀  ⁴῀ ” ₀ ‒῀

 ‚ 01 ‚ VF ‚⁴ ←⅍⌠╒⌂₀  
₀  ῀” ₀ ‚  ⁴ ” ║
” ‚–΅―  ῀‴ ”

VF‖  ⁴ ‚–΅―  ῀

a-  ― ” ‚   ‗” ‚ῷ΅― Ὸ
‗ ║ ”Ῥ‒↨╒⌂€ₐⅎ €₿₨∞∟≥₈⌂∏╒⌂” ”

‗” ₀   ” ₀ •↨⌐⅞↕ ₀  ῀
 ⁴ ‗‚ ” ║ ‴ ‚ €╒₦⌂‗ ‚„ ‗ ║
₀  ⁴῀ Ό ₀   ” ⁞ ₀  ῀ ‾ ” ⁞

‚ —Ὼ ” ║ ₀ ⁴῀

῏12ῐ ῏12ῐ
῏ ‚  ⁴ ῐ ῏ ‚  ⁴ ῐ
ר ” ” ₀   ר 1/ ‚ ”‼ 10 „
⁴῀ ’ 

ש ’‘ ‖ ₀ ‚ -`ש ‚ῷ΅― ₯≈⅔₈║Ω₉╒ ”‼” ‗ ― ₈⌂ↄₐ⅍₀ 3/
 ⁴ ‗‚ ║ ₀ ℅└₧║₈₮₰₿└⅍ ₀    0+5//   ₀ ῼ ῀‴ ₯≈⅔₈║Ω₉╒℅└₧║₈₮
  ⁴‗‗‾‚ ’ ₀ ῲ῀ ⁞ ‚ῷ΅― ₰₿└⅍₀ „ 01/   ‗ ―₢ₒ└₿╒

” ₀   ’ ₀ ῲ῀ ‚   ῀

a-Ή₤∩└←₰₣ₐⅎῌ‚ ₀   ₲└₿╒‚ῷ΅― • ” 07 ₀₤∩└←₰₣
║ ₀  ⁴῀ ₐⅎ‗ ―   ” ₣ₐⅎ” Ὸ” ‚  

₣ₐⅎ₀ ῀ ‖ ║  ⁴ ‗‚ ║ ₀ 
 ⁴ ‗Ό‖Ὼ῀

῏13ῐ ῏13ῐ
῏ ║ ‚  ⁴ ῐ ῏ ║ ‚  ⁴ ῐ
ר ” ‚  ― ר 07 ‚ ”‼ 10 „

” ⁞ ” ’ 
€Ω≤ₐ⅍₤∩└←₰₀   ║

₀  ⁴῀

└ↄ╒€⌂℮₭ₐ⅔≠ש ₀ ‚ ש 07 ‚ ”‼ 10 „
‼⁴‼‚ ’ ₀ ‗ ⁴ ’ 
ῃ‚⁴ ” ₀  ⁵⁴῀

₀‘’₦╒─⅍№⅜ת ΅ ‚ └≡₮╒₨⅔≈∙₪ת ” ₀ −╒₿⌂‚ῷ῾⁴Ή €−╒⅍ῌ” ∆╒₯ ” ‖
⁴ ₪∙≈⅔₨╒₮≡└₀  ⁴῀ Ὼ Ὼ  ⁴‗‗‾‚ ₪└Ω└℗ Ω└↨⌐╒⅍₀    ῀‴ Vda€ₐ⅍” ∆╒₯₀

” ₀ ⁴῀   ῾” ₀ −╒₿⌂   ῀
‖„ CUC ║↕≥╒↔₣ₐⅎ”

‚  ῀↕≥╒↔₣ₐⅎ‚–΅―„ ‚ ₀ ῴ῀
‚–΅―„ Ὸ Ὼ Ὼ ‚ ‼―΅⁴῀



, 77 ,

広島大学

Ⅱ 教育研究等の質の向上の状況
(2) 研究に関する目標
① 研究水準及び研究の成果等に関する目標

中 ר ῼ” Ῥ⁴ ‚ῷ΅― ⅍№↨⌐∂⌂” ” ₀  ῀
期 ש ” ₀≥╒ⅎ  ” ‚–’Ό⁴ ₀  ⁴῀
目 ת  ΅ ” ‗ ‚  ⁴ ₀  ⁴῀
標 װ ” ₀ ‚ ‚   ║ ⅜№⅍─╒₦₀ ‗  Ὸ⁵ ₀  ⁴῀
ױ ” ” • ’ ”‼ ” ΅ ₮₰Ω√₀  ⁴῀

”

῏14ῐ ῏14ῐ
῏  Ὼ ” ῐ ῏  Ὼ ” ῐ
ר ₀≥╒ⅎ ―΅⁴ ₀ ר ₀≥╒ⅎ ⁴ Ῥ⁴ ” ║ ” ‗ ― ║ↄₐ₡ ⅓⅝℮ↄₐ₰║ↄₐ₡

   ⁵₀ ‚  ⁴ ‗‚ ‗ ”‼” ₀ ₲└₿╒ GhRHL ₲└₿╒‚   ‖
 ” ‗ Ὼ ” ῲ῀ ” ₀  ῀
‗ ” ₀ ⁴῀ ║ ” ‚   ‚ῷ΅― ” Ῥ⁴ ‗ 

Ὼ ” ΅   ₀ ΅ Ή ‴‗‼ ῌ
‗ ―  ‼῀
║ ” ‚ῷ῾⁴ ₐ└ⅎ ” ‗ 
― Ή ₐ└ⅎ ₲└₿╒ῌ” 11 ‚  ⁴ ₀ ‒
῀
║   ‗” ‚  ⁴ ₀ ‚   

‗” ₀  ῀  ⁵‚ ₀ ‗ 
‚⁴ ║ ₀  ―΅⁴῀

ש ” ‗ ‚  ⁴ -`ש ’ ” ₀   ” ‚  ⁴  ‹₀ ”‗ῷ ‒῀
’ ” ₀  ⁴῀ ⁴῀ ║  ⁵―΅⁴ ‚  ⁴ ₀ ‚  ῀
‚–΅―„ ” ΅ ║ ║ 11 ” ‗ ― Ω⅔≈₈⅍≤№₦ ”

₀ ‚    ⁴῀ ” ₮└−₯ₒ√” ’‘₀ ‒῀
║ ‚ῷ΅― ‚ ”ῲ’ ”

₀   ₀ ‼ ₀ ‒῀
║ OC ”
║Q@18 ”
║

a- ‚⁴ Ή ║ ῌ” ₀
” ’ ” ₀  ― ”‗ῷ  ῀’ῷ ” „Ή ῌ‗ ―
ῲ῀  ῀‴ ‗ ―   10

” ΌΉ@ῌ‖Ῥ⁴ ‗ 11 ” ‚ ‗ ―  
⁴ ‗” ₀ ῴ῀
ר ” ' 11 00 (
ש ‚⁴ ↑₈≥└₧ ║ 07 ║
16
ת ” ' (
῏ ῐ
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0/

ת ‗ ” ’ ║⃰ₐ⅓∙№ -`ת ‖  ⁴ ‚⁴ Ή ῌ₀   ‚ ₀  ῀
₦’ ‚⁴ ’ ₀   ₀ ‚ —Ὼ ‚ 10 ‴  ⁵‴‖” ‚⁴ ”  ‼‗
⁴῀  ⁴῀  ― ‚ ₀   ‚  ῀

a- ’ ” ‗” ” ‚   ‚ῷ΅― ” Ῥ⁴ ‗ 
₀  ⁴῀ Ὼ ” ΅   ₀ ΅ Ή ‴‗‼ ῌ

‗ ―  ‼῀
 ⁵₀ ‗ ― ‚ ₀ ῾―΅⁴‾”⁞ ‚ Ό ‴
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Ⅱ 大学の教育研究等の質の向上
(2) 研究に関する目標
② 研究実施体制等の整備に関する目標
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₀  ⁴ ‗ ― ’ 
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Ⅱ 大学の教育研究等の質の向上
(3) その他の目標
① 社会との連携，国際交流等に関する目標
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目 ת ║ ” ’ ‖” ₀  ⁴‗‗‾‚ ‚  ⁴ ₀   ’ ║ ║ ₀  ⁴῀
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”‼” ‗ ―Ή ₀ ║   ’ ₀ ₀ ῾ • ‚  ⁴ ₀  ῀
ῌ₀  ⁴‗‗‾‚  ⁴῀ ₲└₿╒” ₀
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’ ” ” ‚  ⁴‗‗‾‚ ⁵
ת ” ₀Ή ῌ ℅ₓ№₦‚⁴ ” ’‘   ” ₀ ⁴ ‹
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‚⁴ ” ’‘ ” ₀ ⁴‼”₮₰Ω√ Ό
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Ⅱ 大学の教育研究等の質の向上
(3) その他の目標
③ 附属学校に関する目標
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‚ —Ὼ   ’ ₀ Ό ‖Ῥ⁴‗   11 Ὸ ”Ή ῌ₀
ῲ῀  ⁴ ‗„ ⁴ ‗‗ ῀

a- ‚–΅―” ‚ 1/ ‚   ‚–΅― ” ₀
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⁴ ‗‚ ”  ⁴ ῌ₀    ῀
₀ ⁴῀

῏38ῐ 10 ”

῏ ‗” ‚  
’ ‚  ⁴ ῐ

`- ” ‚–΅―   ϴ ” ₀   10 0/ Ὸ ┤ ” ’
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ϳ 教育研究等の質の向上の状況に関する特記事項
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‚ ₀  ⁴ῲ ” ↨⌠₲₰ ₀ ῲ ‗Ό ‚‖Ὼ⁴ ₀  ⁵⁴’‘ ” ₀ ‒῀ ש,11

ῲ‚’‒῀ ‚ ” ” ‗ ₀ ‚  ―‾ ║ Ό ‖Ῥ’Ό ’ ‚⁴ ‖ ‚ ‗’
‖Ὼ⁴ ‗‗  ‚⁴ • ” ₀  ‖ ῲ ‒―΅⁴ 05 ‚  ― ” ₀   ‚ ‖Ὼ⁴ῲ

 ‗‚ ₀ ‒῀ ר,3 ‗ ― ₀  ῀
║ Ό ‖ ‚  ⁴ ‗‚ ” ”

ṷ ⁞ ” ” ”‼” ‗ ― ῾⁴‗‗‾‚ ” ”
║ 07 ” ↨⌠₧≤√” ” ’ ₀ ⁴‗‗‾ ” ₀ ‗ ― Ή↔ₓ⅔№₦₰║₈₮₰₿└⅍ ῌ₀  ῀ 
‚ ’ ₀ ‚  ―₢≥₤≈≤√⁞ ” ₀ ΅ ‚ ‚ ⁸⁴ Ὸ” ῃ’ ₀ ” ‚  ⁴ 
” ₀ ‚ • ῾⁴OCB@€ₐ₦⌂₀   ῀ ר,/0 װ ‗‾  ―΅⁴῀
║ ‖₮≤ↄ₰₀℅ₓ№₦ ⁴ ” ║ ₤∩└←₰‚ῷ΅― ║ ’‘” ₀ ῴ― Ό
║ „ ῾‖’ῼ ₮₰Ω√Ή‾‹ ῌ‚ῷ  ⁴ ₀    ΅ ₀  ⁴‼ Ή ↨≤₭ῌ₀  
΅―‾ ↨⌠₧≤√‚ῷ῾⁴ ” Ό ‖Ὼ⁴ ῀
║ ₀  ― ‚
║ Ό ῲ ↨⌠₧≤√ ” ” ‖ Ό ṷ₤∩≥₈ ” ”‼”
‗  ⁵ ↨⌠₧≤√‚–΅―„ ₀ ΅ ₢≥₤≈≤√ ║ ₤∩≥₈₣ₐ⃰└₰⁞ ₳∙ ‖”₲∙⅓╒₀  ― ”₤∩≥
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₈ ₀ ‒῀‴ ‚ ” ₀  ῲ ₣ₐ⃰└₰Ὸ ₲ ₀  ῀ 15 ר
∙⅓╒‚ ⁴ ⁵₀ ”  ⁴‗‗‾‚ ‗  ― ║ ⁵ ₀   ₀≥╒ⅎ  ⁴ ‚  ―

₀ ΅ ₤∩≥₈   ῀ ‚ Ό΅₀  ⁴ ₀ ‗  • ‚ ⅓⅝℮ↄₐ₰║ↄₐ₡ ₲└
₲∙⅓╒₀₈₦₲₮→≥Ω₉₲└₿╒‗  ― ║   ₀ ₿╒ GhRHL ₲└₿╒‚  ― ‖ ” ₀  ῀
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║ Ὼ Ὼ ⅔≈╒≢╒₦ ↄ└₪₦ •₯≈⅜╒↕‚ • ₪╒℮ ₲└₿╒ ” ‚  ⁵ ‖
₉⅜╒₿╒₀   ₀  ⁴‗‗‾‚ ₿ₐ ‖” ” ₀ ΅ ῷ• ” ₀ ― ₀  ―΅

” ₀ ⁴‼ ₿ₐM@SHNM@K RBHDMBD @MC SDBGMNKNFX CDUDKNOLDM ⁴῀ ” ΅ ‚–΅―„ ₀  ― ” ₀ ῾―΅⁴῀
S @FDMBX'MRSC@(‗ ₀  ‚℅ₓ≤⌠└₪└ ‗₯≡ₐ└⅍₲∙⅓╒ ‚–΅―„ ”→╒√₿ₐ√₀   ₀₰₿╒⅍  
₀  ⁴’‘+ ” • ‚ ῾ ₀ ‒῀' 26 ―΅⁴῀ ‚ Ό ‗  ⁵ ‚–΅―„ ₰₨₯
)ר, ≈╒⌂ ₀ ΅  ―΅⁴῀

” ⁞ ” ’ ₀‗⁴ ‗‚ ⁵
ṷ ” ”‼” ” • ” ‚  ―΅⁴῀
║≠⅜₰₪║≠⅔℗ₐ└║↨⌠₧≤√‚Ή ”‼”₈↔≥₢║₈₯₈

'@,@⃰ₐ₈⌠₧ϳ(ῌ↨⌠₯ₓ₦⅍₀  ⁴‗‗‾‚ ₈↔≥₢ Ὸ0 ” ‗
6 +₈₯₈ Ὸ0/ ” ₀ ―+Ή@,@⃰ₐ₈⌠₧ ῌ₀ ‖ ₪∙≈⅔Ω₉‚  ⁴ ” ⁞ ₲└₿╒ ” ”
 + ” ” ‚–΅― ║ ₀  ῀' )`ת,/3 ‚⁴ ” ₀ ‚ ₮└−₯ₒ√₀

║ ’ ” ”‼” ₀   11 ῸΉ  ―΅⁴῀ ‚ ”⅍↓№₦₰⁞ ” ” ║
ῌ •Ή ₲└₿╒ῌ₀  ⁴ ‗₀  ῀  ― ‚  ⁴ ‗ ₀ ‚ GhRNQ₲∙⅓╒ • ₲∙⅓

Ὸ ‴‖”─└₰⅍№↨€╒→₰₀   ⁞ Ό ‖ ╒₀  ―΅⁴῀
Ὼ⁴₰∆╒₰‗ ― Ή ↨≤₭ῌ” • ” ₀ ‒῀'
)ר,28 ṷ ║ ║ ║℮╒₿∂╒₰║₴↔⅍ₒₓ₈ ” ║
║ 10 ‚ ₲└₿╒‚ῷ΅― 6 • ₲└₿╒” ‚–΅―„ ” • ” ”
Ό  ― ↔ₓ₈₀    ― ” ₀  ῀ ‚ ‒― ₀ ‼ 00 ” ₀ ‚  ―΅⁴῀

‴ 10 ‚ ↕≤₯⌂₲└₿╒ ↕≤₯⌂║€└←ₒ⌠ ” ‖ ”ₔ⅜⌂₥╒ ‚ ῴ
₲└₿╒ 01 ‚ ₲└₿╒ ∕⅔≈↓≈⌐╒₿₀   ⅍№↨⌐∂⌂” ₀
║ 11 ‚ ∂⅍⅓√₲└₿╒ ∂⅍⅓√  ῀
∏╒℅∙└ ₀⁵⁵   ‚ῷ῾⁴ ‗ ― ₲└₿╒” ⁞ Ῥ⁴ ” ‚‒― ’

’ ” ῾ ⁵⁞ ” ║ ₀ ‒῀' `ת,28 28, Ό ‗’ ” ‗” ‚ ⌐∂⌂” ⁵
)aת Ό ῼ  ⁵―΅⁴῀
║HMT ‗   ‚  ⁴VdaBS ₀ Ὼ Ὼ  ⁴‗‗
‾‚ ” ‖Ῥ⁴ ║↔≥└⃰╒₰ ‗   ‚ ⌐∂⌂” ṷ ”
VdaBS ₀  + ” ‖  ῀‴ ” 0885 ₮└−₯ₒ√₀  ―΅⁴῀ 03 ‚Ῥ

₀  ⁴‼ HMT₮∩ⅎₒₐ└₧║↨⌠₧≤√‚ —Ὼ ” ⁴ „ Ή ║ Ό ῼ ”  ΅ ῌ₀Ω╒∕‗
₀ ‚  ῀  ―   ⁸ ―0/1 ” ΌῬ‒῀₮└−₯ₒ√” Ὸ”

║ ” ‚  ⁴‼  ⁵‴‖ ‚⁸‒― ‚  „ ‚Ῥ⁴῀
₁‖Ὼ ” ‗” ‚⁴ Ή̓̀ ’ ῌ‚  ⁴ ₲└₿╒ ”GhRNQ₲∙⅓╒₀0/  ῀ 0/ ῲ Ὸ

↨⌠₧≤√῎₀  ῀ ₀  ― ‚  ⁴ ⁞ ‚–΅― ’ ₀ ῲ ₀
 ῀ „ 05/ ‖Ῥ‒῀

ṷ ║ ”Ή ῌ‚–΅― ṷ ” ║ ║ ” ℮╒₿
║ ’ ₀  ⁴ Ό‘”ῲ‚ ⁸⁵―΅ ∂╒₰₈₦₲₰

⁴Ὸ῀ ”
10 ” ” „ 1+/42 ‖Ῥ⁴῀”ῲ

₲└₿╒ GhRNQ „ Ὸ ” ‚0+431 ” ∕₮└₰₿℮₉ ‚400 ₀  ―΅⁴῀ ’
₀  ⁴ ‖Ῥ ₀ ‗ ⁴ ” ║ ῷ• ’ ‚‒― →╒√ „ ‼―  ―ῷ

” • ₀ Ὸ  ₀ ‗ ―΅⁴῀ ” ’ ‚  ―΅⁴῀
₲└₿╒” ‒―΅⁴ ⁞ ” ‚–΅―„ ‚  ⁴῀ „ ”89//Ὸ1/9//‴‖  ⁵ „∕₮└₰

ṷ ║ ║ ” ‗ ₿℮₉ Ό ‗΅ῲ←₿╒└‖ ₰₨₯≈╒⌂Ό ‴⁵
║ ” ‗ ―ῷ ”‼‚ ┤ 04/ ₀ ῴ⁴→╒√Ό  ⁵―΅

₲└₿╒Ό  ⁴ ‚ῷ΅―„ ₀≥╒ⅎ ⁴ ⁞ ⁴῀
Ῥ⁴ ’ ₀   ” ΅ ” ₀ ‗ ―ῷ ₰₿№

↔‗ ” ‗” ₀ ‗ ―΅⁴῀ ₀ ῲ
” ‚–΅―„ ‚ Vda∆╒₯ ‖ ‒―΅⁴῀ 10 ” ₀  ῀ ” Ό ” ’⁴
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‚ ₀ ’ῲ ‗‾Ῥ⁴Ό  ―‾ ‗ ῀ „  ―΅⁴῀‴ ‚  ― ‾  ―΅⁴῀
6/ ‚  052 ‖ ῲ11 Ό Ὸ” ‖Ῥ⁴῀ Ό ‒ ‖”→╒√₿ₐ√ ⁞ ‚ῷ῾⁴ →

₀ ῲ „ 05 ‖Ῥ‒῀ 11 ╒√₿ₐ√” ’‘ ” ‚   ’→╒√₿ₐ√ ₀ ‒
―΅⁴῀

ṷ” ║ ’ ₀  ⁴ ‗ ―” Ῥ⁴
ṷ ” ” ₀ ‗  Ὼ

║ Ὸ” ‗ ’ ₀  ₔ₤₰←╒⅍‖Ῥ⁴₲└₿╒₰ ₀  ― ‚ ’
₿№↔Ό ” ₀‗⁴ ‗‚ ₀≥╒ⅎ ⁴ ⁞ Ῥ⁴ Ὼ ” ” ” Ὼ ‚  ⁴

’ ₀ ‚  ⁴ ‗₀ ‗ ―΅⁴῀ ₀ ‒―΅⁴῀
║ ” ⁞ ‚  ₲└₿╒₰₿№↔‗” ₀ ‴ ” ⁞ ’ ₀ ‗ ― ₲└₿╒ ⁞ K@M”

⁞ ” ” ’→╒√₿ₐ√ ‖  ⁴ ‗‚ ₀ ‼⁴‗‗‾‚  ⁸  ℮╒₿ ” ’‘
38 • 17 ” ‚–’Ό‒῀ 38 „ ‚ ‖Ὼ⁴≠╒₭╒ ‾  ―΅⁴῀

6/ ‚  6/ ‗΅ῲ ΅ ‗’‒―΅⁴῀‴ „+Ogxrhb`k Qduhdv
Kdssdqr Ogxrhb`k Qduhdv A 00 ’‘ ” ΅ ‚ ṷ≠╒₭╒‖Ῥ⁴ ⁞ ₪∙≈⅔Ω₉” ” ║ ”‼”
 ⁵ ” „ ” ‗’‒―΅⁴῀ „1//8 1/0/ ‚
ῷ῾⁴ ῀ ₀ ‚  ⁴‼ ‗₲└₿╒ ‖  ⁴
║₲└₿╒₰₿№↔‗” ₀ ῲ ‗‚‒― ⁞ ⅝ₒ⅞ₒΌ ₀ ‚   Ὸ” ║ ” ₀ ‼ ’

 ⁵―΅⁴῀‴ ” ‖ ⁵” ₀  ⁴ ₀ ‒―΅⁴῀
 ‗‖  ’ ” ₀ ‚ ⁴ ⁞ ₀  ―΅⁴῀  ⁵‚ ῴ ―” ‚  ― →╒√₿ₐ√ ‚ ║ ”
║ ‚  ⁵ ‗΅ῲ ₀ Ὸ  ║ ” ₀ ’‒―΅⁴῀

” ‚ ⁞ ₀  ⁵⁴ ‗‖ ’ ‗ ” ‴ ₪∙≈⅔Ω₉‚ Ὸ⁵ ₀  ⁴‼‚
ῷ• ₀ ‗ ―΅⁴῀ ” ‚ ₀ Ὼ ₀ › ‚ ║

” „ ₲└₿╒‚ῷ῾⁴ ║ ’ ₀  ⁴ῲῴ‖ ” ‼ ‚–΅― ₀  ⁞ ‚ ’ ₀ ’‒―΅⁴῀
‒ ‗’‒―΅⁴῀

ṷ ║ ⁞ ‚⁴ ” •⁵” ‚ —ῼ
” ║ Ό‘”ῲ‚  ⁵  ―΅⁴Ὸ῀ ”‼”

ṷ ” ║ ” ” ₀ ‴ῴ ” ₀ ‒῀
” ‚–΅―„ ₲└₿╒ ‚⁴ ║ ‗ ║ ₔ⅜⌂₥╒ JDJ ‗   ₔ∙№₿└₰ ”

‗ ―” ΌῬ ‖„ ‖” ‚ —΅― ’ ₀ ’‒῀
₀  ―΅⁴῀‴ ” ‚–΅―„ ₀ ›01 ” ║ ” ” ₀„Ὸ⁴‼‚ @OOKD ₈└₯≈⌐╒₿”
‖  ⁴ Ό ‒―ῷ '0( ” ‚  ⁴ ‗'1( ₀  ῀
” ‚  ⁴ ‗'2( ” ‚  ⁴ ‗ ” ‚–΅―  ― ║ ↨⌠₯ₓ₦⅍” ”↨⌠₯ₓ₦⅍‗ ― ₰↓
΅⁴῀ └ ₮₰Ω√₀  ῀
 ‚ ₪∙≈⅔Ω₉” ₀  ⁵ ₀  ⁴‼‚ ║ ” ”‼‚Ή →℮₡

” ‚ ₀ ›06 ” Ὸ’⁴ ῌ₀  ῀
₀   '0( • ‚  ⁴ ‗'1( ‚  ⁴ ‗

” ‚–΅―  ―΅⁴῀ ṷ ’ ⁞ ₪∙≈⅔Ω₉” ‚  ⁴‼”
” ‚„ ₀ ‚  ⁴‼” ₀   ₮└−₯ₒ√ῷ•GhRNQ₲∙⅓╒” ’ ₮└−₯

―΅⁴῀₲└₿╒ 02 ‖  ⁴ ₒ√║ ” ₀  ― ’ ” ₀ ‒―΅⁴῀
„ ” ” ” ₀ ’‒―΅⁴῀‴ ₪∙≈⅔Ω₉” ‚    ‹„ ”‗ῷ῀

 ” ”₲└₿╒ ” ₀ ῲ‼ ” Ὸ’⁴ ║ ” ₀  ⁴ ₮₰Ω√₀ ‚  
₀  ―΅⁴῀ ‹ ‚  ῀ ₀   Ό ⁸⁵ „

” ‚ ” ‗ ’ ║ 0/ ‗’‒―΅⁴῀ ₀„ ‼‗ ⁴ ΅
” ’ ” ₪∙≈⅔Ω₉‚⁴ ῃ ” ‚ῷ΅― ₀  ⁴

₪∙≈⅔Ω₉‚ Ὸ⁵ Ό  ―΅⁴῀ ” Ό  ⁵῀
║⌐╒₭╒ ₀ ‗ ⁴ ” ₀ ’‒῀

ṷ ” ” ║ ” ║ ‖0// ” ₀  ⁴UKDDC ₰↓└ ₀  
‗ ”  ⁸ ║ ║ ’‘₀ ‚ ῲ‼‚   ║ ₀  ῀

₮₰Ω√” ₀  ― ” ‚  ₰₿№↔₀ ‗ ―
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₪╒₰ ῌ₀01 ║ ‚ ₀  ― ‟ῼ ₀ Ό‖Ὼ῀
‚ ῀'4( ║ ║ • ‚ῷ΅― Ή ║ 08 ῾‖ ” ” ‚

” ‟ῼ ῌ₀ ῀ 25 aש ” ₀ ῴΉ ῌ₀   ‚
║ ”HBS ₐ└↔ₓ₦₮≡└║₪└⅍⌠╒⌂℅╒√ MRS ⅔≈╒⅍≥ ₀ ‚ ₀⁵
₮≡└║€−╒⅍℅╒√ ₨₈║℅╒√”℅╒√ ₀  ―  ῀ ⁵  ῀
‴ Ό₁ ‗ ― ‚ῷ῾⁴ ₨₈” ₀ ║ ₲└₿╒‗ ₲└₿╒” ” ‚ ῾
  10 Ὸ ₨₈ ” ₀  ῀ 32 ṷe ₲└₿╒Ό  ―΅⁴Ή↔₇╒₰⅍⌐∂⌂ ῌ •Ή

₨₈₈ⅎↄ└₰₪╒₰ῌ ” ‚–΅― ₀ ‒῀ ” ‗ 
ת ‚  ⁴ ” ⁞” ΅„ ῃ” ‚ῷ῾⁴ ― ₀ ₲└₿╒‚  ―  ⁴‗‗‾‚

” —῾⁞  ⁵⁴ ’‘ ” Ὸ⁵―΅⁴ ⁞ ₀ ” ₀  ⁴‼℮╒₿∂╒₰ ‚  ῀
‴ῴ ⁞ ₀ ‚ ‼⁴‼” ῃ’ ⁞ ” ║ • ‚ῷ῾⁴ ”
║ ‚ ⁵” ₀   ║ ‗” ₀ ₀ ‚ ‚ῷ῾⁴ ‚–΅― ₀ ‒῀‴ ” ‖„
  ₀   ῀‴ ”PNK” ₀   ║ ’΅Ό ↔₉≥↓└‖ ‗ ― ” ₀ Ὸ”
‗ ― ” ║ ” ” ”‼ ₢⌂Ω₮₰ ‖ 10 Ὸ ῾ ⁵⁴ ₀ ‼―΅⁴῀

Ω√ ” ” ₀  ⁴‗‗‾‚ ” ₀ ⁴‼ ║ ‚ῷ΅―
” ₀ ‒῀ ” • ‚ Ό⁴ ” ‚–΅― ’

€⌠└‗ ― ⁵⁵ ’⁴Ω╒∕‖ ” • ₀ ₀ ‒῀
 ῀ ║ ‚ Ὼ Ὼ ‚ Ό⁴ ” ₀   07
Ό₁ ║ ₀ ‗ ΉΌ₁ ῷ ⁄ ῌ₀ Ὸ ║ ” ” Ὸ   ₀  ῀‴ Ό

‚  ῀  ―΅⁴ ‚  ―΅⁴ ‚ ⁸⁴ ₀ ‗ 
‚–΅―” ” ”‼ 01 • 0/ ‚ ₀ Ή ῌ‚14  11

 ῀ 32 ṷ`  ⁵῀
║ ║ ” ‖„ ” ₀ ⁴‗‗‾‚

‖„ ” ⁵” ‗ ” ‚ ῲ ” ‚ ṷ ⁞ ” ₀  ⁴‼” ↨⌠₧≤√ ║
 ⁴‼ HBT” ‚ ῾― ” ‚–΅― ” ║ ” ║
‗ ₀ ‒ HBT” ‚„ ’ ” Ό ’‼ ║ ₲└₿╒‚ῷ΅― ” ₢≥₤≈≤√₀

‚ῷ΅―„GBT ₀0/  ⁴ ‗‗ ῀ 32  ⁴‗‗‾‚ ” ‚  ― ⁵⁵‚
ṷb   ” ₲∙⅓╒₀   ‚ῷ῾⁴ ‚  

⁴ῲ  ῀‴ ↨⌠₧≤√‚–΅―„ 1/ Ὸ
װ ” ₀  ῼ ” ” ↨⌠₧≤√‚  ― ₲└₿╒‚ῷ΅―  ⁴‗‗‾‚

‚  ⁴ 10 ” ₀   ‘ῷ ║ Ὸ”↨⌐₳└‚  
║ ║ ₀ 10 01 ‚ ΅ 11 ‚ ‖” ₀  ῀

Ὸ ₀  ῀ ║ ₲└₿╒‚ῷ΅― ” ₢≥₤≈≤√₀
” ” ‚ ῾ ₀   11  ⁴‗‗‾‚ Ὸ  ⁵―΅⁴ Ό ” ║

₀ ΅ ” ₀ ‒῀ ” ‗ Ό ₀ ‚ ― ’ ₀ ‗ ℅≈╒
MHBT •FBT” ‚ ῾ ” ₀ 10 01 ‚ ΅ 1 ₿╒ ₀  ῀‴ „ ‗ ”

1 Ὸ ₀  ῀ ” ₀ ‚ ⁴‼ ₀    ῀
⌐₯℮└⅍⅞ₒ₰ ‚ ῾ ‖Ῥ⁴ ₀   ⌐₯℮ ║ ” ‗” ’ ₀  ⁴‼ ‚⁴℅≈

└⅍⅞ₒ₰ ₀ 10 01 ‚ ΅ 11 Ὸ ₀  ῀╒₿╒ ₀    ῀
32 `ת ║ ‚–΅―„ ‚⁴ ₀   Ὸ

” ₀   ₀  ῀‴ ‗ ―
‚ ⁴ ”Ή ’ ₢ ῌ‚ ‒ ₀ ‼ ₀  ῀

῏ 05 1/ ῐ ║ Ό₁ ⁞Ό₁↨⌠↔ₓ№₮≡⅓⌂ ↨≤└ •₧⌠
” ΅ ⁞ ” ║ ” ”‼‚ ╒ↄ⌂BND” ₀ ‴ῴ ₀   −₰⅍”

’ Ό ⁸⁵―΅⁴Ὸ῀ ║ ” ₀ ‒῀
ṷ ⁞ ”‼” ” ║ 2/ „ 84 ₀ ‗  ‴ ”
║ ₲└₿╒₀   ║ ” ↨⌠₧≤√₀ Ό ”‾”‚–΅―„ 57 ₀ ‗ ―  ῀
 ⁴‗‗‾‚ ║ ‚ ⁴ ’‘” ” ₀  ῀ ║ ‚–΅―„ ' ( ” ⅜№⅍─╒₦₀  

 ” ‗‚ ║ ‚ ⁴ • ” ₀ ⁴ ‗ ” ₀  ῀ ‚–΅―„ ” ‚
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 ’ ” ⁵‗ ” ” ‚ ₀ ‒῀ ṷ ⁞ ”
║ „ ” Ό ”‾”‚  ― 57 ₀ ‗ ― ║ ₀    ’ ” ₀ ⁴‼ ‚ ⁴H
  ” ‚ ῾ ⁵⁴ ” RN8//0” ∕⅜₯∞└⅍₮₰Ω√₀ ₀ ‼‗ ⁴ 06 •
₀ ⁴‗‗‾‚ ‚ ‚ ₀  ― ₀   07 ‚ ₀   ” ‚ ‚   08 00 ‚
“ ₀  ῀ ‖ ₀  ῀

║ ‚ῷ῾⁴ ₀  ⁴‼”Ή₿ₐ√₈ₒ⅍ῌ‚–΅―
” ΅ ” ”‼‚ ’ Ό ⁸⁵―΅⁴Ὸ῀ ” ” ₀    ῀

ṷ ” ” › ║ ∕⅔≈₈⌂ −₨№⅍ • ∕⅔≈₈⌂₀  
║ ₲└₿╒” ‚⁴ ‚ῷ῾⁴ ” ‗ ‚  ῀
‟ῼ ‗ ―” 1/ 00 ῸΉ ║ ”ₐ└₮℮└⅍‚ ⁴ ║ ₀ ‚  ₐ└₮℮└⅍

₲└₿╒ῌ‚ ” ‚⁴ ║ ‗” ” ‚ ‖ ₀  ῀
” ‚⁴  ” HRN8//0 ” ‚⁴ ║ ‚ ⁴HRN8//0” ∕⅜₯∞└⅍₮₰Ω√₀ ”‗ῷ  ῀

” ” ‚⁴ €╒→₰” ’‘‾ ‼ ῼ '0( ║ ” ‚–΅― ₀ ‒῀
” ₀   ‗ ―” ” ” ║ ” ₀   '1( ‚ῷ῾⁴ ‚–΅―  ῀
῀ '2(Ή • ῌ •Ήₐ└₮℮└⅍
║₦≥⅔₢⌂←₰ ₀   ‚ ₀   ῀ ῌ₀   Ή͂ • ῌ‚–΅―„
║ • ” ₀   ” ₀  Ήₐ└₮℮└⅍ ῌ„ ₀ 
 ῀ ‖ QL ‖ ₀ ΅ ↔₉╒ⅎↄ№₦ 

║ ‚  ⁴ Ό ‚  ⁴ ₀  ῀‴ ‚ ⁴ ῀
Ό ‚  ⁴ ₀  ῀ '3( ∕⅔≈₈⌂ ‚  ⁴ ” ₀ ‒῀

║ ” ‗ ― • ₀ ῃ Ὸ '4( ∕⅔≈₈⌂  ‚  ⁴ ” ₀ ‒῀
”  ῴ ⁴‗‗‾‚ ” ‚⁴ ₀ ‒ '5( ₐ└↔⌂ₔ└₭ ∕⅔≈₈⌂₀  ῀

῀ '6( ∕⅔≈₈⌂ ║ ” ₀ ‒῀
║ Ό₁ ‗ ― ‚ῷ΅―‾ ’ ₨₈₀ '7( ℅ₔ№₦₀   ℅ₔ№₦ ‚  Ὼ ‗ ―
 ⁴ ” ₀ ΅ 10 Ὸ ₀  ⁴ ‗‗ ῀  ⁵ ‚–΅― ” ℅ₔ№₦ ‴‖‚
║ VF‚ῷ΅― ”  ‚–΅― ₀ ΅ ₀   ₀ ‒―΅⁴῀

„ 1/ Ὸ ” „ 10 Ὸ  ΅ ‗
 ῀‴ 1/ 0/ ‚≥ₒ∕℅║ ₀   10 ‚ ṷ €╒→₰” ║ ‚ ῾
₀  ῀ ‚ 10 Ὸ ” ║ 1/ ‚ ₮₰Ω√₀   ” ₀  ― ₦
Ό ‗ ‚  ⁵⁴ ‗‚ ΅ ” ⌐₯№⅍₢╒ⅎ ℮→№⅍₢╒ⅎ‚⁴ ΅ €╒→₰₀   ῀
₀ ‚ ₀ ‚    ⁵‚ ῲ ║ €╒→₰ ”‼ ₀  ῀

”  ₀ ‒῀ ║ ║ ” ‖„ ” ₀ ⁴‗‗‾
║ ”HS ₀  ⁴‼ ”‗ῷ  ῀'0( 1/ ‚ ‖„ ” ⁵” ‗ ” ‚ ῲ ”
1/ Ὸ₡└≤ₐ└⌐₲↨⅍ ₀  ῀'1( 1/ ‚  ⁴‼ HBT” ₀ Ὼ Ὼ  ⁴ ‗‗ ῀

1/ Ὸ ⌐₲↨⅍℅ₔ№₦₮₰Ω√‚⁴⌐₲↨⅍” ‴ 10 Ὸ ‚  ⁴ ‚–΅― ”
” ₀ ‒ '͂2( 1/ Ὸ ₢⌂Ω₮₰Ω√” ₀  ῀ ₀ ‗ ― Ὸ ‗ ῲῴ‖ ‚ ‚  

'3( 1/ Ὸ ₮₰Ω√” ₀  ῀ ” ’ ‗  ” ‚  ῀
║ ₀„ ‼ ‾ ‼ ” ” ” ₀ ║ ║ VF‚ῷ΅― ”  ‚–΅― ₀ ΅
  Ὸ342 Ὸ04 „ 1/ Ὸ ” „ 10 Ὸ  ΅

Ὸ34 Ὸ ” ” ₀ ῀ ‗ ῀‴ 1/ 0/ ‚≥ₒ∕℅║ ₀   10 ‚
‴ ” ” ₀   ₀  ⁴‼ ₀  ῀ ‚ 10 Ὸ ”
₀   10 Ὸ ₀  ⁴ ‗‗ ῀ Ό ‗ ‚  ⁵⁴ ‗‚ ΅

║ ” ” ₀ ΅ ” ₀ ῲ‼ ” ₀ ‚ ₀ ‚    ⁵
₀ ” ₧⌂╒↨ Ὸ ‚  ῀ ‚ ῲ ”  ₀ ‒῀

║ ” ‗ ” ₀ ⁴‼ ” ₮
∙≈⌐╒₮≡└₀  ⁴‗‗‾‚ ₀   10 Ὸ ṷΌ₁║ ” ΅ ” ‚ ῾
‚ ₀ ‚  ⁴ ‗‗ ῀ ║ ” ‟ῼ ‖Ῥ⁴

•
‗ ₀  + ” ‟ῼ ” ‗”
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₀  ῀ ‚–΅―„ 10 ‚ῷ῾⁴' ( ‚⁴
║ • ‚  ⁵῀ ‚ ῾― ↨⌠₯ₓ₦⅍₀   ” ║ ₀
║ Ό₁ ⁞Ό₁↨⌠↔ₓ№₮≡⅓⌂ ↨≤└ •₧⌠╒ ‚ ” ⁞ ₀ ΅ ” ΅  ₀ ‒῀
ↄ⌂BND” ₀ ‴ῴ ₀  ῀
║ ‗ ― 08 01 ‚ₒₐ⌂₰ ” ⁞ ’ ṷ ⁞⁵‚ —ῼ ” ║
‘₀ ⁞ Ό ‖₈ⅎↄₐ₰ ⁴ ₀  ῀ ║ ” ‚ ₀   ” ‗” ‚
║ ₲└₿╒₰₿№↔₀ ‗  ‚ῷ῾⁴ ‟ῼ ‚  ⁴ ₀ ῲ ‗‗ ‰Ὸ ₮₰Ω√”

₀  ῀ ‚⁴ ” ║ ‚ ῲ ”
║ ” ‚ ΅ ₀   Ή ⁵ ”‼”∞℮₉₢⌂₦≤╒₦” ’‘” ₀   Ὸ–

ῌ” ₀   ῀ ’ ₀  ῀
║ 1/ ‚ Ή ῌ‚ῷ΅― ”‼” ₨₈₪╒℮ ║ ” • ” ₀ ΅ ” ₀  ῀
₉⅜╒₿╒” ” ” ║ ” ” ║ 08 ‚ ↄ≤└₰” ’‘” ₀ ῲ‼ ₀

₀  ⁴’‘ ₀   Ή ₲└₿╒ῌ‚  ῀  ῀
║ ₮₰Ω√ GNL@R ℮╒₿₀ ‚  

║ ’ ”‼‚ ’ Ό ⁸⁵―΅⁴Ὸ῀ ’‘ ”₪₰⅍ ₀  ῀
” ║ ” ₀   ₀  ⁴‗‗‾‚
ṷ ” ” ” ” ₀  ῀ ” ‚  
║ ‗ ― ║ ║ ║ ║ ―„ ‗”₪₰⅍ ‚ —Ὼ   ” ║
║ ║ ₀ ‗ ⁴Ή ῌ₀  ‰Ὸ ₀ ‖ ║  ― ₪₰⅍ ” ₀  ῀‴

‗  –– ‚ ⁴ ║ Ὸ ║ ‚ ⁴‴‖” ₮₰Ω√” ‚ ῴ ₮₰Ω√₀   ₮₰Ω
₀ ‚  ⁴‼ ” ‚ ₀  ῀ √₀ ‚  ῀

║ ” ” ” ’‘ ῼ” ₀ ║  ‗” ‚ —ῼ ↄ≤└₰” ’‘” ₀
 ῀” ” ” ‖” ῲ‼‚ ║ ₀ › ‚–΅―  ‗” Ό ‚’
’‘₀  ⁴ ‗Ό‖Ὼ῀‴ ”‰Ὸ ₧⌂╒↨” ⁴ῲ℮╒₿ ” • ₀  ῀‴ ℮╒₿ₒₔ₈⅞ₒ
” ₀ ‚ ∞℮₉₢⌂₦≤╒₦ • ∞℮₉₢⌂₦≤╒ ₰ CVG C`s` V`qd Gntrd ₀   ” ‚–΅― ₀
₦” ₮₰Ω√” ’‘ ₀  ῀  ῀
║ ‚   ₀ Ὸ‗  ”≥╒⃰╒₮№↨‚ ║ ‚–΅― ₪₰⅍←↔₠╒∕└₰ • ” •‚

” ₀ ⁴‼ Ή ” ‚  ⁴  ῌ₀   ₀   ” ║ ” ║ ₀ ῲ‗
• ‚ −₰⅍₀  ῀ ‗‾‚ ₮₰Ω√ ║ ₮₰Ω√ • ₮₰Ω√

║ VF‚ῷ΅― ”  ‚–΅― ₀ ΅ ₀ 1/ Ὸ    ’ ₀  ῀‴ ’
„ 1/ Ὸ ” „ 10 Ὸ  ΅ ‗ ” Ὸ ‖  ⁴ ‚–΅― ℮╒₿‗

 ῀‴ 1/ 0/ ‚≥ₒ∕℅║ ₀   10 ‚  ⁴ ” ₀ ΅ ‚ ’ • ₀  
₀  ῀ ‚ 10 Ὸ ” ║ ₀ ῴ ₀  ῀
Ό ‗ ‚  ⁵⁴ ‗‚ ΅ ” ║ 1/ Ὸ ₮₰Ω√” ₀   ₢⌂Ω₮₰Ω√‗
₀ ‚ ₀ ‚    ⁵‚ ῲ   Ὸ • ₀  ῀‴ 10 Ὸ

”  ₀ ‒῀ ” • 10 Ὸ” ₡╒⃰╒
║ 08 ‚  Ή ₤∩└←₰ ῌ₀ ‚ Ή ₤∩└←₰ ” ‚ ‚ῷ῾⁴ Ό ‖ ‚’

₧≤└ⅎ℮₭ₐ└ ῌ₀  ῀ ” ’‘ ’ ₀  ⁴ ‹₀  ῀
” ⌠№⅍ ‚–΅―„ Ὸ

ṷ ” • ₀ ‴ῴ  • ‚ ⁴⅍⌐╒₰Ό ‗’ ”
║ ”HRN8//0 ‚–΅― ₀ ‼‗ ⁴ 06 • 07 ” ‚  ⁴‗‗‾‚ ⁵℅ₓ№₦‚⁴ ”
‚ ₀   ” ‚ ‚ ∕⅜₯∞└⅍₮₰Ω√₀ ’‘   ” ₀ ⁴ ‹₀  ῀ ‚ 1/ ‚

  ‖ ₀  ῀ VF₀   ₮₰Ω√” ₀  ⁴‗‗‾‚
║HRN8//0‚⁴ ∕⅜₯∞└⅍₀   €╒→₰∕⅔≈₈⌂₀ ‚ 08 • 1/ ‚–΅― ”

 ⁴ ‗‚ ‚ ₀  ₀   ―ῷ HRN ₀ ΅ ₀  ῀‴ ” Ὼ΅ 1//
₀  ⁴‗‗‾‚ 14 ‚∕⅜₯∞└⅍⌐→≈╒₀ ΅ ” ‚–΅― ‗ ₀  ῀ ⁵” ‚

‚   ⁴ ‗‗ ῀‴ ( ‚⁴ ”‼” ” ” 4/ 05 ₀  ῀
₀   OCB@€ₐ₦⌂Ό ‚  ―΅⁴‗  ⁵῀ ‚
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║ ∞℮₉₢⌂₦≤╒₦” ║  ₀ ΅ ‚ ⁴ ‚  ῀
₀   ⁴‗‗‾‚₦≤╒₦ ₀  ₰₤⌂₈№↨₀ ⁴ ‗‖ ║ 1/ ‚ Ή ῌ‚ῷ΅― ”‼” ₨₈₪╒

”℅ₓ№₦ ” ₀  ⁵” ‚  ῀ ℮₉⅜╒₿╒” ” ” ║ ” 
‴ 1/ 0/ Ὸ ₮₰Ω√₀   ” ‚ῸῸ⁴ ” ₀  ⁴’‘ ₀   Ή ₲└₿╒ῌ‚  

” ₀ ⁴‗‗‾‚ ” ⁵” ₀ ‒῀’ῷ 08 01 ῀
17 ῾ Ή • ‗ ‗” ‖”
” ‚–΅―ῌ₀ ῾ ║ Ό ‒―Ὼ ₀₦≤╒₦ Ό ῏ 10 ῐ

‖Ὼ’΅Ὸ” ₀ ‒―΅⁴῀ ” ΅ ⁞ ” ║ ” ”‼‚
’ Ό ⁸⁵―΅⁴Ὸ῀ ║ ”

ṷ ” ⁞₪₰⅍ ” ṷ ⁞ ”‼” ”
║ ” ” 4/ 05 ₀  ῀ ║ ║ ║ ₲└₿╒‗” ₀  ⁴‼
║ ” ” ‚ ” ‗ ” ₀ ‼ ₲└₿╒‗ ₧⌂╒↨ ‖
‗ ―Ή ῌ • ║ ₀ ║  ⁴ ‗‚ Ό ‖” ‚   ’ ℮╒₿’‘” ‚–΅―

 ΅ ” ₀  ῀ ₀ ‚  ₀  ῀
║ ‚   ₀   ‚ ⁴ ” ₀  ῀ ‴ ” ‖Ῥ⁴ ↨⌠₧≤√‚ῷ΅― Ὸ
║ ∞℮₉₢⌂₦≤╒₦” ‚ ⁴ ₀    ₢≥₤≈≤√ ‚  ― ’  ₀ ‼⁵ ‚ῷ΅―

” ₀   ῀ ‾ 11 ”↨⌠₧≤√”  ₀ ῲ Ὸ Ό
║₦≥⅔₢⌂←₰” ’⁴ ‗ ₀  ⁴‗‗‾‚ COB” ₀ ΅  ⁴ ℮╒₿ ” ” ⁞℅≈╒₿╒ ” ₀

” ‗ ₀  ―΅⁴῀ ῾῀‴ ‚ῷ΅―‾ ” ‚  ⁴ ” Ὸ
║ ” ” ‚ ” ‗ ” ₀ ‼ Ό  ⁴ ” ℮╒₿ ” ’‘₀  
‗ ―Ή ῌ • ║ ₀ ║ ₀   ΅ ║ ║ ₲└₿╒” ” –‖Ῥ⁴

₀  ῀ Ὸ ‗ ῼ ”Ή ῌ‚
║ ₀ 05 ” ‖  ⁴‼‚ ” ₀    
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₀ ‚ ‚ῷ῾⁴ ₀  ῀’ῷ ” ‗  13 17 0/ 17 0/ ῀ ‚
― ” ‖„’΅Ό ↔₉≥↓└‖ ‗ ― ” ” ₀   11 ↨⌠₧≤√

₀ Ὸ” ‖ 03 01 „0/7 ῀’ῷ 1/ ‚  ⁵ ║ ↨
” ‖ ‗ ― ῾ ⁵ ⅝ₒ⅞ₒ₀   30 cװ ῀ ⌠₧≤√‚⁴ ‗” ₀  ῀ 11 ” E

║ ⁵‴‖” ℮╒₿∕⅜╒₯∩╒ ” ‚ ‚BQB C ” ₀ 11 ‚ ‚   30 ר
₪╒℮₉⅜╒₿╒ ₀ ῴ― ₀   `ת ῀

” ‚ Ό⁴ ”↨⌠⅍₪ ║ ” ₢≥₤≈≤√₀  ⁴‗‗‾‚ 11 ↨⌠₧
⌂”₪└€⌂Ω╒₮≡└₀ ‒ 66 ῀‴ ≤√₀   ‚ ‴ ” ‚–΅― 11

”↨⌠⅍₪⌂”₪└€⌂Ω╒₮≡└‚ ‚  ⁴ ”Ῥ⁴ ‚   ῀ ‚ 11
‚   ” ₀ ‒ 66 ”₪└€⌂Ω╒₮≡└₀ ↨⌠₧≤√ ₀ 14 • 04 ‚  

 Ό ‚  ⁴ ”Ῥ⁴‾”„’Ὸ‒ 31 ש+`ר ‚   ║ ₀ ‒ ” 011 ῀ 1/ ‚
` ῀ 11 ₀  ῀0/ 16 ”∕№℅└₧ ‖60
║ ‚ Ὼ Ὼ ‚ Ό⁴ ” ₀   ”∕№℅ ₀ ῀ „ ₀  ‼ „  ’΅ ‗‗
03 ” ” Ὸ   ₀  ῀‴ Ό  ῀
 ―΅⁴ ‚  ―΅⁴ ‚ ⁸⁴ ₀ ‗  ” ‚–΅―„ ” 04 ‚ NRB

Ή ῌ‚10     D₀  ⁴‗‗‾‚ ” ‚‾   ῃΌ ‚
⁵ 31 aר aש ῀  ⁴ῲ  ῀

08 Ὸ  ⁵―΅⁴ Ό  ―΅⁴ ║ ”
ṷ ⁞ ” ₀  ⁴‼” ↨⌠₧≤√ ║ ‗ Ό ₀ ‚ ― ’ ₀ ‗ ℅≈╒₿╒

” ║ ” ║ ₀ Ὼ Ὼ  ―΅⁴῀
║ ” ₢≥₤≈≤√₀  ⁴‗‗‾‚ 05 ” 12 ↨⌠₧≤√‚–΅― ₪╒₰⁞ ‚–΅―  ₀ ΅ 12

‚ ‼⁵―΅⁴Ή ῌ‚–΅― 10 00 ῾‖ Ό 2/ ‴‖‚   ⁴ ‖Ῥ⁴῀
 ⁵‼ 11 ↨⌠₧≤√₀   2/ ‚   ῀ 11 04 ” ‚ῷ΅― 10

 ”↨⌠₧≤√„ 03 ”Ή ῌ ” ₀ ΅ 41 ₀ Ό  ⁵‾”‗ ― ‗
00 ”Ή ⅜№⅍─╒₦   3 ר aת ῀

ῌ‚ῷ΅― ” ₀ ‚  ῀ ῾‖ ║   ” ‚ —Ὼ ║ ” ₀  ῀‴
Ὸ ‚–΅―38 ‗ ⁴ ΌῬ‒Ό ” ‗ ‚–΅―„ ℮╒₿∕⅜₯∩╒Ό ”  ῾₀  

₀ ΅ Ὸ ” ” ₀ ῾ 41 ” ‗ ῀ 1/ 16 ‚⁴ ₀  ⁴‗‗‾‚ Ὸ” ₀
‚ 11 ₀  ῀0/ 18 ”∕№℅└₧ ‖   ₀ ‒ 31 ת ῀

41 ”∕№℅ ₀ ῀ „ ₀  ‼ „  ’΅ ‗ ║ 2/ ‴„ 84 ₀ ‗  ‴
‗ ῀ ” Ό ”‾”‚–΅―„ 57 ₀ ‗ ―  ῀
‴ ” ‚  ― ⁵⁵‚   ║ ‚–΅―„ ' ( ” ⅜№⅍─╒₦₀

” ₲∙⅓╒₀12   ‚ῷ῾⁴ ‚  ⁴ῲ   ” ₀  ―΅⁴῀ ‚–΅―„ ”
  „01   552 ῀ „00 ‚ ’ ” ⁵₀ ‒―ῷ 00 • 03
  361 ῀῀ ‚ ” ” ₀ ‒῀‴ Ή ₮₰Ω√”℮╒₿
Ό₁↨⌠↔ₓ№₮≡⅓⌂ ↨≤└ ₀ ΅ Ὸ– ’₰₦≥╒⅔└₧ ῌ₀   ‚ ‗’

• ‚ ⁴ Ή‡⁶ ‴ ῌ ‗   11 ⁴ ₰₦≥╒⅔└₧₀ ΅ ₀ Ὸ‚ ⁴ ‗⁞ ’
↨⌠₧≤√”  ₀ ‚ ‒῀ ₔ└⅍≥╒₀ ‚ ῀ 10 ” „2/ „0/5

12 ↨⌠₧≤√‚–΅― ‾ ‚ ⁵₪╒₰⁞ ‚–΅― ‖ „65-/ ‖Ῥ ₀   31 װ ῀
₀ ‒―΅⁴῀ ‚ ₀   12 2/ ‴‖‚

  ⁴ ‖Ῥ⁴῀ ” ΅ ” ”‼‚ ’ Ό ⁸⁵―΅⁴Ὸ῀ ”
11 13 ” ‚ῷ΅― 10

” ₀ ΅ 25 ₀ Ό  ⁵‾”‗ ― ‗ ῀ ṷ ” ” ›
Ή ↨⌠₧≤√ῌ‚–΅―„ 1/ ῸΉ ↨⌠₧≤√ῌ ║₦≥⅔₢⌂←₰ ₀ ‚₦≥⅔₢⌂←₰” ₀  Ὸ

‗    ₈ₐ₡─ ‗  ₲∙⅓╒ ‚ Ὼ „ 07 ‹ ₦≥⅔₢⌂←₰020     ’⁴ ‗
00 10 +11 ‚⅞─ₐ ‗  ₲∙⅓╒₀   ‴͂ ₀  ⁴‗‗‾‚ COB” ₀ ΅ ” ‗ ₀  ―

”‼” • ₀ ⁵‴‖ ‚  ―΅Ό  ῀‴ Ό₁” ←₰₀   ” ‗ ₀  
Ὸ₡╒↨└∏₰↓₿⌂” ‗  ” ‖    32 ṷa 60 `ר ῀
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║ ”℅╒√ ₀  ―  ῀‴ Ό₁ ║ ” ‗ ” ₀ ⁴‼  
‗ ― ‚ῷ῾⁴ ₨₈” ₀   10 Ὸ ₨₈ ‚ —Ὼ 0/ ₀ ‚   33

” ₀   32 ṷe ῀ aװ ῀
║ ”HS ₀ ”‗ῷ  ῀
║ Ὸ • ” ₮₰Ω√₀  ῀ ṷ ⁞ ”
║ ₮₰Ω√” ’ ₀ ⁴‼ ” ₀  ῀ 16 ║ ‚ ⁴HRN8//0” ∕⅜₯∞└⅍₮₰Ω√₀ ”‗ῷ  ῀
‚ • ‚ ῀ 00 01 ‚ •   ῀ ║ ∕⅔≈₈⌂ • ∕⅔≈₈⌂₀  

║ Ό ” ⁞ ’‘ ‚  ₀ ῲ ₡╒⃰╒ ₮₰Ω√” ‚  ῀
” ₀ ”  ‚  ⁴ ” ῾₀  ⁴‼”ₐ└℅ ║≥₰₦∕⅜₯∩╒ ” ║ ₀ ‗ ― ”≥₰₦∕⅜₯∩╒
∩╒₯₮╒⅍ ῾ ‚⁴ ῾” ” ” ₈₮₰₿└⅍₀   Ὸ ‚ ⁴ ₀  ῀

” ” • ” ῾‗ ” ” ║ ” ₀ 2/ ‚ ΅ ‚–΅―0/ ”≥₰₦∕⅜₯
₀  ῀ ∩╒ 00 ” ₀  ― ↔₉╒ⅎↄ№₦ 
║ ‚  ⁴ ₀ ⁵‴‖⌐└⅍₩└↔₉⌂√‒‾”₀BC  ῀ ₀  ῀
║ ←⌂⅍₧ ║ LQR@ ₀ ‚℮╒₿‖   ”
≤√ • ” ₀   10 01 Ὸ  ῀ ‚   ‚ῷ΅― ’ ₀    ―΅⁴῀‴
║MRSΩ└↨⌐╒⅍ • ” ₀   ” ₀ ῲ ‗‗ ῀ ₲└₿╒ •HBT‖„ ₀   ∙╒Ω₉└₧‚
║ 11 Ὸ ₮₰Ω√” ₢⌂Ω₀ↄ╒₯≡└₈№↨    ₀ ´ ₀ ‒―΅⁴῀
” ₀ ‒῀ ║ LQR@ ” ” • ’ ” ₀   ‚
║ 10 ₀   Ό  Ό ∂└⃰╒Ὸ   ” ₀  ῀
‚ ₀ ‚   ’Ό ₮₰Ω√” ₀ ‒῀ ║HBT‚ῷ΅― 10 Ὸ” ₢Ω╒Ω⌂ •

║ Ό 11 ‚  Ή ₮₰Ω√” ‚  ⁴₣ ₀₿╒₩№⅍‗ €╒∂ₐ≤└₰‚ ῴ Ὸ
ₐⅎ≤ₐ└ 3-0 ῌ‚  ⁴ῲΉ ₮₰Ω√ ῌ₀ €╒∂ₐ≤└₰‾   Ὸ ‚℮╒₿₀‴‗‼― ‚↔₉╒ⅎ
‚ ”₮₰Ω√ ” ” ” ‼ ↄ№₦ ―΅⁴῀

₲₤≈≥Ω₉”   11 Ὸ  ⁴ ‗‗  ║ ─₦℅└ •℗∂⌂₦≥└ ”℮╒₿₀   ℮╒
32 ײ ῀ ₿∂╒₰₀   32 ׳ ῀

║ ₀„ ‼ ‾ ‼ ” ” ” ₀ ║
  407 Ὸ337 Ὸ ṷ €╒→₰” ║ ‚ ῾

06 Ὸ31 Ὸ00 ” ” ║ ║ ” ‖„ ” ₀ ⁴‗‗‾
₀ ῀ ‚ ‖„ ” ⁵” ‗ ” ‚ ῲ ”

” ‚–΅―„ 11 Ὸ₦≥⅔₢ ‚  ⁴‼ HBT” ‚ ῾― ” ‚–΅―
⌂₰₿№↔ „ ” ₀  ⁴ ” ‚  ⁴ ‗ ₀ ‒ HBT” ‚„ ’ ” Ό ’
₀   ” ‗„ ‚ ” ‚ ” ‚ ‼ ‚ῷ΅―„GBT ₀0/  ⁴ ‗‗ 
   ” ” ₀ –– ” ” ₀ ⁴‗‗‾‚ ₀ 32 ṷb ῀
 ⁴ ‗‚ ” ₀ ‒῀

”‼ ” ” ₀  ⁴ ΌῬ 10 ṷΌ₁║ ” ΅ ” ‚ ῾
Ὸ ₀   05 ” ₀ ―΅⁴ 32 ᴀ ῀ ║ ‚ ⁵” ₀   ║ ‗” ₀
║ ‚ῷ῾⁴ ‗ ― ” ‚   ₀ ‖Ὼ⁴ῲ   ₀   ῀‴ ”PNK” ₀   ║
 ₀ ΅ • ₀   ‚ ” ‗ ― ” ║ ” ” ”‼ ₢⌂Ω
₀ ΅ 10 Ὸ  ῀ ₮₰Ω√ ” ” ₀  ⁴‗‗‾‚ ” ₀
‴ 11 Ὸ₦≥⅔₢⌂₰₿№↔ „ ” ₀ ⁴‼ ” ₀ ‒῀

 ⁴ ” ‚  ⁴ ₀   ” ‗„ ‚ €⌠└‗ ― ⁵⁵ ’⁴Ω╒∕‖ ” • ₀
” ‚ ” ‚    ” ” ₀ ⁴‗‗‾‚  ῀

₀  ⁴ ‗‚ ” ” ₀ ‒῀ Ό₁ ║ ₀ ‗ ΉΌ₁ ῷ ⁄ ῌ₀ Ὸ ║
 ‚ ” ‗ ― ‚  ⁴ Ό ῲ • ‚  ῀

” ‚    ⁵” ‚ῷ῾⁴ Ό  ΅ ‚–΅―” ” ”‼ 01 • 0/ ‚
” ₀ ⁴‗‗‾‚ ∟℅∂╒₮≡└₀  ⁴‼ ₀   32 ṷ` ῀
₀   33 `װ ῀
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║ ’ ”‼‚ ’ Ό ⁸⁵―΅⁴Ὸ῀ ║ 10 ‚ —Ὼ₮₰Ω√ ‗ ” ‚–΅―  
” ‚ —Ὼ ℅ₓ№₦ ” •‚ ” ₀  
ṷ ” ῀ ” ⌠№⅍
║ ║ ₀ 10 01 ‚ ΅ 11 ‚–΅― Ὸ • ‚ ⁴⅍⌐╒₰₀ ΅

Ὸ ₀  ῀ ” ” ‚  ⁴‗‗‾‚ ⁵℅ₓ№₦‚⁴
” ” ‚ ῾ ₀   11 ” ’‘ ” ₀ ⁴‼”₮₰Ω√ Ό ‒ ‗‚

₀ ΅ ” ₀ ‒῀ ₮₰Ω√ ” ‗ ” ” ₀ ΅ ₮₰Ω√ ‚  ⁴
MHBT •FBT” ‚ ῾ ” ₀ 10 01 ‚ ΅ 11 ℮╒₿” ₀  ῀

Ὸ ₀  ῀ ROC₲└₿╒ ” ‚Ή’ ῌ₀  ―  
⌐₯℮└⅍⅞ₒ₰ ‚ ῾ ‖Ῥ⁴ ₀   ⌐₯℮└ ₀  ῀‴ ’ ‚ῷ΅― 1/ • 10
⅍⅞ₒ₰ ₀ 10 01 ‚ ΅ 11 Ὸ ₀   ” ‚ —Ὼ ” ₀ ΅

32 `ת ῀ •‚ ‚ ” ₀ ῲ‗‗‾‚ 10
║Ή ₤∩└←₰ ῌ₀ ‚ ║ ” ₀ ‴ῴ ” ’ ‚–΅― ₀ ΅    ͂‚

• ” ” ₀   32 aת ῀   ‖ ” • •‚
  Ῥ―‚ ‚ῷ῾⁴ ’ ₀  

ṷ ” • ₀ ‴ῴ ’⁴ ” ₀ ῲ‗‗‗‾‚ ‚ῷ΅―‾ ‼―
║ €╒→₰∕⅔≈₈⌂₀ ‚  ⁴ ‗‚ ‚ ₀ ” ₀ ‒῀‴ ” ‚ ῾ Ὼ ” ‾
 ₀   ―ῷ ║ ” ” ‗ ”  ῀
’ ₀ ῲ‼ ₀ 0/ ‚  ῀ ” ” BS „ Ό84 ₀

‴ 01 04 05 ‚ ₀   13 ‚∕└₯∞└⅍⌐→≈ ‼ ” ₀ ‒῀‴ ” ‚
╒₀ ΅ ” ‚   ῀ ” ₀ ‒῀
 ‚ 0/ 15 16 ‚„' ( ‚⁴ ₀   OCB@  ⁵” ‚ ” ” 4/ 05 ₀
€ₐ₦⌂Ό ‚  ―΅⁴‗ ₀ ⁵ 01 ‚ ” ₀ ῾῀  ῀ 33 ת

32 ṷd ║ ₦≤╒₦” ║  ₀ ΅ ’ ₀  ⁴‗‗‾
‚ ₦≤╒₦ ₀  ₰₤⌂₈№↨₀  ” ‚

ṷ ⁞⁵‚ —ῼ ” ║ ‼῀
║ ₮₰Ω√ GNL@R ”ↄ╒₯≡└₈№↨₀ ΅ ℮╒ ’ῷ 08 01 17 ῾” Ή ‗ ‗
₿” ₔ≤╒‚–΅―ₔ≤╒ ₀ ΅℮╒₿” ₀ ⁴‗‗‾‚ ‗” ‖” ” ‚–΅―ῌ₀ ῾ ║ Ό ‒―Ὼ

₀   ‚  ⁴‼”∕₰₿ ‚  ῀ ₀₦≤╒₦ Ό‖Ὼ’΅Ὸ ₀ ‒―΅⁴῀” –‗ ― ∞℮₉₢⌂
 ‚  ‗” ‚ —ῼ ↄ≤└₰” ’‘” ₦≤╒₦ ‚ ” ‚ Ὸ
₀ ῲ‼‚ ║ ₀ › ‚–΅―  ‗” Ό ‚ 0/ Ὸ Ό   ⅎ₦₿╒₱₦≤╒₦ ” ₀
’⁴ῲ℮╒₿ ” ₀ ⁴‗‗‾‚ ₀  ῀‴  ῀ ‚ ” ” ₀ ⁴‼ ‖”ⅎ₦₿╒₱₦≤

₮₰Ω√ GNL@R ” ₮₰Ω√Ὸ”ₐ└₿╒↔ₓ╒₰” ╒₦” ₀  ῀ 33 bװ
‚  ῀ 33 `ש

║←↔₠╒∕└₰ • ₀   ” ṷ ” ⁞₪₰⅍ ”
₀ ῲ‗‗‾‚ ” ‚ ‼ ₀ ‼ ₀  ῀‴ ║₦≥⅔₢⌂←₰ ₀ ‚₦≥⅔₢⌂←₰” ₀  Ὸ

 ” ‚ —Ὼ ” ₀ ΅ ‚ 07 ‹ ₦≥⅔₢⌂←₰020     ’⁴ ‗
—Ὼ ₀  ⁴‼” ’ ₀   ₀  ῀ ₀  ⁴‗‗‾‚ COB” ₀ ΅ ” ‗ ₀  ―

” ” ₀   ₀ ΅  ῀‴ Ό₁” ←₰₀   ” ‗ ₀  
” ₀ ’   ―΅⁴῀‴ ‚ • ‚–΅ ῀ 32 ṷa 60 `ר

― ₀ ΅ Ὸ Ὸ ” ₀ ║ ” ” ‚ ” ‗ ” ₀ ‼
‚  ῀ ‚ ‚–΅― 10 Ὸ ₀ ‗ ―Ή ῌ • ║ ” ║ ₀  
 ῀ ₪₰⅍ ” ‚–΅―„ Ὼ Ὼ ” ΅ 83-1$ ₀  ῀ 60 aר

║ ” ║ ₀ ΅  ῀ ║ ₀ 05 ” ‖  ⁴‼‚ ” ₀  
 ‚ ₮₰Ω√‚–΅―„ • ” ₮₰Ω√  ⁴ ‗Ό‖Ὼ 10 /-27 ῀

₀ Ὸ      ῀ 33 aש ║ ₀ ‚ ⁞ ₀  ⁴‗‗‾‚
” ” Ό ⁴‼ ‚⁴ ₔ₪╒ ₀   07 14 ∕⅜₯∞└
‗ 302+0― ” ₀ ‒῀ ⅍ 00 1/ •
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14 ‚   ₀ ‼῀ ṷ ‚–΅―
║ „ ⌐₲↨⅍℅ₔ№₦₮₰Ω√₀  ―΅⁴Ό ₮₰Ω√” ” ῏ 05 1/ ῐ
 ₀ ΅ ⌐₲↨⅍” ₀ ‒῀ ‚–΅―
║ „⌐₲↨⅍ ₀  ―΅⁴Ό ⌐₲↨⅍ ‚–΅― ṷ ’ ” ῀
₀ ΅ ” ₀   ” ₀ ‒῀ ” ’ ” ‚–΅―„ ”‗ῷ
’ῷ 08 01 17 ῾” Ή ‗ ‗ ‗ RRG ” ” ‖ ‚ ’
” ‖” ” ‚–΅―ῌ₀ ῾ ║ Ό ‒―Ὼ ₀ ” ₀ ‒῀
₦≤╒₦ ‚   ₦≤╒₦” ₀ ‒῀ 60 ש ‴ ‚‾ ‚   1/ Ό
║ ℮╒₿ₒₔ₈⅞ₒ₰ CVG C`s` V`qd Gntrd ₀   ⁵ ₀  ⁵―΅⁴῀
 ║ ₀  ―΅⁴῀ ’⁴ ‚ ῾ ₮₰Ω√ ῏ ῐ 06 07 ₔ⅜⌂₥╒
” ⌐₲↨⅍ • ⌐₲↨⅍ ” ₀   ℅ₓ 1/ 11
№₦” ₀ ΅ ” ₀ ⁴‗‗‾‚ ₢⌂Ω₮₰Ω√ ₮₰ ῏ ῐ₰╒←╒€ₐₔ└₰⅞ₐ₰₦╒⌂ 04 06 07
Ω√ ₮₰Ω√ ”℮╒₿ ” ₀ ΅ ” ║ ⌂╒⌂₀ 08 12

  ₀ ‒῀  ― CVG” ’⁴ ‚–΅― ‚ ₀ ῏ ῐ 08 1/
‒῀‴ ║ ‚–΅― •∞╒₢╒‚   Ὼ ₀ ῏ ῐ Ὸ’ 08 1/
‚  ― ” Ὼ  ₀ ‒―΅⁴῀ 08 1/

” ” BS „ Ό84 ₀ ῏ ῐ 08 1/
‼ ” ₀ ‒῀‴ ” ‚ ῏ ῐ 04 06 07 1/

” ₀ ‒῀ 60 ת 10
῏ ῐ 04 06 07 1/ 10

ṷ ‚ ῾ 12 €ₐₔ└₰║←╒⅍⅓╒₮№↨║↨⌠₯ₓ₦⅍ 07 3 +08 3
║ ‟ῼ ₲└₿╒₀ ‚ ” ₀   Ό ” +1/ 4 ₔ⅜⌂₥╒ 08 10

‟ῼ ” ‚  ῀
'0( ↕⌠№₦ ‖ ║ ‟ῼ ⁞ ṷ ‚ῷ῾⁴ Ῥ⁴΅„∟℮⌂ ‗’⁴ῲ’ ”

‗ ₀   • ” ‚–΅― ₀ ”  ῀
῀ 07 ‚ ↔₠╒≤√₀ 1/ ‚

'1( Ό  ⁴ ‟ῼ  ₀ ῀ ↔₠╒≤√₀   Ό  ₁‖΅⁴
'2( • Ό  ⁴  ⁵⁵ ‚  ⁴ Ῥ⁴ ” ₀ ‒῀‴ ↔₠╒≤√

” ₀ ῀ ” ₀   ”   ⁴‗‗‾‚Vda∆╒₯‖  ⁴
'3(' ( Ό ” ‟ῼ ₲∙⅓╒Ή ‟ῼ ’‘ ‚ ῾― ‚ ₀  ῀

ϳ ₪╒₰ ῌ₀01 ║ ‚ ₀  ―  ‚ ‚ῷ΅― ₀   ” Ό
‟ῼ ₀ ‚ ῀  ―΅⁴‰Ὸ ⁞ ” ” ₀ ‒῀

'4( ║ ║ • ‚ῷ΅― Ή ” ‟ῼ
ῌ₀ ῀ 25 aש ║ ‗”

║ ‚ ⁵” ₀   ║ ‗” ₀ ṷ ║ ” ‚ῷ῾⁴ ” ‚  ⁴ ” ῀
  ₀   ῀‴ ”PNK” ₀   ║ ”Ή ῌ‚ ⁸‒―  Ή ῌ •
‗ ― ” ║ ” ” ”‼ ₢⌂Ω₮₰  ⁵⁴Ή ║ ῌ‚ῷ΅― ” ‚  ⁴

Ω√ ” ” ₀  ⁴‗‗‾‚ ” ₀ ⁴‼ ₀ ‒῀‴ ‗ ” Ό ‖ „ ║ ”
” ₀ ‒῀ ‚ῸῸ⁸⁴ ₀ ῲ‗‗‾‚ Ῥ⁴ ↨⌠₧≤√”

€⌠└‗ ― ⁵⁵ ’⁴Ω╒∕‖ ” • ₀ ║ ║ ” Ὸ– ’ ‗ • ”
 ῀ ₀ ‗ ―Ή ║ ῌ₀  ῀
Ό₁ ║ ₀ ‗ ΉΌ₁ ῷ ⁄ ῌ₀ Ὸ ║ ṷ ║ ” Ό ‖ ₀   ‚  

‚  ῀  ⁴ῲ’₮₰Ω√” ῀
‚–΅―” ” ”‼ 01 • 0/ ‚ ║ ‚ῷ΅― ║ Ή

₀  ῀ 32 ṷ` ↨⌠₯ₓ₦⅍ῌ₀ ‚   ” ‗ ” Ό  ―
ῲ ↨⌠₯ₓ₦⅍₀ 5/  ῀ ” ↨⌠₯ₓ₦⅍” ‚ῷ΅

― Ό ‚ῷ΅― ₀ ῲ’‘” Ό  ⁵῀
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ṷ ” ║ ” ” ‗ ―” ῀ ‼῀
ר ║ ‚ῷ῾⁴ ” ‚–΅―
ṷ ║ ” ‚  ⁴ ‚ ‚  ⁴ ” • ” ῏ 10 ῐ
῀ ‚–΅―

‗ ” ║ ₀    ⁴ ” ’₮₰Ω√‚– ṷ ’ ” ῀
΅― ₀ ΅ 1/ ‚ ₮₰Ω√₀  ῀‴  ”₮₰Ω ║ Ό€ₐₔ└₰║←╒⅍⅓╒₮№↨║↨⌠₯ₓ₦⅍‚ 1
√₀ ₮₰Ω√Ή΅⁶„ῌ‚   ‚  ῀ 0 1  ⁵ 11 ‾” Ό  ῀ ║ ║ Ό

‚ ‚ Ό₰╒←╒€ₐₔ└₰⅞ₐ₰₦╒⌂ 0
ṷ ║ ‗ Ό  ― ₀  ⁴ ’ ” 8 12 ‚ῷ΅― 11 ”Ή₪₈RRGῌ‚ ₀ ‒῀‴
║ ῀  ‚ ₀ ῲῲ ῺῸ῾ ₀5 ⁴066

‚ῷ῾⁴ ₀   ”  ” ” ₀ ‒῀
 ‚–΅―” ” ₀  ⁴‼ ↔₠╒≤
√₀ 0 07 1 1/   • ṷ ‚ῷ῾⁴ Ῥ⁴΅„∟℮⌂ ‗’⁴ῲ’ ”

”EC” ‗ ―  ῀‴ ║ ‗ Ό  ― ῲ ”  ῀
║ Ή ↨⌠₯ₓ₦⅍ῌ₀ ‚   5/ ” ↨ ↔₠╒≤√” ‚–΅― ₈└₨╒⅍

⌠₯ₓ₦⅍₀  ⁴‗‗‾‚ ₀Ή ║ ῌ‚ ₀ ‚ ║ ₀ ΅ ‾ ” ” –‖‾Ῥ⁴
 ‼῀ ” ₀ ῼ  ⁴ ‗Ό ‗  

↔₠╒≤√” ₀  ῀‴ ‚ῷ΅―
ש ‚–΅― ₀  ⁴‗‗‾‚ ⁞ ” ” ₀ ‚ ‒῀
ṷ ║ ” ‚ῷ῾⁴ ” ῀

” Ή ῌ” • ”₲∞₰₿╒ ‚– ║ ‗”
΅― ‗ ”Ῥ ₀ ‼   ” ₀ ₲∞₰ ṷ ║ ” ‚ῷ῾⁴ ” ‚  ⁴ ” ῀
₿╒Ὸ ₲∞₰₿╒ ₲∞₰₿╒‚ ‼⁴’‘   ₀ ΅ ” ‚ ῴ ₀   ‗

‚ ‒ ₀  ῀‴ ₀ ‗ ⁴ ⁞ ‗” ₀  ῀‴ Ή ῌ •  ⁵⁴Ή
ῌΉ ║ ῌ₀10 Ὸ ‚ῷ΅

” 7// ” ” ₀  ῀ ‚ ― ” ‚  ⁴ ₀ ‒῀
• ” ” ‚–΅―‾ ῾ ⁵₀ ‒῀

ṷ ║ ” Ό ‖ ₀   ‚  
ṷ ║ ” ” ₀ ῲ‼” ’ ” ῀  ⁴ῲ’₮₰Ω√” ῀
Ή ῌΉ ῌΉ ῌ₀ 10 ‚ῷ΅―‾ ║ Ή ↨⌠₯ₓ₦⅍ῌ₀
  ’ ₀ ῲ‼” ₀  ῀ ‚   ” ‗ ” Ό  ― ῲ ↨⌠₯ₓ₦⅍47

₀  ” ↨⌠₯ₓ₦⅍” ‚ῷ΅― Ό ‚ῷ΅―
ṷ ║ ‗ ‚Ῥ⁴ ‚ῷ΅―‾ Ό  ’΅ ” ₀ ῲ’‘” Ό  ⁵῀

῀
‚  ⁴ ‚ ⁞ Ό   ₀ ῲ ṷ ” ║ ” ” ‗ ―” ῀

”↨⌐⅞↕ ₀  ῀‴ ” ’ ” ₀  ⁴ ר ║ ‚ῷ῾⁴ ” ‚–΅―
” ‚ ‼῀ ṷ ║ ” ‚  ⁴ ‚ ‚  ⁴ ” • ”

῀
” ║ ”   1/ ‚   ‗ ” ║ ” ” ’₮

ṷ ” ║ ₀ ‴ῴ ”  ‚  ⁴ ₰Ω√‚ ║ Ὸ03 ” ΌῬ ‖ ‚ —
” ₀ ‼⁴‼‚ ‚ Ὸ⁵―΅⁴ ║ ║ Ὼ ‚  ῀

║ ” –” ” ║ ║ ” ₀‴‗‼ ₀
‼ ₀  ― ‚ ₀ ΅ Ή ║ ║ ṷ ║ ‗ Ό  ― ₀  ⁴ ’ ”

ῌ₀  ‼῀ ║ ῀
‴ ” ₀ ⁴‼‚ ‚ ₀   ₀ ‼⁴ ║ ‗ Ό  ― ῲ ║ Ή ↨⌠₯
ῲ  ῀ ‚ ” ↄ≤└₰₮╒⅍” ₰₨₯≈╒ ₓ₦⅍ῌ₀ ‚   47 ” ↨⌠₯ₓ₦⅍₀  ῀‴
⌂” ” • ” ‗’⁴ ’ • ”EC” ‗ ⁴‼ ↔₠
‚–΅―‾ ₀ ΅ Ή ║ ║ ῌ₀  ╒≤√” ₀   ⁞ ‚–΅― ₀  ῀
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ש ‚–΅―
ṷ ║ ” ‚ῷ῾⁴ ” ῀

10 ‚ῷ΅―‾ ₀ ‗ ⁴ ⁞
” 7/

/ ” ” ₀  ⁴‗‗‾‚ •
” ” ‚–΅―‾ ῾ ⁵₀ ‒῀‴ 10 Ὸ
‚  ⁵Ή ↨⌠₧≤√ῌ‚ῷ῾⁴Ή ₈₦₮

≡└≥€╒℅ ῌ‚‾   11 ” ₀ ῾ ⁵῀
ṷ ║ ” ” ₀ ῲ‼” ’ ” ῀

10 ‚ῷ΅―‾Ή ῌΉ ῌ
Ή ῌ₀   ’ ₀ ῲ‼” ₀  ―΅
⁴῀

ṷ ║ ‗ ‚Ῥ⁴ ‚ῷ΅―‾ Ό  ’΅ ”
῀
1/ ‗ ‚ ” ’ ” ₀  ⁴ ”
‚ ‼῀

” ║ ”  
ṷ ” ║ ₀ ‴ῴ ”  ‚  ⁴

║ ║ ₀  ⁴‼ ” ‚   Ή
║ ║ ῌ‚–΅―   ₀ ‒

῀
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Ⅲ 予算（人件費見積もりを含む。）、収支計画及び資金計画

※ 財務諸表及び決算報告書を参照

Ⅳ 短期借入金の限度額

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

１ 短期借入金の限度額 １ 短期借入金の限度額 「該当なし」
７３億円 ６６億円

２ 想定される理由 ２ 想定される理由
運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等 運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等

により緊急に必要となる対策費として借り入れ により緊急に必要となる対策費として借り入れ
することも想定される。 することも想定される。

Ⅴ 重要財産を譲渡し、又は担保に供する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

① 病院における建物新営及び改修等工事並びに ① 病院における建物新営及び改修等工事並びに ① 病院における診療棟新営及び基幹・環境整備に必要となる経
病院特別医療機械の整備に必要となる経費の長 病院特別医療機械の整備に必要となる経費の長 費の長期借入れに伴い，本学霞団地の敷地について，担保に供
期借入れに伴い，本学霞団地の敷地及び建物に 期借入れに伴い，本学霞団地の敷地及び建物に した。
ついて，担保に供する。 ついて，担保に供する。

② 東千田団地の土地の一部（広島県広島市中区 ② 東広島団地の土地の一部（広島県東広島市鏡 ② 東広島団地の土地の一部（広島県東広島市鏡山北１５１番外
東千田町一丁目１番５６ ９８．３０㎡）を譲 山北１５１番外 ８，３７７．４５㎡）を譲渡 ８，３７７．４５㎡）を譲渡した。
渡する。 する。

③ 東広島団地の土地の一部（広島県東広島市鏡
山北１５１番外 ８，３７７．４５㎡）を譲渡
する。

Ⅵ 剰余金の使途

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

決算において剰余金が発生した場合は，教育研 決算において剰余金が発生した場合は，教育研 決算において発生した剰余金は，教育研究の質の向上及び運営
究の質の向上及び運営組織の改善に充てる。 究の質の向上及び運営組織の改善に充てる。 組織の改善に充てるため教育研究環境整備積立金及び診療環境整

備積立金とした。
平成21年度においては，教育研究環境整備として1,546,162,93

9円を，診療環境整備として611,149,862円を取り崩した。
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Ⅶ そ の 他 １ 施設・設備に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

施設・設備の内容 予定額（百万円） 財 源 施設・設備の内容 予定額（百万円） 財 源 施設・設備の内容 予定額（百万円） 財 源

・病院特別医療 総額 施設整備費補助金 ・(東広島)耐震 総額 施設整備費補助金 ・(東広島)耐震 総額 施設整備費補助金

機械（再開発 （ 599 ） 対策事業 （2,610 ） 対策事業 （3,059 ）
設備） 839 船舶建造費補助金 ・(翠(附中・ 2,951 長期借入金 ・(翠(附中・ 3,400 長期借入金

循環器Ｘ線診 （ 0 ） 高))耐震対策 （ 251 ） 高))耐震対策 （ 251 ）
断治療システ 長期借入金 事業 国立大学財務・経営セン 事業 国立大学財務・経営セン

ム （ 240 ） ・(医病)基幹・ ター施設費交付金 ・(医病)基幹・ ター施設費交付金

国立大学財務・経営セン 環境整備 （ 90 ） 環境整備 （ 90 ）
・小規模改修 ター施設費交付金 ・(医病)診療棟 ・(医病)診療棟

（ 0 ） ・(霞)ライフラ ・(霞)ライフラ
・災害復旧工事 イン再生事業 イン再生事業

・小規模改修 ・（東広島）災
・放射光省ｴﾈﾙ 害復旧事業
ｷﾞｰ材料研究ｼ ・（霞）耐震・
ｽﾃﾑ エコ再生

・(霞)医学部定 ・小規模改修
員増に伴う学 ・放射光省ｴﾈﾙ
生教育用施設 ｷﾞｰ材料研究ｼ
整備 ｽﾃﾑ

・高機能材料解 ・(霞)医学部定
析システム 員増に伴う学

生教育用施設
整備

・高機能材料解
析システム

・網羅的ｹﾞﾉﾑ･ｴ
ﾋﾟｹﾞﾉﾑ解析ｼｽ
ﾃﾑ

・ｴﾈﾙｷﾞｰ変換物
質特性評価ｼｽ
ﾃﾑ

・低炭素排出型
輸送機器用高
強度材料評価
ｼｽﾃﾑ

・固体NMR装置

（注１）金額については見込みであり，中期目標を達成するため 注）金額については見込みであり，上記のほか，業務の実施状況等

に必要な業務の実施状況等を勘案した施設・設備の整備や を勘案した施設・設備の整備や，老朽度合い等を勘案した施設・

老朽度合等を勘案した施設・設備の改修等が追加されるこ 設備の改修等が追加されることもある。

ともある。

（注２）小規模改修については，１７年度以降は１６年度同額と

して試算している。

広島大学
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なお，各事業年度の施設整備費補助金，船舶建造費補助

金，国立大学財務・経営センター施設費交付金，長期借入

金については，事業の進展等により所要額の変動が予想さ

れるため，具体的な額については，各事業年度の予算編成

過程等において決定される。

広島大学
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Ⅶ そ の 他 ２ 人事に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

（１）人事評価システムの整備・活用 （１）人事評価システムの整備・活用 「(1)業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成す
公正な人事評価システムを構築し，教育研究， ① 教員の個人評価制度に基づく評価を行い，その るための措置」Ｐ18，参照」

社会貢献等及び業務運営に係る業績に応じた処 結果を処遇（昇給及び賞与等）に反映させる。
遇を実現することにより，教職員の潜在能力を ② 大学教員以外の職員の公正な人事評価システム
充分に発揮できる環境整備を行う。 について，公務員制度改革の動向等を踏まえつつ，

検証・改善を行うとともに，その定着を図る。
③ 大学教員以外の職員の人事評価結果を，昇進，
昇給及び賞与等へ反映させるため
の基準・方法の基本方針等に基づき，処遇へ反映
させる。

（２）柔軟で多様な人事制度の構築 （２）柔軟で多様な人事制度の構築 「(1)業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成す
① 柔軟で多様な勤務形態を導入する。 ① 柔軟で多様な勤務形態について，継続的に検討 るための措置」Ｐ19，参照」
② 定年制の弾力的運用と再雇用制度を導入し， し，必要に応じて導入する。
柔軟で多様な雇用形態を可能とする人事制度を ② 教育主担当教員，研究主担当教員，診療主担当
構築する。 教員及び教育研究支援主担当教員などを配置する

③ 教育研究活動などの活性化を図るため，教育 方策のうち，大学教員に対する継続雇用制度の円
研究を主務とする教員に加えて，教育主担当教 滑な導入を図る。
員，研究主担当教員及び診療主担当教員などを
配置する新たな制度の導入を図る。

（３）任期制・公募制の導入など教員の流動性向上
① 教育研究活動の活性化と教員の流動性向上の
ため，全部局に任期制の導入を図る。

② 教員の選考は，採用と昇任を区別しない公募
制を原則とする。

（４）外国人・女性等の教員採用の促進 （３）外国人・女性等の教員採用の促進 「(1)業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成す
① 外国人教員の採用を促進するため，海外教育 男女共同参画推進に向けての行動計画を踏まえ， るための措置」Ｐ20，参照」
研究拠点の活用や国際交流協定校との人事交流 女性教員等の採用を促進するための諸施策を継続的
が円滑に行える条件整備を行う。 に検討・導入する。

② 女性教員等の採用を促進するため，弾力的な
勤務形態の導入や，保育施設の整備など勤務環
境の条件を改善・整備する。

広島大学
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（５）事務職員等の採用・養成・人事交流 （４）事務職員等の採用・養成・人事交流 「(1)業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成す
① 組織運営への機動的・弾力的な対応と個人に ① 事務職員等の能力と業績を適切に評価するとと るための措置」Ｐ21，参照」
対しての適切な動機付けが可能となるよう，職 もに，その結果を身上調書等により得られた職員
員の能力と業績を適切に評価し，その結果を配 の意向も考慮の上，配置と処遇に反映させる。
置と処遇に反映させる。 ② 事務職員のキャリアパスを踏まえ，職務や職種

② 職務や職種の特性に応じた複線型のキャリア の特性に応じた複線型のキャリア体系を確立す
体系を確立する。 る。

③ 専門的な知識・技能を有する人材を確保し組 ③ 専門性向上に適した研修の改善・充実を図ると
織の活性化を図るため，試験採用と選考採用を ともに，他機関の共同事業又は主催事業の研修等
職務内容ごとに適切に組み合わせた，採用方法 の受講を継続的に推進・支援するほか，人事評価
を導入する。 システム及び身上調書制度を活用して人材を育成

④ サービス機能・企画・立案機能を重視した高 する。
度な業務遂行が可能な人材を育成する。

⑤ 職員の資質の向上，組織の活性化等の観点か
ら，文部科学省での勤務や他大学等との人事交
流の仕組みを構築する。

（参考） 中期目標期間中の人件費総額見込み （５）中長期的な観点に立った適切な人員（人件費） 「(1)業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成す
１８２，２６６百万円(退職手当は除く) 管理 るための措置」Ｐ22，参照」

① 教育研究活動の活性化と質的向上及び大学運営
に係る人材の有効活用に関する企画・立案を行う
とともに，人件費削減への対応を踏まえた全学的
視点からの人件費（人員）管理による教職員人事
の適正化を継続的に推進する。

② 教員数の各部局への配分は，部局長裁量分とし
ての「部局基礎分」並びに学長裁量分としての「部
局付加分」及び「全学調整分」の３区分を基本と
して行う。

③ 事務職員の配置は，業務組織の見直し及び業務
改善を踏まえた需要や必要性に応じて行う。

④ 全学的な人員管理の方針の下，教室系技術職員
については各部局等の意見・要望等を含めて，技
術センター運営会議で限られた資源の効率的・弾
力的利用を推進する。

⑤ 中期計画の人件費削減を踏まえ，概ね１％の削
減を図る。

（参考１） 平成21年度の常勤職員数 2,619人
また，任期付職員数の見込みを516人とする。

（参考２） 平成21年度の人件費総額見込み
33,241百万円(退職手当は除く。)

広島大学
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○ 別表１（学部の学科，研究科の専攻等の定員充足状況 平成21.5.1現在）

学部の学科，研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

学部の学科，研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率 (a) (b) (b)/(a)×100
(人) (人) (％)

【学士課程】 (a) (b) (b)/(a)×100 工学部 第一類（機械システム工学系） 420 488 116
(人) (人) (％) 第二類（電気･電子･ｼｽﾃﾑ･情報系） 540 631 117

総合科学部 総合科学科 520 584 112 第三類（化学･ﾊﾞｲｵ･ﾌﾟﾛｾｽ系） 460 516 112
第四類（建設・環境系） 540 582 108

文学部 人文学科 580 639 110 学部共通３年次編入学 20 72 360
計 1,980 2,289 116

教育学部 第一類（学校教育系） 720 745 103
第二類（科学文化教育系） 352 406 115 生物生産学部 生物生産学科 380 447 118
第三類（言語文化教育系） 336 361 107
第四類（生涯活動教育系） 352 408 116
第五類（人間形成基礎系） 220 251 114 学士課程 計 9,905 10,978 111
計 1,980 2,171 110

【修士課程】
法学部 法学科 昼間コース 580 645 111

夜間主コース 180 220 122 総合科学研究科 総合科学専攻 120 118 98
計 760 865 114

文学研究科 人文学専攻 128 153 120
経済学部 経済学科 昼間コース 620 672 108

夜間主コース 260 298 115 教育学研究科 学習科学専攻 38 48 126
計 880 970 110 特別支援教育学専攻 10 6 60

障害児教育学専攻 (注3) 2 －
理学部 数学科 198(10) 226( 5) 114 科学文化教育学専攻 70 85 121

物理科学科 268( 4) 297( 2) 111 言語文化教育学専攻 68 80 118
化学科 238( 2) 280( 1) 118 生涯活動教育学専攻 50 70 140
生物科学科 138( 2) 148( 1) 107 教育学専攻 30 39 130
地球惑星システム学科 98( 2) 111( 0) 113 心理学専攻 38 41 108
学部共通３年次編入学 (注1) (20) ( 9) (45) 高等教育開発専攻 10 8 80

計 940 1,062 113 計 314 379 121

医学部 医学科 610 626 103 社会科学研究科 法政システム専攻 48 54 113
総合薬学科 (注3) 6 － 社会経済システム専攻 56 63 113
保健学科 520 554 107 マネジメント専攻 56 72 129

計 1,130 1,186 105 経済学専攻 (注3) 4 －
計 160 193 121

歯学部 歯学科 355 342 96
口腔健康科学科 40 43 108 理学研究科 数学専攻 44 46 105
口腔保健学科 (注2) 120 132 110 物理科学専攻 60 51 85

計 515 517 100 化学専攻 46 74 161
生物科学専攻 48 44 92

薬学部 薬学科 152 153 101 地球惑星システム学専攻 20 25 125
薬科学科 88 95 108 数理分子生命理学専攻 46 53 115

計 240 248 103 計 264 293 111
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学部の学科，研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率 学部の学科，研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100 (a) (b) (b)/(a)×100
(人) (人) (％) (人) (人) (％)

先端物質科学研究科 量子物質科学専攻 50 64 128 社会科学研究科 法政システム専攻 15 20 133
分子生命機能科学専攻 48 104 217 社会経済システム専攻 24 13 54
半導体集積科学専攻 30 56 187 マネジメント専攻 42 65 155

計 128 224 175 国際社会論専攻 (注3) 20 －
法律学専攻 (注3) 1 －

保健学研究科 保健学専攻 68 80 118 経済学専攻 (注3) 2 －
計 81 121 149

工学研究科 機械システム工学専攻 82 145 177
複雑システム工学専攻 48 81 169 理学研究科 数学専攻 33 15 45
情報工学専攻 54 93 172 物理科学専攻 39 33 85
物質化学システム専攻 72 117 163 化学専攻 33 20 61
社会環境システム専攻 86 151 176 生物科学専攻 36 14 39
計 342 587 172 地球惑星システム学専攻 15 14 93

数理分子生命理学専攻 33 15 45
生物圏科学研究科 生物資源科学専攻 60 63 105 計 189 111 59

生物機能開発学専攻 48 93 194
環境循環系制御学専攻 38 38 100 先端物質科学研究科 量子物質科学専攻 36 20 56

計 146 194 133 分子生命機能科学専攻 33 18 55
半導体集積科学専攻 21 20 95

医歯薬学総合研究科 薬学専攻 86 92 107 計 90 58 64
医歯科学専攻 40 48 120
口腔健康科学専攻 12 19 158 保健学研究科 保健学専攻 51 119 233

計 138 159 115
工学研究科 機械システム工学専攻 57 43 75

国際協力研究科 開発科学専攻 86 114 133 複雑システム工学専攻 33 18 55
教育文化専攻 56 73 130 情報工学専攻 39 20 51

計 142 187 132 物質化学システム専攻 51 29 57
社会環境システム専攻 63 38 60

修士課程 計 1,950 2,567 132 計 243 148 61

【博士課程】 生物圏科学研究科 生物資源科学専攻 36 41 114
生物機能開発学専攻 36 27 75

総合科学研究科 総合科学専攻 60 113 188 環境循環系制御学専攻 27 24 89
生物圏共存科学専攻 (注3) 10 －

文学研究科 人文学専攻 96 108 113 生物資源開発学専攻 (注3) 9 －
計 99 111 112

教育学研究科 学習開発専攻 27 47 174
文化教育開発専攻 66 107 162 医歯薬学総合研究科 創生医科学専攻 228 263 115
教育人間科学専攻 54 82 152 展開医科学専攻 184 254 138

計 147 236 161 薬学専攻 36 28 78
計 448 545 122
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○ 計画の実施状況等

学部の学科，研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率 (１)収容定員に関する計画の実施状況（５月１日現在）
学士課程全体では定員充足率が111％であり，学部別に見ても100～118％と概ね

(a) (b) (b)/(a)×100 適正である。
(人) (人) (％) 修士課程全体では定員充足率が132％であり，研究科別に見ると98～175％であ

医学系研究科 内科系専攻 (注3) 2 － る。理工系分野の研究科が相対的に定員を上回る傾向にある。
外科系専攻 (注3) 6 － 博士課程全体では定員充足率が109％であり，研究科別に見ると59～233％であ

計 8 － る。理工系分野の研究科が相対的に定員を下回る傾向にある。
専門職学位課程では定員充足率が106％であり，概ね適正である。

国際協力研究科 開発科学専攻 66 54 82 専攻科では定員充足率が40％であり，定員を下回っている。
教育文化専攻 42 31 74

計 108 85 79

博士課程 計 1,612 1,763 109 (２)定員充足が90％未満の主な理由

【専門職学位課程】 ○教育学研究科
法務研究科 法務専攻 180 191 106 【博士課程前期】

特別支援教育学専攻
専門職学位課程 計 180 191 106 ・全国的な受験生減の影響に加え，平成21年度は，本学部から進学する者及び他

大学からの受験者が減少した。
【専攻科】 なお，現在（平成21年度後期）８名（留年者１名，休学者１名を含む。）が在
特別支援教育特別専攻科 30 12 40 籍している。留年者１名は平成21年度末の修了を目指して学業継続中であり，休

学者１名は平成22年４月で復学の予定である。
専攻科 計 30 12 40 （改善策）

１．学生にとってより一層魅力ある専攻作り
【附属学校】 これまでも学生の学びの場面，例えば授業，論文指導，特別支援教育に関する
附属小学校 学級数12 480 473 99 教育相談実践，特別支援学校視察などが魅力あるものであるように専攻教員全員
附属東雲小学校 学級数18 552 517 94 で努力してきている。今後，より一層魅力ある専攻になるよう教員が一丸となっ
附属三原小学校 学級数12 480 472 98 て努力を傾けていき，学生にとって博士課程前期に入学して特別支援教育につい
附属中学校 学級数 9 360 361 100 て深く学んでいきたいと思えるような専攻作りについて，教員全員で話し合って
附属東雲中学校 学級数 9 264 253 96 改善策を検討・策定している。
附属三原中学校 学級数 6 240 245 102 ２．広報活動等
附属福山中学校 学級数 9 360 365 101 従前より行っていることではあるが，
附属高等学校 学級数15 600 601 100 ①本学学士課程学生に対する進学指導の一層の徹底を図る。
附属福山高等学校 学級数15 600 603 101 ②他大学の特別支援教育担当教員にも本専攻の情報を提供する。
附属幼稚園 学級数 3 90 90 100 ③入学者に対して出身大学の後輩等に受験を勧めるよう依頼する
附属三原幼稚園 学級数 5 160 144 90 などの広報活動に努めている。

３．現職教員の受験
附属学校 計 4,186 4,124 99 現職教員の受験については，地元の広島県教育委員会，広島市教育委員会を始

めとして県内の各市町村教育委員会，さらには西日本の教育委員会へもあらゆる
注１．理学部の括弧書きは学部共通３年次編入学の定員，収容数を内数で表す。 機会をとらえて継続的に要望を行っている。なお，平成21年度入試では，現職教
注２．歯学部口腔保健学科は，平成21年度に口腔健康科学科へ名称変更し，その収 員の受験者は，博士課程前期の２名と特別支援教育特別専攻科の２名，合わせて

容定員は平成21年度限りである。 ４名であり，より一層の努力の積み重ねが必要と考えている。
注３．専攻の収容定員のうち，改組等により学生を受け入れていない専攻について 今後，内容的にも方法的にもより一層の努力を続け，受験生及び入学生の確保

は，収容定員を記載していない。 に努めていく所存である。
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高等教育開発専攻 （改善策）
・学士課程を持たない独立専攻のため，全国の大学卒業者や現職の大学関係者を ・今後も多様な選抜方法の実施，教員志望学生に対する進学の推奨，学生への経
対象に募集を行っているが，安定的に学生が実現できていない。 済的支援の充実等を図り，より魅力ある大学院教育の充実に努めるとともに，就

（改善策） 職支援の方策についても検討し，適正な収容数となるよう努める。
・平成20年度は定員が未充足であったが，平成21年度は充足している。これは，
現在進行中の大学改革において，大学事務職員の能力開発の必要性を中教審から
指摘されていることを受けて，現職事務職員の教育に特に力を入れている大学等 ○先端物質科学研究科
があり，それらを受け入れるべく努めた結果であると考える。 【博士課程後期】
よって，今後も引き続き，新たなニーズに応えるよう尽力するとともに，入試 量子物質科学専攻，分子生命機能科学専攻

ポスター等を関係部署へ配布し，入試情報の周知を図ることにより，受験生及び ・専門分野の全国的な傾向として，修了後の主な就職先である大学及び公的な研
入学生の確保に努めていく所存である。 究所でのパーマネントのポストが少ないことが，学生の確保を難しくしている要

因であると考えている。
（改善策）

○社会科学研究科 ・学生の確保を難しくしている要因である企業等の高度職業人の開拓を含め，就
【博士課程後期】 職指導の強化を引き続き行う。
社会経済システム学専攻 次期中期目標・中期計画において，高度職業人として活躍できるための実践的
・平成16年度から改組により入学定員を増やしたことと併せて志願者，入学者が キャリア教育や，高度職業人及び研究者として活躍できる人材育成のためのカリ
増えなかったことが要因である。更に，博士課程後期大学院生は大学教員を目指 キュラムをそれぞれ整備することとしている。平成22年度においては，研究科共
す者が多いので，簡単に入学を認める訳にはいかないという事情もある。実際， 通特別講義（コミュニケーション能力開発特別講義：選択科目）を開設すること
少数精鋭主義の結果，過去２年間で２名の修了生が教員となっている。またこの を決定し，現在準備中である。
間，１名は学会奨励賞を獲得している。 これらのカリキュラムを整備することにより，企業で活躍する選択肢を学生に

（改善策） 示すことで博士課程後期への入学・進学の動機付けを促すとともに，博士課程の
・質の維持を図りながら志願者の増を実現するために，以下の取組を行っている。 前・後期一貫コースの検討など，充足率を増やすための具体的・実質的行動を継
①本専攻博士課程前期大学院生への広報やホームページの学生募集に関する情 続する。
報を充実させる。平成22年３月には，博士課程後期入試（外国人特別枠）を新 平成22年度において学生の学業・研究活動の奨励を目的として本研究科独自で
たに設け，英語版の募集要項を掲載する予定である。 ５種類の修学支援制度【エクセレント・スチューデント・スカラシップ（大学の
②平成22年３月には，優秀な博士課程後期入学生を確保するため，シンガポー 採用枠を研究科で拡大し，研究科の奨学生数を増員し，授業料（後期分）全額免
ルのシンガポールマネジメント大学へ出かけ，ミニ・コンファレンスを開いて 除。前年度から継続），RA制度を活用した経済支援制度（最大年間授業料（全
学術交流を行いながら，ダブルディグリー制度の可能性を探った。 額）相当額を研究補助業務の対価として支払う制度。前年度から継続），海外派

遣制度（海外での国際学会等の発表に渡航旅費を支援。前年度から継続），研究
活動支援制度（国内での学会等の発表に旅費を支援。前年度から継続），英語能

○理学研究科 力検定受験料支援制度（英語能力検定試験（原則TOEICR公開テスト）を受験する
【博士課程前期】 際に受験料（１回／年）を支援。同22年度新規）】を実施することを決定し，既
物理科学専攻 に広報している（WEBサイトに同22年３月公表済み）。これらについては，入学希
・物理科学専攻では，近年，他大学院等への進学など学生の流動性が高くなって 望者への入試説明会（同22年７月実施）でも広報を行う予定である。
いる。一方，他大学からの進学希望者と合格者は減少傾向にあり，安定した学生 在学生のうち社会人学生及び外国人留学生の割合が高いことは，両学生の求め
数の確保が難しくなってきていることが要因である。 る高い教育研究の水準を本研究科が満たしていることを現していると考えている

（改善策） ので，教員の共同研究等によるネットワークを通じて社会人及び外国人留学生の
・大学院での教育研究内容について，学部生の理解がより一層深まるよう努める 受入れ促進等による充足率の確保に努力する。
とともに，物理科学専攻のホームページを英語版も含めて充実させて，国内外か 特に，外国人留学生の受入れに関しては，本研究科の広報活動を特にアジア地
らの進学希望者確保に努める。 域に対して強化するとともに，本学の海外拠点等を活用した入学試験制度を設け

ることや留学生のネットワークや部局間国際交流協定も活用することを検討して
【博士課程後期】 いる。
数学専攻，物理科学専攻，化学専攻，生物科学専攻，数理分子生命理学専攻
・充足状況は，専攻・年度により変動しているが，近年，大学教員や公的研究機
関での研究職ポストが少ないこと及び経済的に困窮している学生が相当数いるこ
と等が要因となり，学生確保が困難となっている。
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○工学研究科 ○国際協力研究科
【博士課程後期】 【博士課程後期】
機械システム工学専攻，複雑システム工学専攻，情報工学専攻，物質化学システ 開発科学専攻，教育文化専攻
ム専攻，社会環境システム専攻 ・研究科の設立目的である「国際協力を推進する」観点から，開発途上国が抱え
・研究科全ての専攻において収容定員の充足率が下回り，研究科全体で61％程度 る様々な問題について，研究・教育を行い専門的な人材を育成するために，日本
(平成21年10月１日現在64％）となっている。原因としては，工学分野は全国的 人学生及び途上国からの留学生も多数受け入れているが，留学生の大部分は行政
にみても同様の傾向にあることから，安定的に学生を確保することが難しいこと 官であるため，修士課程を終了すると職務に復帰するため帰国する。また，全国
などがあげられる。 的に国際関係の研究科を設立する大学が増え，学生の受入定員枠が増加して競合
研究科としては，秋季入学を導入するとともに，国費外国人留学生特別コース するプログラムができており，学生獲得競争の状況下で奪い合いとなっているこ

（７名）の受入，社会人の勧誘等，学内外へのPRは勿論のこと，経済支援及び就 と，さらに，博士課程後期を修了し希望する職種に就職することが難しいことも
職支援についてもRA枠の拡大や企業説明会の実施等，定員充足率の向上を目指し 一因となっている。
た取り組みを行っている。 （改善策）

・平成19年度に採択された「大学院教育改革支援プログラム」による海外インタ
ーシップを引続き実施することにより，海外留学を希望する日本人学生の確保を

○生物圏科学研究科 行うとともに，平成20年度に採択された「国際環境リーダー育成プログラム」を
【博士課程後期】 実施することにより国内外の優秀な学生・研究者を確保し，東京，大阪，博多市，
生物機能開発学専攻 松山市，広島市，東広島市及び海外（北京研究センター・カンボジア）で開催し
・不況の影響により企業が学生の採用数を大幅に減らしている中，比較的就職状 ている学生募集活動を強化する。
況が良好な博士課程前期の段階で大半の学生が就職を決めてしまう現状がある。 さらに，東京において開催される「国際協力キャリアフェア」に参加して研究
景気動向が不透明であるため，博士課程後期に進学した場合の将来性の不安から， 科の広報を充実させる。
進学への意欲を低下させている。また，経済的事情により進学を断念しなければ また，学生への経済支援として，「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プ
ならない場合もある。さらに，社会人入学者の減少も一因である。 ログラム」による留学生の募集，リンケージマスター（ダブルディグリー）プロ

（改善策） グラムの実施及び世界銀行からの奨学金支援確保等により学生の就学への経済的
・社会人に博士課程後期入学を働きかけると共に，博士課程後期学生及び社会人 負担を軽減し，学生の確保を行うとともに，社会人の長期履修制度を活用した受
学生への経済的支援を充実させていきたい。 入れを行う。

加えて，就職支援として学位取得後のキャリアを積ませるため，大学院ＧＰ，
環境循環系制御学専攻 受託事業等で研究員または特任助教として雇用する。
・不況の影響により企業が学生の採用数を大幅に減らしている中，比較的就職状
況が良好な博士課程前期の段階で大半の学生が就職を決めてしまう現状がある。
景気動向が不透明であるため，博士課程後期に進学した場合の将来性の不安から，
進学への意欲を低下させている。また，経済的事情により進学を断念しなければ
ならない場合もある。さらに，社会人入学者の減少も一因である。加えて環境循
環系制御学専攻では，連携の教員が3分の1を占め，これらの教員は遠隔地の組織
に所属しているため，博士課程後期学生の定員の充足が困難になっている。

（改善策）
・社会人に博士課程後期入学を働きかけると共に，博士課程後期学生及び社会人
学生への経済的支援を充実させていきたい。また，受入体制を検討整備し，定員
を充足したい。

○医歯薬学総合研究科
【博士課程後期】
薬学専攻
・志願者数が少ない傾向が続いていることが，定員を満たしていない要因である。
改善への取り組みは，研究の国際化とともに博士の学位の必要性が今後益々高ま
ることを，博士課程前期の大学院学生に理解させるとともに，現在検討中の薬学
教育改革に伴う大学院再編を視野に入れ，魅力ある大学院の構築に努める。
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（平成20年度）

国費
留学生数
（Ｄ）

外国政府
派遣留学
生数(Ｅ)

大学間交流
協定等に基
づく留学生
等数(Ｆ)

（学部等） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (％)

総合科学部 520 599 2 1 1 10 31 23 564 108

文学部 580 648 0 0 0 22 29 22 604 104

教育学部 1,980 2,184 2 0 0 17 61 54 2,113 107

法学部 760 856 16 1 0 20 45 34 801 105

経済学部 880 967 4 0 1 19 61 47 900 102

理学部 940 1,074 3 1 1 24 55 43 1,005 107

医学部 1,180 1,241 0 0 0 9 33 29 1,203 102

歯学部 515 522 1 0 0 10 9 6 506 98

薬学部 180 188 1 1 0 3 0 0 184 102

工学部 1,980 2,339 40 4 27 23 103 101 2,184 110

生物生産学部 380 459 0 0 0 7 7 7 445 117

（研究科等） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (％)

総合科学研究科 180 212 43 4 0 13 12 12 183 102

文学研究科 224 245 47 3 0 32 49 36 174 78

教育学研究科 461 602 80 27 0 34 53 42 499 108

社会科学研究科 241 304 42 4 0 72 60 35 193 80

理学研究科 453 407 15 11 0 13 23 21 362 80

先端物質科学研究科 218 292 16 5 0 3 16 12 272 125

保健学研究科 119 216 3 1 0 18 32 25 172 145

工学研究科 585 787 83 36 0 17 37 32 702 120

生物圏科学研究科 245 317 48 21 0 13 31 27 256 104

医歯薬学総合研究科 574 676 49 15 0 24 104 90 547 95

国際協力研究科 250 248 146 49 0 12 59 55 132 53

法務研究科（法科大学院） 180 192 0 0 0 15 22 22 155 86

超過率算定の対
象となる在籍学
生数（Ｊ）

【(B)-(D,E,F,G,Iの合計)】

定員超過率
（Ｋ）

(J)/(A)X100

外国人留
学生数
（Ｃ）

休学
者数
（Ｇ）

留年
者数
（Ｈ）

左記の外国人留学生のうち 左記の留年
者数のう
ち、修業年
限を超える
在籍期間が
２年以内の
者の数
（Ｉ）

○　別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

学部・研究科等名
収容定員
（Ａ）

収容数
（Ｂ）

左記の収容数のうち
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（平成21年度）

国費
留学生数
（Ｄ）

外国政府
派遣留学
生数(Ｅ)

大学間交流
協定等に基
づく留学生
等数(Ｆ)

（学部等） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (％)

総合科学部 520 584 1 1 0 9 24 18 556 107

文学部 580 639 0 0 0 17 23 18 604 104

教育学部 1,980 2,171 0 0 0 20 53 45 2,106 106

法学部 760 865 13 1 0 28 49 36 800 105

経済学部 880 970 7 1 2 23 44 34 910 103

理学部 940 1,062 5 2 2 21 52 44 993 106

医学部 1,130 1,186 1 0 0 7 37 31 1,148 102

歯学部 515 517 1 0 0 10 7 5 502 97

薬学部 240 248 1 1 0 0 0 0 247 103

工学部 1,980 2,289 41 7 30 25 117 117 2,110 107

生物生産学部 380 447 1 1 0 5 5 2 439 116

（研究科等） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (％)

総合科学研究科 180 231 56 5 0 29 31 31 166 92

文学研究科 224 261 71 3 0 41 55 42 175 78

教育学研究科 461 615 86 28 0 49 56 46 492 107

社会科学研究科 241 314 81 3 0 66 58 37 208 86

理学研究科 453 404 14 9 0 12 24 22 361 80

先端物質科学研究科 218 282 18 5 0 7 12 10 260 119

保健学研究科 119 199 5 2 0 19 41 34 144 121

工学研究科 585 735 95 37 0 16 33 24 658 112

生物圏科学研究科 245 305 52 17 0 10 29 20 258 105

医歯薬学総合研究科 586 704 48 21 0 46 100 82 555 95

国際協力研究科 250 272 177 54 0 22 58 54 142 57

法務研究科（法科大学院） 180 191 0 0 0 12 20 17 162 90

超過率算定の対
象となる在籍学
生数（Ｊ）

【(B)-(D,E,F,G,Iの合計)】

定員超過率
（Ｋ）

(J)/(A)X100

外国人留
学生数
（Ｃ）

休学
者数
（Ｇ）

留年
者数
（Ｈ）

左記の外国人留学生のうち 左記の留年
者数のう
ち、修業年
限を超える
在籍期間が
２年以内の
者の数
（Ｉ）

○　別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

学部・研究科等名
収容定員
（Ａ）

収容数
（Ｂ）

左記の収容数のうち

－147－



- 148 -

広島大学
○ 別表２（学部，研究科等の定員超過の状況について）

○ 計画の実施状況等
（定員超過率130％以上の理由）

保健学研究科
【平成20年度】

保健医療の専門職ならびに高度の研究能力をもった教育者・研究開発者を求め
る社会の要請に応えるために，質の高い教育を維持しつつ，学生の確保に努めて
きたことで平成19年度は158％まで超過した。しかし，その受け皿となるには当
研究科は限界に達している。このため，入学前の受験希望者への事前ヒアリング
や受験者数の制限などを徹底して行った結果，平成20年度は全体としては130％
を超えたものの，前年度から13.5％減の144.5％となり，平成21年度は121％まで
低下した。今後も質の高い学生の確保に努めるとともに，今回の取り組みを継続
し，適切な定員を維持するよう努力する。
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